
逓

第
三節

駅

道
路
の
開
さ
く
と
と
も
に
駅
通
所
及
び
渡
船
場
は、
拓
殖
途
上
に
あ
る
本
道

と
し
て
は
特
に
そ
の
必
要
が
認
めら
れ
た。
こ
れ
に
類
し
た
施
設
は
既
に
藩
政

時
代
か
ら
あ
っ
た
も
の
で、
陸
上
交
通
の
旅
客
の
た
め
に
宿
泊
飲
食
の
便
を
は

か
った
も
ので
あ
る
。
開
拓
使
時
代
に
な
っ
て、
明
治
五
年
駅
逓
所
と
改
称
し

て
多
少
の
補
助
金
を
与
え、
官
馬
を
貸
し
付
け
て
陸
運
の
便
を
は
か
っ
た。
明

治
十
一
年
八
月
、
黒
田
長
官
が
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
視
察
し
た

際
、
馬
車二
台
橇
一
台
を
購
入
し
て
帰
り、
橇
が
氷
雪
上
の
疾
走
に
便
利
な
こ

と
を
感
じ
て
製
作
さ
せ
そ
れ
が
漸
次
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
十
八
年
駅
伝
取
締
所
を
設
け
て
人
馬
車、
渡
船、
旅
籠
屋
の
取
締
り
を

し
た
が
、
官
設
あ
る
い
は
自
由
営
業
で
や
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
一
年
四
月
道

庁
は
新
た
に人
馬
継
立
営
業
規
則
を
制
定
し
て、
全
道
各
駅
に
継
立
所
を
設
け

取
扱
人
を
置
い
て
通
行
の
便
を
は
か
っ
た
。
明
治
三
十
三
年、
人
馬
継
立
所
を

廃
し
て
駅
通
所
と
改
め
た
。
各
駅
通
所
に
は
取
扱人
を
置
き、
官
費
で
建
物、

馬
の
全
部
又
は
一
部
を
設
備
し
手
当
金
を
与
え
た
が
旅
客
が
し
だ
い
に
増
加
す

る
にし
た
が
い、
手
当
金
を
減
額
し
た
り
支
給
を
停
止
し
た
り
し
た
。

<
北
海
開
発
事
績〉

高
畑
利
宜
と
駅
逓

滝
川
の
駅
逓
は
明
治二
十
一
年
十
月二
十
四
日
道
庁

官
史
を
辞
し
て
非
職
に
な
っ
た
高
畑
利
宜
が、
空
知
太
に
居
を
構
え
て
計
画
を

樹
て
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
日
道
庁
に
請
願
し
て
忠
別
太、
音
江
法
華、
空

知
太、
奈
井江、

岩
見
沢
の
五
カ
所
に
駅
通
設
置
の
認
可
を
同
年三
月
十
六
日

第
一
章
交
通
・
運
輸

付
で
受
け
て
設
置
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

空
知
郡
岩
見
沢
村
以
東
上
川
郡
忠
別
太
間
人
馬
継
立
兼

既 三十六坪

休
泊
所
設
置
ノ
儀
ニ
付
請
願

七十四坪五合

九
坪

上川道路

空知太駅逓配置図

物
置

居
宅

居
宅
!

居
宅
|

九
十
三
坪
二
合
五
勺

十
五
坪

八
十
八
坪

酒
造
場

五
合

今
般
石
狩
国
空
知
郡
岩
見
沢
村
以
東
上
川
郡
に
達
す
る
馬
車
道
御
開
築
の
時
期
に
際
し
、

人
馬
通
行
年
を
追
て
繁
盛
に
趣
き
し
も
岩
見
沢
村
以
東
忠
別
太
に
至
る
凡
そ
二
十
四
里
間
人

煙
絶
無
之
に
往
来
す
る
も
の
は
露
宿
の
覚
悟
を
な
す
に
外
な
ら
ず、
且
又
馬
を
要
す
る
に
環

道
市
来
知
村
に
至
り
種々
奔
走
非
常
の
高
賃
金
を
投じ
て
漸
く
之
を
得
る
が
如
し、
而
し
て

二
十
四
里
間
往
復
と
も
馬
の
継
替
を
な
す
事
能
は
ざ
れ
ば
疲
労
を
極
め
終
に
倒
る
る
が
如
き

惨
状
は
往
目々
撃
す
る
処
にし
て
夫
れ
が
為
人
は
其
日
進
行
の
目
的
を
遂げ
ず
実
に
其
不
便

言
語
に
堪
へ
ず
、
依
之
私
儀
公
私
一
般の
便
利
を
量
ら
ん
為
め
別
紙
図
面
朱
丸
印
乃
ち
空
知

太
及
び
忠
別
太
の二
ヶ所
を
本
駅と
為し
、
将
又
図
面
朱
△
印
字
奈
井
江、
音
江
法
華
の二

ヶ
所
に
は
小
休
所
を
置
き人
馬
継
立
兼
休
泊
所
を
設
置
仕
度
候
就
て
は
設
置
後三
ヶ
年
間
の

収
支
を
検
す
る
に別
紙
経
算
書
の
通
り
何
分
出
入
相
償
は
ざ
る
を
以
て
悉
皆
私
設
す
る
の
余

資
無
之
、
依
而
空
知
太
及
上
川
郡
忠
別
太
に
右
家
屋
建
築
費
荷
馬
車
新
調
費
等
に
係
る
別
紙

調
書
の
通
り
金
二
千
六
百
六
十
二
円
及
使
用
馬
五
十
頭、
馬
車
用
に
堪
ふ
る
者
御
補
助
被
成

下
度
此
段
奉
願
候
且
奈
井
江
、
音
江
法
華
両
所
に
小
休
所
無
之
て
は
行
路
の
里
程
余
り
遠

隔
す
る
の
み
な
ら
ず
風
雨
雪
に
遭
遇
せ
る
場
合、
或
は
休
憩
昼
食
等
の
不
便
を
慮
り
粗
造
の

家
屋
を
私
設
致
度
是
亦
御
届
相
成
度
候
但
宅
地
及
放
馬
地
等
右
四
ヶ
所
に
要
す
る
面
積
は

別
紙
図
面
の
通
御
許
可
相
成
度
候
素
よ
り
私
利
を
謀

る
の
精
神
に
あ
ら
ざ
れ
ば
継
立
賃
及
休
泊
料
等
は
御
命

令
に
従
ひ
確
く
相
守
り
可
申
候
私
儀
囊
に上
川
郡
へ

移
籍
し
多
年
該
地
開
拓
事
業
に
熱
心
の
誠
意
御
洞
察
の

上
特
別の
御
詮
議
被成下

度
尤も
進捗
する
に
及て
は

人
民
輻
輳し
漸
次
同
業
者も
移
住
可
致
に付
其
節
は
官

庁
へ
経
伺
の
上
共
同
規
約
相
立
候
様
可
仕
は
勿
論
に
有

之
候
へ
共
只
創
始
の
際
公
私
一
般
の
便
利
を
量
り
申

度
素
志
に
御
座
候
第
一
家
屋
建
築
材
料
品
取
揃
方
は
当

冬
よ
り
着
手
せ
ざ
れ
ば
明
年
六
七
月
に
至
り
成
就
の
功

を
奏
し
難
し
故
に
速
に
願
旨
御
裁
許
被
成
下
候
様
仕

度
此
段
伏
願
候
也

明
治
二
十二
年
一
月
二
十
日
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸・
治
水

北
海
道
庁
下
石
狩
国
上
川
郡
字
忠
別
太
平
民

当
時
同
国
札
幌
区
南
四
条
西
六
丁
目
六
番
地
寄
留

高
畑
利
宜

上
川
郡
忠
別
太
外三
ヶ
所
休
泊
所
設
置
出
願
之
件
は
左
の
通
心
得べ
し

石
狩
国
上
川
郡
忠
別
太
平
民高
畑
利
宜

副
願
書
第
一
項
建
家
は
追
て
何
分
の
詮
議
に
及
ぶ
べ
し

一二
同
第二
項
第三
項
建
家
其
他
は
建
設の
上
之
を
貸
与
すべ
し

三
同
第
四
項
忠
別
太、
空
知
太
二
ヶ
所
へ
は
一
ヶ
年
に
付
金
五
十
円
づ
つ
奈
井
江、
音
江

法
華
の
二
ヶ
所
へ
は
一
ヶ
年
に
付
金三
十
円
づ
つ
開
業
当
月
よ
り
補
助
す

四
同
五
項
通
常
使
用
の
馬
匹
牝
牡
取
交
ぜ
五
十
頭
貸
与
候
条
借
用
中
は
生
産
斃
死
共
に
其

都
度
当
庁
第二
部
へ
届
出
べ
し
尤
も
生
産
馬
匹
は
其
儘
無
代
価
を
以
て
下
付
す
る
も
の
と

す
五
同
第
六
項
馬
車
並
馬
具
は
貸
与
し
難
し

六
同
第
七
項
土
地
貸
下
は
制
規
に
拠
り
別
に
願
出べ
し

七
人
馬
賃
銭
は
定
額
を
届
出
認
可
を
受
くべ
し

前
各
項
中
貸
与
補
給
期
限
は
各三
年
と
す

八
但
貸
与
年
限
中
と
雖
も
命
令
に
違
背
し
又
は
取
扱
上
不
都
合
あ
る
時
は
総
て
貸
与
品
を

返
納
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し
尤
も
此
場
合
に
は
官
有
建
物
は
原
形
に
復
せ
し
む
る

も
のと
す

右
の
外
詳
細
の
事
項
は
当
庁
第二
部
へ
承
合
す
べ
し

明
治二
十二
年
一
月

岩
見
沢
駅
附近
板
倉
一
棟
拝
借
願

空
知
郡
岩
見
沢
村
以
東
上
川
郡
字
忠
別
太
間
人
馬
継
立
兼
休
泊
所
設
置
の
儀
先
般
御
裁
許

被
下
難
有
奉
存
候
就
て
は
該
業
に
必
需
の
物
品
一
ヶ
年
付
凡
そ二
百
五
六
十
駄
を
要
す
る
予

定
に
し
て
其
運
搬
た
る
や
岩
見
沢
迄
鉄
道
を
以
て
同
所
よ
り
は
駄
送
り
の
見
込
に
有
之
然
る

に
右
物
品
二
十
四
五
日
間
も
岩
見
沢
へ
留
置
く
事
も
有
之
候
処
当
今
同
地
の
景
況
に
拠
れ
ば

何
品
に
て
も
安
堵
に
て
委
託
すべ
き
家
柄
も
無
之
一
時
貯
蔵
方
に
苦
み
罷
在
候
処
同
所
停
車

場
裏
手
に
有
之
板
倉
目
下
御
使
用
無
之
趣
に
付
御
不
用
中
相
当
の
借
家
料
上
納
可
仕
候
間
拝

借
被
成
下
度
尤
も
御
入
用
の
節
は
何
時
に
て
も
返
上
可
仕
候
何
卒
右
願
意
御
聞
届
被下
度
此

段
奉
願
候
也

明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日

北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
殿

岩
見
沢
村
人
馬
車
継
立
所
設
置
ニ
関
ス
ル
書
類

郡
第
一
五
号
ノ
内

岩
見
沢
村
人
馬
車
継
立
所
設
置
方
今
般
告
示
相
成
該
取
扱人
へ当
衙
ニ
於
テ
貴
下
ヲ
選
挙

候
筈
二
付
別
紙
届
書
差
出
相
成
度
此
段
申
進
候
也

空
知夕
張郡
役
所
第二
課

明
治
廿
二
年
四
月
三
十
日

御
高
畑
利
宜
殿

札
幌
南
四
条
西
五
丁
目

届
書石
狩
国
上
川
郡
字
忠
別
太
平
民

高
畑
利
宜

私
儀
今
般
石
狩
国
空
知
郡
岩
見
沢
駅
人
馬
車
継
立
所
取
扱
人
官
撰
ヲ
蒙
リ
候
に
付
此
段
御
届
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仕
候
也

高
畑
利
宜

右
明
治
二
十
二
年
五
月二
日

北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
殿

官
衙
拝
借及
建
増
模
様
替
願

空
知
太
及
忠
別
太
の
両
所
に
有
之
官
衙
御
貸
与
之
義
奉
願
上
候
処
御
使
用
中
は
私
営
業
に

差
支
へ
ざ
る
様
御
建
物
之
内
其
幾
部
分
を
御
賃下
被
成
下
候
趣
有
難
仕
合
に
奉
存
候
就
て

は
来
る
五
月
中
開
業
仕
度
奉
存
候
間
別
紙
見
取
図
の
如
く
朱
点
の
間
数
を
除
き
余
は
現
在
の

儘
悉
皆
拝
借
仕
度
然
る
処
右
に
て
は
何
分
手
狭
に
て
営
業
上
少
し
く
不
弁
を
感
じ
可
申
間

図
面
朱
引
の
通
建
増
並
に
模
様
替
共
自
費
を
以
て
出
来
仕
度
希
は
願
意
速
に
御
許
容
被
成
下

度
此
段
奉
願
上
候
也

石
狩
国
上
川
郡
字
忠
別
太
平
民
高
畑
利
宜

樺
戸
監
獄
署
典
獄
安
村
治
孝
殿

同

許
可
可

書樺
戸
監
獄
署
典
獄
安
村
治
孝

官
衙
拝
借
及
建
増
模
様
換
之
件
は
許
可
す

明
治二
十二
年
四
月二
十二
日

上
川
郡
内
休
泊
所
建
設
の
件

空
知
郡
岩
見
沢
村
以
東
上
川
郡
忠
別
太
に
至
る
人
馬
継
立
兼
休
泊
所
新
設
に
係
る
高
畑
利

宜
願
書
草
案
に
就
き
取
調
方
御
下
命
に
依
り
左
に

一
別
紙
上
川
郡
忠別
太
に
達
す
る
陸
路
運
輸
の
便
を
開
か
んと
す
る
の
願
意
は
本
課
計
画

の
一
に
し
て
頗
る
必
要
の
儀
と
被
存
候
目
下
交
通
の
情
況
は
実
に
別
紙
記
載
の
通
にし
て

拓
地
殖
民
上
一
大
障
碍
に
有
之
候
間
願
意
御
聴
許
相
成
可
然
も
の
と
存
候

一
別
紙
の
願
書
中
人
馬
継
立
兼
休
泊
所
を
岩
見
沢
駅
外
四
ヶ
所
に
建
設
す
る
の
意
に
相
視

へ
候
共
岩
見
沢
は
移
住
農
民
の
一
部
落
にし
て
行
旅
露
宿
す
る
等
は
素
よ
り
之
無
奈
井

江
以
東
の
開
進
に
随
ひ
自
ら
人
馬
の
供
給
及
旅
亭
等
を
開
業
致
候
者
可
有
之
被
存
候
間
同

所
の
分
は
隣
地
一
様
の
官
費
を
以
て
建
設
す
る
の
必
要
無
之
儀
と
存
候

一
前
条
奈
井
江
外
三
ヶ
所
に
設
置
す
る
も
の
と
見
倣
し
官
費
支
出
を
要
す
る
分
予
算
左
の

通
り
に
有
之
候
尤
も
明
治
二
十
二
年
度
分
に
於
て
は
駅
逓
諸
費
内
よ
り
金
千
円
は
支
出
被

得
候
哉
に
見
込
候
間
外
金二
千
九
百
余円
新
規
事
業
費
よ
り
支
出
し
開
駅
相
成
候
様
致度

第
一
章
交
通
・
運
輸

候官
設
諸
物品
費

一
金
四
千
三
十
五
円
四
十
銭
新
設
費

内
訳
金
千
九
百
二
十
円
休
泊
所
四
棟
建
設
費

但
空
知
・
忠
別
の
二
棟
は
各
五
十
坪、
奈
井
江
、
音
江
法
華
の二
棟
は
三
十
坪

一
坪
に
付
金
十二
円

金
千
四
百円

馬
匹
百三
十
頭
代
価

但
牡三
十
頭
一
頭
金二
十
円
牝
百
頭
一
頭
金
八
円

金
五
百
二
十
八
円
乗
馬
車
四
台
新
調
費

一
台
金百二

十
五
円
馬
具二
十
五
円

二
頭
曳
は
空
知
太
及
忠
別
太
に
備
へ一
頭
曳
は
奈
井
江
、
音
江
法
華
に
置
く
。

金
百
二
十
八
円
荷
馬
車
四
台
新
調
費

但
一
頭
曳
四
台
一台
金
二
十
円、
馬
具
一
組
金
十二
円

金
九
円
四
十
銭
荷
橇
四
台
新
調
費

但
一
台
金二
円
参
十
五
銭
馬
具
は
荷
馬
車
の
を
用
ふ

金
五
十
円
諸
運
搬
費

一
別
紙
出
願
人
予
算
調
支
出
之
部
中
雇
人
料
及
馬
飼
料
等
は
過
出
な
る
費
額
に
予
算
相
成

居
候
得
共
(文
字
不
鮮
明)
の
関
係
無
之
も
の
に
付
別
に
調
査
を
要
せ
ざ
る
儀
と
存
候

右
見
込
上
申
候
也

一
金
五
百
二
十
五
円

但
奈
井
江
音
江
法
華
両
所
二
要
ス
ル
小
休
所二
棟
此
坪
五
十
二
坪
五
合
一
棟
分二
十
六

坪
二
合
五
勺

一坪
二
付
金
十
円
ノ
見
込

一
金二
百
十
六
円

但
空
知
太
追込
厩
一
棟
此坪三

十
六
坪

但
忠
別
太
追
込
厩
一
棟
此
坪
二
十
一
坪

一坪
二
付
前
同
断

一金二
十
円

但
空
知
太
忠
別
太
両
所
柵
矢
来
造
り
追
込
厩
二
カ
所
建
設
費

一
ヶ
所
ニ
付
金
十
円

合
計
金八
百八
十
七
円
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小
休
所
並
追
込
厩
建
築
費
概
算

一
坪ニ
金
六
円ノ
見込

一
金
百二
十
六
円

但
二
頭
曳二
台

一頭
曳
二
台
一台
金
百
円
馬
具
十
四
円

明
治二
十二
年
四月
十三
日

高
畑

利

宜



田
舎
英
美

才 第
十
一
編
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通
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運
輸
・
治
水

教
立

道
海
北

会
浜
美
三

中
葉

四

不
去
面

豆
刊
週

駅逓舎号届

右
概
算
積
奉
申
上
候
也

石
狩
国
上
川
郡
字
忠別
太

平
民
高
畑
利
宜

北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
殿

駅
舎
号
御
届

上
川
郡
忠
別
太
人
馬
車
継
立
兼
休
泊
所

疋
田
新
助

第
一
美
英
舎
貸
人

空
知
郡
音江
法
華
同
断

第
二
美
英
舎
高
野
正
造

同
郡
空
知太

同
断

第
三
美
英
舎
高
畑
利
宜

同
郡
奈
井江

同
断

第
四
美
英
舎
金
沢
要
蔵

同
郡
岩
見
沢
村
出
張
所

第
五
美
英
舎
杉
野
夏
次
郎

右
之
通
舎
号
相
用
と
度
此
段
御
届
申
上
候
也

明
治二
十
二
年
七
月
十
六
日
石
狩
国
空
知
郡
空
知
太
寄
留
高
畑
利
宜

北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
殿

駅
逓
取
扱
手
続

北
海
道
庁
ノ
広
告
ニ
依
リ
忠
別
太、
音
江
法
華
ノ
両
所
ニ
於
テ
旅
人
宿
及
人
馬
継
立
ノ業

ヲ
営
マ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ左
ノ
手
続
キ
ニ
拠
ル
ベ
シ

第
一
項
志
願
者
ハ左
ノ
各
項
ニ
適
合
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
ベ
シ

一
北
海
道
ニ
満三
年
以
上
居
住
セル
モノ

二

四 三 北
海
道
ニ
於
テ
実
価二
百
円
以
上
ノ
財
産
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

二

北
海
道
庁
ニ
於
テ
確
実
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ヲ
保
証
人
ト
ナ
シ
得
ベ
キ
モノ

忠
別
太、
音
江
法
華
共
各
其
地
ニ
移
住
シ
且
ッ
左
ノ
各
項
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
承
諾

ス
ル
モ
ノ

旅
客
ノ
用ニ
供
ス
ル器
具
ハ左
ノ
通
備
付ベ
キコ
ト

一一

品
名

忠
別
太五六

頭頭

家
屋
厩馬
追
込
柵馬
匹
へ別
紙
調書
ノ
通り

無
代
貸
与
セル
ヲ以
テ
天
災
ノ
外

修
理
ハ
一切自
費
タルベ

キコト
一
貸
与
家
屋
等
自
費
ヲ
以
テ
模
様
替
セ
ン
ト
ス
ル
モノ
ハ願
出
許
可
ヲ
受
ケ
着
手
ス

ル
コ
ト

貸
与
馬
ョ
リ生
産シ
タ
ル仔
馬
へ
無
代下
付
スベ
キ
コト

1「
馬
賃
ハ
一
頭
平
常
一
里
金
六
銭
ョリ
超
過
スベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
但
悪
路
及
雪
中
ト

1上
等

雖
モ三
割
以
外
ノ
割
増
ヲ
ナシ
得
ザ
ル
コ
ト

一
宿
泊
料
ハ左
ノ
額
ヨ
リ
超
過
ス
ベ
カ
ラ
ズ

一
泊
料
四
十
銭以
下

中
等

同
三
十
五
銭
以
下

同 同

一
賄
料
二
十
銭
以
下

十
五
銭
以
下

十
銭
以
下

同
下
等

一
貸
与
馬
斃
死
ス
ル
ト
キ
ハ耳
尾
ヲ
添
へ届
出
ベ
キ
コ
ト
但
取
扱
人
ノ
不
注
意
ヨ

リ
斃
死
ス
ルト
キ
ハ
弁
償
スベ
キ
コ
ト

一
家
屋
其
地
貸
与
期
間
ハ
三
カ
年
ト
ス
ト
雖
モ
継
続
貸
与
ス
ル
コ
ト
ア
ルベ
シ
但

取
扱
上
不
都
合
ア
ル
カ
又
ハ
不
都
合
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
総
テ
ノ
貸
与
品
ヲ
返
納
セ
シ

ム
ル
コ
ト

尤
モ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
自
費
模
様
替
ノ
場
所
ハ
原
形
ニ
復
スベ
キ
コ
ト

一
旅
人
宿
ニ
付
テ
ハ
宿
屋
取
締
規
則
継
立
ニ
付
テ
ハ人
馬
車
継
立
規
則
テ
遵
守
スベ

キ
コ
ト

第
二
項
左
ノ
各
項
ニ
触
ル
ル
モ
ノ
ハ
志
願
ス
ル
ヲ
得
ズ

一
未丁
年
者ニ
シ
テ後
見
人
無
キ
モノ

三
強
窃
盗
及
詐
偽
取
財
ノ
罪
犯
シ
タ
ル
者

二
白
痴
瘋
癲
者

四
身
代
限
リ
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
未
ダ
負
債
ノ
弁
償
ヲ
了
ラ
ザ
ル
者

五
監
視
中
ノ
者

五
人
前

十
人
前

二五
頭頭

荷
鞍

乗
車
具

品
名

十
一
組

五
組

忠
別
太

音
江
法
華

一

馬

臥
具

食
器

〃
備

常冬夏

"1

十
五
人
前

十
五
人
前

音
江
法
華

三
組
七
組

第
三
項
此
手
続
第
一
項
ニ
合
格
シ
タ
ル
モノ
ハ
左
ノ
書
式
ニ
依
リ
願
書
ヲ
差
出
ス
ベ
シ
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(用
紙
手
紙)

駅
逓
取
扱
願人
馬
車
継
立
取
扱
人
高
畑
利
宜

石
狩
国
空
知
郡
空
知
太
寄
留

理
事
官
湯
地
定
基
殿

駅
逓
ニ
関
ス
ル
許
可
書

明
治二
十
二
年
五
月二
十
日
付
届
出
人
馬
継
立
取
扱
方
心
得
并
逓
送
賃
銭
及
明
治
二
十
二
年

高
畑
利
宜

但
逓
送
賃
銭
届
書
第
二
条
中
手
数
料
ハ定
額
ノ
五
分
ニ減
シ
且
乗
車
人
手
荷
物
制
限
ヲ
更

ニ
届
出
ヘ
シ

明
治
二
十
二
年
九
月
九
日

空
知
太
駅
通
所
の
献
立
明
治二
十二
年

北
海
道庁
長
官
印

煮
肴 晚エ
余
ハ
畑
物
ヲ
用
ユ

豚
肉ノ内

一
品ラ
加

煮
し
め
但
牛
肉
或
ハ

飯
但
前
同
上

食

右一日分代金
9銭2厘5毛

右一日分代金
18銭5厘

料
金

一 1「
厩 建

間
口
七
間
半

調

駅

御 書

奥
行
四
間
半

同
保
証
人

願
人
上

何
国
何
郡
区
町
村
番
地

何 何

誰 誰

1 1

敷 馬

敷
地

間
口
三
十
間

七
頭

此
建
坪
弐
拾七
坪
式合
五勺

家
間
口
七
間半

一
建 敷

地
間
口
五
十
間

奥
行
三
間
半

奥
行
五
十
間

壱
棟

弐
千
五
百
坪

以
上
忠
別
太

沢
庵
漬

フ用
と
ズ

ラ
用
ヒ
毎
日
同
品
ヲ

汁
但
豆
腐
或ハ
畑
物

飯
但
上
白々
米
ラ
用

食

七
歳
以
上
一
人
前沢
庵
漬

焼
肴

飯
但
前
同
上

沢
庵
漬

フ 加
へ
余
ハ
畑
物
ヲ
用

煮
物
但
魚類
一品
ヲ

焼
肴

飯
但
前
同
上

昼

食

沢
庵
漬

煮
肴

飯
但
前
同
上

沢
庵
漬

用
ヒ
ズ

汁
但
豆
腐
或
ハ
畑
物

ヲ
用
ヒ
毎
日
同
品
ヲ

飯
但
上
々
白
米
ヲ用

フ

岩
見
沢
ヨ
リ
忠
別
太
迄
人
馬
車
運
賃
表
届

曩
二
空
知
郡
岩
見
沢
駅
ョ
リ
上
川
郡
忠
別
太
駅
人
馬
車
継
立
取
扱
心
得
並
諸
物
品
逓
送
賃

銭
定
額
ノ
義
御
届
ノ
上
御
認
可
ヲ
受
ケ
営
業
罷
在
候
処
実
際
上
不
適
当
ノ
廉
有
之
因
テ
岩
見

沢
駅
ョ
リ
空
知
太
駅
迄
ノ
分
ラ
全
廃
シ
更
ニ
別
表
ノ
通
り
改
正
致
シ
且
人
馬
車
継
立
取
扱
心

得
書
ノ
内
第
五
条
第
一
項
中
本
賃
銭
ノ
二
割
増
更
二
三
割
増
ト
改
正
仕
度
将
又
最
前
伺
済

第
一章

交
通
・
運
輸

北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
殿
代
理

明
治
二
十
二
年
八
月
十
五
日

月
日

今
般上
川
郡
忠
別
太
空
知
郡
音
江
法
華
二
於
テ
駅
舎
並
馬
匹
拝
借
ノ
上
旅
人
宿
及
人
馬
継
立

業
仕
度
就
テ
ハ
手
続
第
一
項
第
四
ノ
廉
遵
守
可
仕
候
間
私
へ
御
命
シ
被
下
度
保
証
人
連
署
此

段
奉
願
候
也

明
治
二
十
三
年

北
海
道
庁
長
官
宛

家
此
建
坪三
十
九
坪
二
合
五
勺
但
畳
建
具
付

間
口
七
間

奥
行
三
間

壱
棟

壱
棟以
上
音
江
法
華

奥
行
五
十
間

千
五
百
坪

牡
壱
頭

但
畳
建具
煖炉
付

牝
六
頭

届
石
狩
国
上
川
郡
忠
瞥
太
外三
ヶ
所
共
建
物
落
成
候
二
付
開
駅
人
馬
車
継
立
取
扱
申
候
間
此
段

御
届
仕
候
也

開

此
建
坪
二
十
一
坪

一
馬
追
込
棚
壱
カ
所

朝

二
歳
以
上
七
歳
未
満

沢
庵
漬

忠
鼈
外三
駅
人
馬
継
立
所
取
扱

八
月
四
日
付
届
宿
泊
料
ノ
件
認
可
ス
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馬

牛 人 駅

営
業
戸
数 名

一
一〇
頭 一

1 1

一戸

二
名

忠
別
太
駅

四
頭

三
七
頭

三
頭 ‒
‒ ‒
‒

一
戸

六
名

空
知
太
駅

三
〇
頭

1

一

1

一戸 三
名

音
江
法
華
駅

一二
〇
六〇
五
一

六〇 五一
五
一

四
三
銭

五
間
二
十

四三 空奈
十里 知井
六九 太江
間丁 間

一
九
〇 八七 八七

九六

七六 六 六四
銭

合
計
金
千三
百
二
円

支
出
之
部

一
金二
千二
百
三
十
五
円

一
金
六
十
円

一金
二
百
八
十
五
円

一金
八
十
二
円

但
一
台
二
付
金
二
十
円
五
十
銭
ノ
割

一
金
六
十
五
円

但
一
頭
二
付
金
十
三
円
宛

一
金三
百
五
十
三
円
五
十
銭

一
金三
十
円

一
金
九
百
六
十
円

但
一
ヵ
月
一人
二
付
金
八
円
宛
ノ
見
込
休
泊
人
八
十
名
二
係
ル
食
料
素
品
代
及
諸
費

馬
五
十
頭
ニ
要
ス
ル
飼
料

一
金
五
十
円

諸
器
械其
他
修
繕費
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運
賃
定
額
表
ノ
内
今
回
御
届
表
ノ
外
八
馬
車
ノ
交
通
充
分
ニ
相
成
迄
ハ
実
行
難
致
右
御
認
可

成
被
下
度
此
段
御
届
仕
候
也

明
治
二
十二
年
十
二
月二
十
四
日
石
狩
国
上
川
郡
字
忠
別
太
外
三
カ
所

駅
逓
取
扱
人
高
畑
利
宜

車 両駕

牛 荷 人 馬 荷
力 馬

車 車 車 車 車

籠

1

一 一

五
台

一
両

二
両

1
一

‒
‒
‒

1

因
テ
不
用
ナ
レ
ド
為
念
此
儘

此
分
官
庁
へ
届
出
ザ
ル
内
ニ
上
川
郡
ノ
里
程
広
告
相
成
一月
五
日
付
ラ
以
テ
訂
正
シ
ア
リ

賃

人
足

一
台

荷
馬
一
頭

乗
馬

一
頭

一人

至平 至平 至平
急常 急常 急常

一二
五

六二

111

三 二七六六五

四
十
二
間

八
里
一
丁

岩
見
沢
間

二
〇
〇

七
一
八三

三

七
一

七
一
五
九
銭

四
十
一
間

九
里
四
丁

奈
井
江

樺
戸
月
形
間
市
来
知
間

奈
井
江
局

三
頭

三
頭

1

1

一
戸

四
名

奈
井
江
駅

七〇 二九 二五
二九
二
五
二
五
二
一
銭

丁
五
十
四
間

九
里
三
十
二

空
知
太
是

市
来
知
間

収
入
之
部

一
金
九
百
二
十
四
円

但
一
頭二
付
金三
円三
十
六
銭

但
上
中
並
平
均三
十
五
銭
ニ
見
積
リ
シ
モ
休
泊
料
ハ
札
幌
営
業
人
仲
間
規
約ノ
通

一
金三
百
七
十
八
円

千
八
十
人
分
休
泊
料

里
程二
十
四
里、
一里
ニ付七

銭ノ
割

岩
見
沢上
川
間
馬二
百
七十
五
頭
往
復
賃

空
知
太
及
忠
別
太
二
カ
所
へ
休
泊
所二
棟
ノ
建
築
費

前
二
カ
所
堀
井
戸
ノ
費
用

同
所
器
械置
場
及
厩舎二

棟
建
築
費

一
頭
曳
荷
馬
車
四
台
新
調
費

一頭
曳
荷
馬
車
用
馬
車
馬
具
五
頭
分

奈
井
江
及
音
江
法
華
両
所
小
休
泊
所
設
置
費

馬
車
用
馬
追
込
ミ
場二
カ
所
取
設
費

雇
人
十
名
ニ
要
ス
ル
一
ヵ
年
分
給
料
及
食
料
費

一
金二
百
五
十三
円

一
金
六
百
円

但
一
ヵ
月
一
頭
ニ
付
金
一
円
ノ
割

1

一 1

岩
見
沢
駅

陸
運
営
業
者
及
用
具
届
(明
治
二
十
二
年
十
二
月三
十
一
日
)

荷
橇

馬 駄 乗
車
馬 馬 馬

荷 牛

牛 車

運
理
事
官
湯
地
定
基

殿
北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
殿
代
理

表

六
里

1
三
〇
頭

○ 九六

二二
銭

奈
井
江
路

追
伸
空
知
太
駅
ヨ
リ
忠
別
太
駅
間
ノ
義
ハ
新
道
里
程
御
告
示
ノ
上
相
伺
候
也

人
馬
継
立
兼
休
泊
所
歳
計
収
支
差
引
予
算
(明
治
二
十
二
年
初
年
度
分)

八
三

夫



一
金
九
百
六
十
二
円
四
十
銭
六
厘

一
金
百
円

諸
器
械
買
入
費
及
臨
時
雑
費

一
金
五
十
円

合
計
金六
千百二

円
九十
銭六
厘

差
引
金
四
千
八
百
円
九
十
銭
六
厘
損

こ
の
よ
う
に
北
海
道
庁
属
を
辞
し
た
高
畑
利
宜
は
明
治二
十
二
年
一
月
二
十

日
に
出
願
し、
同
年三
月
十
六
日
付
で
四
駅
逓
休
泊
所
設
置
を
三
カ
年
貸
与
指

令
の
認
可
を
受
け
て
た
だ
ち
に
工
事
に
着
手、
同
年
八
月
十
五
日
に
開
業
の
運

び
と
な
っ
た
。

自
分
は
各
駅
の
中
心
地
に
あ
た
る
空
知
太
駅
通
の
取
扱
い
人
と
な
っ
て、
営

業
を
行
い、
他
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
に
貸
し
て
取
り
扱
わ
せ
た
が、
翌
二
十
三
年

五
月
五
日
忠
別
太
と
音
江
法
華
の
取
扱
御
免
願
を
出
し
、
同
月
十
五
日
に
許
可

を
受
け、
ま
た
岩
見
沢
駅
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
六
月
十
六
日
に
罷
免
許
可
を

受
け
た
。

奈
井
江
の
駅
通
に
つ
い
て
は
同
年
四
月
十
九
日
金
沢
要
蔵
を
代
人
と
定
め
て

実
質
は
空
知
太
駅
逓
取
扱
い
人
と
な
っ
た
が、
各
駅
逓
の
運
営
管
理
を
は
か
る

う
え
か
ら
営
業
規
約
を
定
め、
中
心
的
立
場
に
立
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。

従
市
来知至

忠
別
太
各
駅
連
合
人
車
馬
継
立
営
業
規
約

第
一
条
組
合
に
於
て
人
馬
車
継
立
方
は
左
の
方
法
に
拠
る

一
凡
て
継
立
方
は
駅
内
営
業
者
の
順
番
を
以
て
之
を
な
す
こ
と

但
逓
送
上
の
都
合
に
よ
り
て
は
当
番
外
の
も
の
と
雖
も
臨
時
当
番
に
組
入
る
る
こ
と
あ

る
べ
し
。

二
継
立
時
間
は
日
出
よ
り
日
没
迄
と
す

三
順
番
は
継
立
所
に
於
て
之
を
定
め
逓
送
の
有
無
に
拘
ら
ず
必
ず
前
日
に
之
を
当
番
に

通
知
す
る
こ
と

第
一
章
交
通・
運
輸

相
対
を
以
て
継
立
を
な
す
を
得
る
と
雖
も
必
ず
其
継
立
所
の
承
諾
を
受
くべ
し

四五
各
駅
常
備
馬
は三
頭
を
以
て
定
数
と
し
継
立
あ
る
の
都
度
其
不
足
を
補
ふ
こ
と

六
当
番
の
も
の
止
む
を
得
ざ
る
事
故
あ
り
継
立
が
た
き
と
き
は
営
業
者
中
頼
合
を
以
て

之
を
差
出
其
旨
継
立
所
に
通
知
す
る
こ
と
。

但
雪
中
(月
三
十
日
ま
で

(十月
一
日
よ
り
四
)

第
二
条
人
馬
車
賃
銭
は
左
の
通
り
之
を
定
む

の
節
は
本
賃
銭
の
二
割
増
夜
中
又
は
暴
雨
雪
の
時
は
五
割
増
を

金
七
銭

1

一
里

至
急

平
常

至
急

平
常
金
九
銭

一
人足

壱
人

乗
鞍
付
乗
馬
壱
頭
同

申
受
く
べ
し

尤
も
橇
は
雪
中
増
之
れ
な
き
も
の
と
す

駄
馬

壱
頭
同 同

同 同 同

至
急

平
常

金
八
銭

金
九
銭
六
厘

金
参
拾
銭

金
四
拾
銭

金
参
拾
銭

金
弐
拾
四
銭

荷
馬
車

弐壱
頭頭
曳曳

但
隣
駅
未
達
の
地
に
至
る
賃
銭
は
三
割
増
と
す

第
三
条
営
業
者
は
継
立
毎
に
必
ず
継
立
所
よ
り
鑑
札
を
受
く
る
も
の
と
す
。
手
数
料
は
定

額
賃
銭
の
一割
以
内
を
差
出
す
べ
き
こ
と

第
四
条
貨
物
逓
送
上
損
失
を
生
ず
る
と
き
は、
其
逓
送
人
に
於
て
弁
償
し
逓
送
人
被
災
者

た
る
と
き
は
雇
主
に
於
て
其
弁
償
義
務
負
担
す
る
こ
と

第
五
条
前
条
弁
償
の
処
分
は
総て
継
立
所
に
於
て
之
を
取
扱
ふ
こ
と

第
六
条
第
二
条
の
人
馬
車
要
求
の
後三
十
分
を
経
過
し
客
人
の
都
合
に
よ
り
之
を
用
ひ
ざ

る
と
き
は
定
額
賃
金
の
半
額
を
請
求
す
る
こ
と

第
七
条
人
馬
車
渡
船
賃
は
客
人
に
於
て
支
払
ふ
も
の
と
す

第
八
条
連
合
各
駅
取
扱
は
毎
年
一
回
一
月
十
五
日
空
知
太
に
於
て
集
会
旅
客
の
便
否
及
ひ

営
業
上
の
利
害
を
協
議
す
る
こ
と

但
し
集
会
に
か
か
る
費
用
は
各
駅
組
合
営
業
者
負
担
の
こ
と

第
九
条
此
規
約に
背
きし
も
の
は
取
扱
人
並に
組
合
営
業
者三
名
以
上
協
議の
上
金
壱
円

1 1 1

乗
橇

1

口頭
曳

一
乗
合馬
車二
頭
曵壱 壱

台 台

壱
台

至
急

平
常

金
四
拾
銭

金
弐
拾
四
銭

荷
橇但
吹
雪
及
悪
路
の
節
は
本
賃
の
三
割
増
を
申
受
く
べ
し

603

備
品
炊
具
厩
具
等
購
入
費

消
耗
品
買
入
費

金
拾
弐
銭

金
拾
銭



第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

以
上
拾
円
以
下
の
違
約
金
を
差
出
さ
し
むべ
し

前
数
条
当
駅
組
合
に
於
て
規
約
仕
候
間
御
認
可
被
下
度
此
段
御
届
仕
候
也

石
狩
国
空
知
郡
岩
見
沢
駅
人
馬
車
継
立
所
取
扱
人
杉
野
夏
次
郎

同
国
同
郡
奈
井
江
駅
人
馬
車
継
立
所
取
扱
人

同
国
同
郡
空
知
太
駅
人
馬
車
継
立
所
取
扱
人

同
国
同
郡
音
江
法
華
駅
人
馬
車
継
立
所
取
扱人

金
沢
要
蔵

沼
田
覚
兵
衛
代
理

疋 高

田 野

新 正

助 造

同
国
同
郡
忠
別
太
駅
人
馬
車
継
立
所
取
扱
人

空
知
太
外
一
ヵ
所
駅
逓
取
扱
人
高
畑
利
宜

明
治
二
十
五
年
四
月三
十
日
付
出
願
駅
伝
兼
休
泊
所
取
扱
営
業ノ
件
許
可
候
条
左
ノ
通
心
得

ベ
シ
一
駅
舎
内
外
ノ
修
理
ハ
天
災
ヲ
除
ク
外
ハ
一切
自
弁
タ
ルベ
シ

二
自
費
ヲ
以
テ
駅
舎
ノ
模
様
替
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
時
ハ其
旨
願
出
許
可
ヲ
受
クベ
シ
但
取

扱
ヲ
免
ス
ル
時
ハ
原
形
ニ
復
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

三
当
庁
ョ
リ
配
置
シ
タ
ル
馬
匹
ハ
生
産
死
亡
ノ
時
ハ戸
長
ノ
奥
書
ヲ
請
ヶ
詳
細
届
出ベ
シ

但
不
注
意
ョ
リ
斃
死
セ
シ
メ
或
ハ亡
失
シ
タ
ル
時
ハ
弁
価
ス
ベ
シ

四
旅
客
ノ
用
ニ
供
ス
ル人
夫
馬
車
及
食
器
臥
具
等
ハ
相
当
準
備
スベ
シ

不
足
ト
認
ム
ル
時
ハ
増
加
ラ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

五
駅
逓
取
扱
ニ
付
テ
ハ
給
料
経
費
等
給
与
セ
ザ
ルニ
依
リ
前
項
但
書
ノ
場
合
ト
雖
モ
一
切

自
費
ヲ
以
テ
経
営
ス
ベ
シ

六
駅
逓
取
扱
上
不
都
合
ア
ル
カ
又
ハ不
都
合
ト
認
ム
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
取
扱
ヲ
免
ス
ル
コ

ト
ア
ルベ
シ

七
旅
人
宿
ニ
付
テ
ハ宿
屋
取
締
規
則
継
立
ニ
付
テ
ハ
人
馬
車
継
立
規
約
ヲ
遵
守
スベ
シ

八
官
ノ
都
合
に
拠
り
廃
駅
ス
ル
カ
又
ハ
第
六
項
ノ
場
合
ト
雖
モ
官
庁
ニ
対
シ
何
等
ノ
損
害

ヲ
モ
要
償
ス
ル
ヲ
得
ズ

明
治二
十
五
年
五
月三
十
日

自
費
新
築
願

北
海
道
庁
長
官

4間

12
間

物物
置

歲歲

〃〃

六歳
七
歲

八
歲

九
歳

牝〃
種
別
年
齢
頭
数

‒‒

30間6間

12
間

家
畜
小
屋 30

間

馬
追
込
厩

建
増
地

休
泊
所

20
間

〃" " 牡

七
歳

六
歳

一
四
歳

年
齢

1 1 1

頭
数

12間

廐

12間 12間継
立
用

事
由 6

間

馬
具
入屋部丁馬

間

蔵板

空知太駅通建築願図

木
造
柾
葺
平
家
建
増

1
此
建
築
費
金
弐
拾
七
円
也

一一木
造
柾
葺
二
階
建
家
建
増

此
建
築
費
金
七
百
八
拾
七
円
五
拾
銭
也

此
建
坪

此
建
坪
但
別
紙
地
絵
図
之
通
取
扱
人
住
居
用

三
十
七
坪
五
合

但
別
紙
絵
図
面
之
通
客
座
敷
用

拾
七
坪
五
合

此
建
築
費
金
四
拾
九
円
也

但
別
紙
絵
図
面
之
通
厩
用

1
木
造
柾
葺
平
家
壱
棟

此
建
築
費
金九
拾
九円
也

但
別
紙
絵
図
面
之
通
馬
丁
部
屋
用

右
者
従
前
御
貸
与
ノ
建
物
ハ
元
樺
戸
集
治
監
ニ
於
テ
道
路
開
鑿
之
砌
同
監
出
張
所
ト
シ
テ

御
建
設
相
成
タ
ル
モノ
ニ
シ
テ
旅
館
等
ニ
ハ不
便
ナ
ル
間
取
モ
有
之
旁
以
テ
此
度
前
記
之
通

自
費
ヲ
以
建
築
仕
度
此
段
奉
願
候
也

明
治
二
十
五
年
八
月
五
日

空
知
郡
滝
川
村
字
空
知
太
駅
逓
取
扱
人
高
畑
利
宜

北
海
道
庁
長
官
北
垣
国
道
殿

20間
1 11 11

継
立
用

事
由

種
別

・

明
治
二
十
五
年
十
二
月
駅
馬
現
在
数
(空
知
太
駅
)

604

石
狩
国
空
知
郡
滝
川
村
字
空
知
太
駅
逓
付
属
地
内

三
坪

高
畑
利
宜

1
木
造
柾
葺
平
家
壱
棟

此
建
坪

此
建
坪

拾
六
坪
五
合

明
治二
十
三
年
十
月
五
日

北
海
道庁
長
官
永山
武
四
郎
殿

北
海
道
庁
指
令
第
一
九
〇
五
号

3
間

但
準
備
ノ
数
量

一
八〇三 一



駅
逓
営
業
御
免
願

私
義
明
治二
十二
年
一
月
二
十
日
付
ヲ
以
テ
御
許
可
相
成
候
空
知
郡
滝
川
村
字
空
知
太
并
全

郡
奈
井
江
村
字
奈
井
江
両
駅
逓
営
業
取
扱
罷
在
候
処
家
事
経
営
ノ
都
合
ニ
依
リ
辞
職
仕
度
候

間
御
聞届
被
成下
度
候

尤
モ
後
任
者
ノ
義
ハ
札
幌
区
南二
条
西二
丁
目
十
一
番
地
後
藤
半
七
義
該
営
業
二
経
験
モ

有
之
被
申
故
全
人
江
取
扱
方
御
許
可
被
成
下
度
候
旨
併テ
此
段
奉
願
候
也

空
知
郡
滝
川
村
空
知
太

高
畑
利
宜

北
海
道
庁
長
官
北
垣
国
道
殿

駅
逓
営
業
の
ほ
か
に
酒
造
店、
荒
物
雑
貨
店、
運
送
店
な
ど
高
畑
利
宜
は
手

広
く
各
種
事
業
に
手
を
拡
げ
て
い
た
が、
使
用
人
任
せ
の
い
わ
ゆ
る
殿
様
営
業

で
あ
っ
た
た
め、
つ
い
に
明
治二
十
七
年
八
月
札
幌
区
後
藤
半
七
に
駅
逓
と
酒

造
店
を
譲
渡
す
る
こと
に
な
っ
た
。

後
藤
は
今
百
太
郎
を
代
人
と
し
て
継
承
営
業
を
さ
せ
た
が、
駅
逓
は
廃
業
し

て
し
ま
っ
た
。

◇
こ
の
項
引
用
は
総
て
高
畑
記
録
で
あ
る
>

第
四
節
渡

船

本
道
の
開
拓
当
初
は
河
川
の
治
水
工
事
も
な
く
河
床
の
変
化
が
多
く
、
ま
た

橋
梁
は
財
政
上
か
ら
架
設
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
渡
船
場
の
設
置
は
当
時
交

通
上
極
め
て
重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
。

三
県
時
代
の
渡
船
制
度
は
各
県
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が、
明
治
十
九
年
八
月

根
室
支
庁
で
渡
守
規
則
を
は
じ
め
て
作
る
と
と
も
に
明
治
二
十
年
一
月
道
庁
は

渡
守
服
務
心
得
を
規
定
し
て、
全
道
の
渡
船
取
扱
人
の
資
格
及
び
心
得
並
び
に

第
一
章
交
通
・
運
輸

渡
船
場
の
設
備
な
ど
を
規
定
し
た
。

明
治二
十
七
年
九
月
渡
船
場
取
扱
手
続
き
を
定
め、
郡、
区
長
の
渡
船
に
関

し
た
取
締
事
務
を
規
定
し
、
翌
二
十
八
年三
月
官
設
渡
船
取
扱
人
手
続
金
支
給

規
程
を
定
め、
土
地
の
状
況
に
よ
っ
て
月
額
五
円
以
下
の
手
当
金
を
支
給
す
る

こ
と
と
し
、
同
年
八
月
渡
船
規
則
を
制
定
し
て
従
来
区
で々
あ
っ
た
制
度
を
統

一し
た。
こ
の
渡
船
場
規
則
は
官
設、
私
設
の
区
分
を
明
ら
か
にし
、
官
設
渡
船
場
取

扱
人
及
び
私
設
渡
船
場
営
業
人
の
資
格
を
定
め、
そ
の
ほ
か
執
務
心
得、
渡
船

貸
金、
官
設
物
件
保
管
方、
営
業
人
に
対
す
る
罰
則
な
ど
も
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た。

明
治三
十
一
年
十
月
に
は二
十
八
年
に
制
定
し
た
官
設
渡
船
取
扱
手
続
金
支

給
規
程
を
廃
止
し
て、
改
め
て
渡
船
取
締
規
則
及
び
渡
船
取
扱
規
程
も
定
め
た

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
渡
船
場
の
設
備、
業
務
上
の
心
得、
賃
金
な
ど
に
関
し
て

詳
細
な
規
定
を
し
て
交
通
の
便
宜
を
は
か
っ
た。

明
治三
十
三
年
北
海
道
拓
殖
一
〇
ヵ
年
計
画
で、
渡
船
場
は
国
費
負
担
と
地

方
費
負
担
の
ふ
た
つ
に
分
け
ら
れ、
地
方
費
負
担
の
渡
船
場
は
開
削
後
五
カ

年
以
上
を
経
過
し
た
国
道、
県
道
の
渡
船
場
に
限
ら
れ
た。
し
か
し
そ
の
実
施

の
結
果
つ
ね
に
予
算
の
削
減
に
あ
っ
て、
結
局
器
具
そ
の
他
設
備
を
節
約
す
る

ほ
か
な
い
状
態
で
あ
って、

新
設
渡
船
場
は
ぐ
ん
ぐ
ん
増
加
し
て
三
十
四
年
か

ら
九
カ
年
の
間
に
一三〇

も
ふ
え
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
四
十
四
年
度

末
渡
船
場
数
は
人
渡
船
一
四
九
隻、
馬
渡
船
一
七
一
隻
、
計
三
二
〇
隻
で
渡
船

場
数
は
一九
一
カ
所
に
達
し
て
い
た
。

<
北
海
道
交
通
史
>

以
上
は
明
治
時
代
の
渡
船
の
概
要
で
あ
る
が、
滝
川
に
お
い
て
は
道
内
一
を

605

明
治
廿
七
年
八
月



第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

誇
る
石
狩
川
の
対
岸
に
あ
た
る
新
十
津
川、
雨
竜
に
多
数
の
入
植
者
が
あ
り
、

空
知
川
の
渡
船
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
交
通
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
数
個
所

が
営
業
し
て
い
た。

主
要
道
路
へ
の
架
橋
に
よ
り
し
だ
い
に
渡
船
数
は
減
少
し
て
い
った
が、
昭

和
に
入
っ
て
か
ら
も
両
河
川
に
は
一、
二
カ
所
あ
り
、
終
戦
後
に
お
い
て
も
地

域
住
民
の
た
め
存
続
さ
れ
て
い
た
が、
利
用
者
の
減
少
の
た
め
現
在
は
皆
無
と

な
っ
て
い
る
。

石
狩川
渡
船
(五
九
号
渡
船)

滝
川
地
域
で
一
番
早
い
渡
船
営
業
は
新
波
止

場
(現
在
の
有
明町
滝川
駅裏)と

新
十
津
川
の
徳
富
を
結
ぶ
私
設
の
渡
船
で
あ
る
。

こ
の
渡
船
は
明
治
二
十
一
年
の
増
毛
道
路
開
削
に
あ
た
っ
て
滝
川
に
渡
る
道

路
と
定
め
た
も
の
で、
新
波
止
場
か
ら
筋
違
通
り
を
経
て
(当
時
はこ
の
名
称
は
な

かっ
た。)
上
川
道
路
に
通
じ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
も
暮
の
十

一
月
に
奈
良
県
から
の
移
住
者
が
滝
川
屯
田
兵
屋
で
越
冬
し
た
こ
ろ
に
は、

「茂
平
」
と
い
う
男
が
新
十
津
川
側
に
住
居
し
て
私
設
の
渡
守
を
し
て
い
た
。

移
住
者
の
一
人
で
あ
る
森
秀
太
郎
の
「懐
旧
録」
に
、

到
着
後
一
度
ハ、
雪
が
消
へ
魚
釣
リ
モ
ナ
シ、
新
波
止
場
へ
初
メ
テ
石
狩
川
見
ニ
行
ツ
タ

リ、
当
時
ハ
徳
富
側
ニ
渡
守
(茂平)

ノ
小
屋
一
軒
有
タ
丈
也
(中
略)
石
狩
川
ノ
氷
カ
切
レ
雪

解
水
テ
水
嵩
増
シ
航
路
能
ク
ナ
ツ
タ
ノ
デ
江
別
ョ
リ
積
込
タ
貨
物
ガ
月
形
ヲ
経
テ
川
蒸
汽
船

ニ
客
ヲ
戴
セ
貨
物
船
ヲ
曳
テ
上
リ
来
リ
毎
日
波
止
場
へ着
ク
ノ
デ
中
々
賑
敷
当
時
ハ唯
一ノ

交
通
路
也

と
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
七
年
十
月
発
行
の
東
京
人
類
学
会
雑
誌
高
畑
宜

一
の
記
録
に

樺
戸
郡
新
十
津
川
村
よ
り
空
知
郡
滝
川
村
市
街
地
に
至
る
石
狩
川
渡
船
場
に
其
業
を
営
む

茂
兵
衛
と
な
ん
呼
べ
る
者
あ
り、
ア
イ
ヌ
婦
人
を
娶
り
地
理
を
詳
に
す

と
あ
る
。
「茂
兵
衛」
の
字
を
あ
て
て
い
る
が、
名
は
前
記
の
茂
平
と
同
じ

人
の
こと
で
「早
野
茂
平」
が
渡
守
で
あ
っ
た
。

(注、
旭
川
刑
務
所
蔵
「
新
十
津
川
ア
イ
ヌ
地
土
地
区
画
割
図」
一号
に
明
記
さ
れ
て
い

る
。
第
三
編
第
一
章
第
四
節
参
照
の
こ
と
。)

馬
一
頭
ニ
付
金
一
銭
宛
ヲ
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
ー
ヶ
月
金三
円
支
給
ス
ル
事
但
シ
九
月
一

日
ョリ
施
行
ス
。
此
件
若
シ
渡
守
肯
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
是
レ
迄
通
リ
ト
ス。

(新
十
津
川
組
合

会
議
評
議
録、
明
治
二
三
年
八
月
二
六
日
評
決)

石
狩
川
新
波
止
場
へ
氷
凍
道
造
早
野
茂
平
ト
協
議
相
整
と
五
十
日
以
内
手
伝
ヒ而
ル
上
ハ

氷
解
迄
無
銭
ニ
テ
通
行
約
定
取
結ビ
ノ
事
(明
治二
三
・
一二
・二
五
評
決)

石
狩
川
渡
ㇼ
賃
雪
解
迄
無
料
ニ
テ
約
定
ノ
処
堅
氷
道
造
り
人
夫三
十
名
村
ヨリ
差
出
スペ

キ
筈
ノ
処
監
獄
署
ヨリ
道
造
リ
ナシ
タ
ル
ニ付
キ
其
約定
人
夫
賃
ト
シ
テ
一
戸
一
銭
宛
則
チ

金
五
円
六
十
七
銭
一
時
早
野
茂
兵
衛
へ扶
助
シ
候
事
ト
ス
但
集
金ノ
銭
員
塩
噌
料
ヲ
以
テ
引

去
ル
事
(明
治
二
四
・
一
・二
九
評
決)

村
の
歳
入
決
算
書
に
は
渡
船
賃
収
入
が
な
く
財
産
収
入
の
中
に
船
舶
貸
付
料
と
し
て
整
理

し
て
いる
。
(明
治
四
十
三
年
度
以
降
は
基
本
財
産
特
別
会
計
で
船
舶
貸
付
料
を
収
入
し
て

い
る。
と
こ
ろ
か
ら
実
際
に
は、
渡
船
営
業
は
直
営
で
は
な
く
民
間
に
委
託
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
(以
下
略)

<
新
十
津
川
町
史>

明
治
二
十
八
年
か
ら
は
官
設
渡
船
場
と
な
り
榊
本
彦
和
が
取
扱
人
と
な
っ

た
。
字
新
波
止
場
渡
船
場

一1
渡
船
場
許
可
年
月
日

明
治
二
十
八
年
二
月
四
日

一
収
入
金
明
治二
十
九
年
度

の
記
録
の
ほ
か
郡
長
が
管
理
と
な
っ
た
次
の
任
命
が
あ
る
。

樺
戸
郡
新
十
津
川
村
字
新
波
止
場
石
狩
川
官
設
渡
船
場
取
扱
人
命
ズ

北
海
道
札
幌
千
歳
夕
張
空
知
雨
竜
上
川
樺
戸
石
狩
厚
田
浜
益

郡
役
所

明
治
二
十
八
年
二
月
四
日

三
百
六
十
円

樺
戸
郡
新
十
津
川
村
百
二
十三
番
地

士
族
榊
本
彦
和
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明
治三
十
五
年
八
月
浜
益
道
路
と
し
て
の
石
狩
川
橋
が
架
設
さ
れ
る
と
官
設

は
廃
止
と
な
っ
た
が、
新
十
津
川
の
市
街
地
に
当
た
る
菊
水
町
から
滝
川
市
街

に
出
る
に
は
遠
回
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、
渡
船
の
利
用
度
が
高
く
村
が
私
設
渡

船
場
と
し
て
営
業
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
位
置
か
ら
下
流
の
滝
川
駅
南
端
に
出

る
位
置
に
変
更
し
て
い
る
。

指
令
第
三
二
二
号

明
治三
十
五
年
十
月
八
日
付
願
樺
戸
郡
新
十
津
川
村
ヨリ
空
知
郡
滝
川
村
ニ
通
ズ
ル
石
狩

川
筋
ニ
於
テ
私
設
渡
船
営
業
ノ
件
許
可
候
条
左
ノ
通
心
得
ベ
シ

一
渡
船
営
業
期
間
ハ
明
治三
十
五
年
十
月
十
六
日
ヨ
リ
明
治
四
十
年
十
月
十
五
日
迄
ト

ス
。

二
許
可
ラ
受
ケ
タ
ル
モノ
ハ
指
令
下
付
ノ
日
ョリ
三
日
以
内
ニ
営
業
開
始
シ
其
旨
届
出

ベ
シ。

三
止
ムヲ
得
ザ
ル
事
故
ニ
ョ
リ
前
項
ノ
期
間
内
ニ
業
務
ノ
開
始
ヲ
為
ス
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ

期
間
経
過
後二
日
以
内
ニ
事
由
ラ
具
シ
延
期
願
ヲ
差
出
スベ
シ
。

四
正
当
ノ
事
故
ナ
クシ
テ
期
間
内
ニ業
務
ノ
開
始
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ト
キ
ハ
本
許
可
ノ
効
力
ヲ

失
フ
モ
ノ
ト
ス
。

五
渡
船
賃
金
ハ
左
ノ
通
ト
ス。

大
人
一人

小
人
一
人
(十
五
才
未
満
七
才
以
上
)

但
七
才
未
満
ハ無
賃
ト
ス
。

牛
馬
一
頭

貨
物
一
個

但
貨
物
ハ
重
量
二
十
貫
目
毎
ニ
一銭
ヲ
徴
シ
手
荷
物
ハ
八
貫
目
以
下
之
ヲ
徴
セ
ズ。

一
金
一
銭

牛
馬
車
橇
一
台

但
乗
載
貨
物
ハ貨
物ノ
比
準
ニ
因
リ
馬
追
ハ
別
ニ
之
ヲ
徴
ス
。

六
増
水
ノ
際
ハ
前
項
ニ
定
メ
タ
ル
賃
金
ヨ
リ
五
割
迄
ヲ
増
額
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

明
治
三
十
五
年
十
月
十
四
日

空
知支
庁
長
村
津

寛

北
海
道
庁
空
知
支
庁
指
令
第
一
三
六〇
号
樺
戸
郡
新
十
津
川
村

私
設
渡
船
営
業
人

新
十
津
川
村
長
中
島
亀
吉

明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
六
日
付
願
樺
戸
郡
新
十
津
川
村
新
波
止
場
石
狩
川
渡
船
場
二
冬

期
氷
橋ヲ
架設
シ
賃
金徴
収ノ
件
許
可
候条
左ノ
通
り心
得
ベ
シ。

明
治
四
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日

一
賃
金
ハ左
ノ
通
リ
ト
ス
。
金
一
銭

小
人

一人
但
七
歳
以
上
十
五
歳
未
満
ト
ス
。
七
歳
未
満
ハ
無
賃
ト
ス
。

牛
馬

各
一
頭
金
一
銭
五
厘

橇
車

各
一
台
金二
銭

但
口
取
人
ハ別
ニ徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
個

金
一
銭
五
厘

貨
物
但
十
貫
目
以
下
ノ
貨
物
及
手
荷
物
ハ
無
賃
ト
ス

二
氷
橋
へ
危
険
ナ
キ
様
堅
牢
ニ設
備
シ
常
ニ
之
ヲ
監
視
シ
破
損
ノ
箇
所
又
ハ破
損
ノ
恐
ア

ル
個
所
へ
直
ニ
修
理
ヲ
加
フベ
シ
。

三
夜
間
ハ
完
全
ナ
ル
点
燈
ヲ
ナ
シ
且
人
馬
車
通
行
ノ
際
ハ
必
ズ
道
案
内
スベ
シ
。

四
氷
橋
通行
休
止又
ハ
廃
止
ノ
場合
ハ
其
旨
直ニ
届
出
スベ
シ。

五
本
命
令
ニ
違
反
シ
タ
ルト
キ
ハ
指
令
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

そ
の
後
渡
船
営
業
の
許
可
は
五
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
た
が
大
正
八
年
か
ら
は
村
営
を
廃
止
し

て
民
営
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

<
新
十
津
川
町
史
>

こ
の
氷
橋
と
い
う
の
は
深
く
流
れ
の
ゆ
る
い
所
に
冬
期、
寒
中
に
川
が
凍
り

始
め
る
と
、
氷
橋
と
す
る
所
の
両
側
の
雪
を
盛
り
あ
げ
水
で
氷
を
造
っ
て
氷
を

厚
く
す
る
。
さ
ら
に
柳
の
枝
を
一面
に
敷
き
雪
を
盛
り
水
を
か
け
凍
ら
せ
る
方

法
を
と
り、
氷が
割
れ
る
危
険
を
防
い
で
いる
。
特
に
川
岸
が
氷
の
解
け
や
す
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記

大
人

一人
金
五
厘

北
海
道
庁
空
知
支
庁
長
稲
見
貞
蔵

一
金
一
銭

一
金
五
厘

一
金二
銭

一
金
三
銭
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い
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
に、
柳
の
枝
や
足
場
板
な
ど
で
補
強
す
る
。

春
に
な
っ
て
氷
が
薄
く
な
っ
て
も
氷
橋
は
厚
い
氷
で
心
配
は
な
い
が
、
川
岸

が
融
け
始
め
る
こ
ろ
に
氷
橋
は
中
止
と
な
る
。

渡
守
は
そ
の
後
吉
野
某、
飯
田
某、
辻
村
美
矩、
及
川
松
治
と
受
け
継
が
れ

昭
和
十
五
年
に
は
寺
口
五
郎
吉
(滝川

在住
者)
が
経
営
し
て、
新
十
津
川
町
木

村
丑
五
郎
(菊
水町、

現
中
央)
が
渡
守
を
つ
と
め
た。

昭
和
十
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
石
狩
川
の
切
替
え
工
事
が
二
十
四
年
に
完
成

し
て
、
新
旧
の
石
狩
川
が二
本
に
分
か
れ
て
流
れ
る
こ
と
に
な
り、
国
道
バ
ス

の
運
行
が
あ
っ
て
利
用
者
が
少
な
く、
ま
っ
た
く
採
算
が
採
れ
な
く
な
っ
た
の

で
昭
和
二
十
五
年
九
月
に
廃
止
し
た
。

戦
前
の
渡
船
賃
は
片
道三
銭、
往
復
五
銭、
馬
は
一
〇
銭
で
充
分
採
算
がと

れ、
戦
時
中
は
朝
の
六
時
ご
ろ
か
ら
晩
の
九
時
ご
ろ
ま
で
相
当
忙
し
い
毎
日
で

あ
っ
た
と
い
う
。
戦
後
は
廃
止
ま
で
片
道
五
円
で
あ
っ
た
。

新
十
津
川
村
上
徳
富
方
面
へ入
地
す
る
こ
と
と
な

っ
た
人
の々
た
め
に、
北
滝
の
川
西
二
丁
目
か
ら
上
徳
富
へ通
ず
る
丸
木
舟
に

よ
る
渡
船
場
が
設
け
ら
れ
た
。新
十
津
川
で
は
上
徳
富
渡
船
場
と
称
し
て
い
た
。

滝
の
川
西三
丁
目
渡
船

新
十
津
川
村
組
長
会
議
録
(明
治
二
三
・
五
・二
七
評
決)

一
上
徳
久
へ
滝
川
村
屯
田
兵
屋
横
道
ヨリ
道
路
開
鑿
及
渡
船
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

こ
の
開
設
に
世
話
掛
四
人
が
選
ば
れ、
各
戸
が
出
役
し
た
と
あ
る
。
明
治二

十
四
年
に
滝
川
兵
村
西
三
丁
目
か
ら
上
徳
富
下
二
号
に
位
置
を
変
更
し
て
千
葉

勘
次
郎
が
渡
守
を
し
て
い
た
。

明
治
三
十
年
二
月
か
ら
は
渡
船
規
則
に
基
づ
き
私
設
と
し
て
移
住
民
の
連
帯

管
理
の
も
と
に
亀
谷
五
郎、
波
多
野
安
次
郎
(二
年)、
児
玉
某
(二
年)、
佐
川

源
蔵、
鎌
塚
喜
一
郎
ら
が
渡
守
を
し
て
い
る。

北
海
道
夕
張
指
令
第
八二
号

外
四
郡
役
所

明
治
二
十
九
年三
月
四
日
付
出
願
樺
戸
郡
新
十
津
川
村
字
上
徳
富
石
狩
川
ニ
於
テ
渡
船
営

業
願
ノ
件
許
可
ス。
但
官
ニ
於
テ
妨
害
ト
認
ム
ル
場
合
ハ取
除
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

明
治
三
十
年
二
月
十
九
日

夕
張
外
四
郡
長
西
村
皎
平

こ
の
渡
船
場
は
大
正
十
四
年
ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

伏
古
渡
船
場

西
十
二
丁
目
と
西
十
三
丁
目
の
中
間
地
点
か
ら
雨
竜
村
伏

古
に
渡
る
渡
船
場
を
伏
古
渡
船
場
と
称
し
た
。

伏
古
に
は
ア
イ
ヌ
集
落
が
あ
っ
て、
各
自
が
丸
木
舟
を
持
ち
頼
ま
れ
て
川
を

渡
る
こ
と
も
あ
っ
た
が、
明
治二
十
三
年
に
雨
竜
に
組
合
農
場
が
開
か
れ、
入

植
者
が
増
し
て
き
た
の
で
商
人
の
往
来
が
あ
り、
明
治二
十
七
年
に
は
江
部
乙

屯
田
の入
植
に
よ
り
渡
船
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

明
治
二
十
八
年
三
月
に
伏
古
に
入
地し
た
坂
口
幸
太
が
開
墾
の
か
た
わ
ら
、

日
金
か
せ
ぎ
に
ア
イ
ヌか
ら
丸
木
舟
を
譲
り
受
け
て
初
代
船
頭
と
な
っ
た
。

丸
木
舟
で
は
荷
馬
車
を
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
馬
舟
(板
舟)を

つく
る

こ
と
を
思
い
た
ち、
蜂
須
賀
農
場
の
納
屋
を
借
り、
幅
約二
・
四
メ
ー
ト
ル、

深
さ
約
九
十
セン
チ
メー
ト
ル、
長
さ
一
二
メー
ト
ルの
馬
舟
を
造
っ
た
が
川

ま
で
運
ぶ
の
に、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
八
〇
人
の
肩
に
担
が
れ
て
運
ん
だ
苦
労

話
が
あ
る
。

次
の
船
頭
は
江
部
乙
屯
田
兵
の
嶋
津
勇
三
郎
で
あ
る
が、
し
だ
い
に
渡
船
の

方
法
が
変
わ
っ
て
い
る
。
三
代
目
は
嶋
津
島
蔵
で
あ
る
。
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石
狩
国
樺
戸
郡
新
十
津
川
村
士
族

願
人
惣
代
池
本
楳
吉



両
岸
に二
寸
丸
ロ
ー
プ
(約
六
セン
チメ
ー
ト
ル
の
ロー
プ)
を
張
り、
手
の
届
か

ぬ
所
は
別
に
六
分
丸
(約二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

ロー
プ
を
下
げ
、
伝
わ
り
な
が
ら

接
岸
す
る
。

次
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
張
り
金
輪
を
通
し、
別
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
馬
舟
ま
で
引
き
手

繰
り
し
て
運
行
す
る
。
こ
の
方
法
は
大
正
十
一年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
乗
客
も

手
伝
っ
て
渡
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

大
正
九
年
三
月
に
準
地
方
費
道
と
な
っ
て
渡
舟
の
管
理
者
を
定
め
る
こ
と
に

な
り、
雨
竜
村
長
武
部
庄
吉
か
ら
江
部乙
村
長
に
管
理
者
は
雨
竜
村
長
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
四
日
付
で
承
認
し
て
い
る
。

翌
十
年
十
二
月
十
日
私
設
渡
船
営
業
願
が
伊
藤
清
蔵
か
ら
あ
り
許
可
し
た
旨

の
通
知が
江
部
乙
村
長
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

雨
竜
村
役
場
指
令
第
一
九
号

本
籍
雨
竜
郡
上
北
竜
村
沼
田
九
拾
弐
番
地

住
所
雨
竜
郡
雨
竜
村
字
伏
古
四
拾
弐
番
地

伊
藤
清
蔵

大
正
九
年
十二
月
十
日
附
願
石
狩
国
雨
竜
郡
雨
竜
村
字
伏
古
ョ
リ
空
知
郡
江
部
乙
村
ニ
通
ス

ル
村
道
中
石
狩
川
筋
ニ
於
テ
私
設
渡
船
場
営
業
願
ノ
件
許
可
ス
但
左
記
ノ
通
り
心
得
ベ
シ

大
正
十
年
十
二
月
九
日北
海
道
雨
竜
郡
雨
竜
村
長
武
部
庄
吉

一
私
設
渡
船
場
営
業
期
間
ハ
許
可
ノ
日
ヨ
リ
大
正
拾
四
年
拾
弐
月
末
日
迄
ト
ス

二
業
務
ハ
許
可
書
受
領
ノ
日
ヨ
リ
拾
五
日
以
内
ニ
之
ヲ
開
始
シ
其
旨
届
出
ツ
ベ
シ
但
已

ヲ
得
サ
ル
事
故
ニ
依
り
前
項
ノ
期
間
内
ニ渡
船
ラ
開
始
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
事

由
ヲ
具
シ
延
期
ヲ
願
出
ツ
ベ
シ

三
渡
船
賃
金
ハ左
ノ
通
り
ト
ス

小
人

大
人

壱
人
(拾
五
歳
以
上)

壱
人
(七
歳以
上)

金
壱
銭
五
厘

但
七
歳
未
満
ハ
無
賃
ト
ス

牛
馬
各
壱
頭

牛
馬
車
橇
各
壱
台
(牛
馬
共)

但
前
二
項
ノ
乗
載
貨
物
ハ
貨
物
賃
金
ノ
標
準
ニ
依
り
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

貨
物
(拾
貫
以
上
拾
七
貫
迄)

但
貨
物
ノ
重
量
拾
七
貫
若
ク
ハ其
未
満々
増
ス
毎
ニ
金
銭
⇒
増
シ
拾
貫
以

下
ハ
無
賃
ト
ス

増
水
ノ
際
ハ
前
各
項
ニ定
メ
タ
ル
賃
金
ノ
外
五
割
迄
ラ
増
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

四
本
渡
船
場
ノ
為
メ
渡
船
場
ニ
使
用
ス
ル
堤
防
敷
地
ハ
別
途
河
川
取
締
規
則
ニ
依
り
出
願

許
可
ヲ
受
クベ
シ

伊
藤
清
蔵
は
渡
船
方
法
の
改
良
に
努
め、
も
と
は
丸
輪
に
芯
棒
だ
け
通
し
た

も
の
で
あ
っ
た
が、
滑
車
を
使
用
し
て
軽
く
回
転
す
る
よ
う
に
し
た
。

舟
も
何
回
か
新
造
さ
れ
て
い
る
。
雨
竜
町
史
に
よ
る
と
板
船
の二
隻
目
は
砂

川、
そ
の
後
は
滝
川
、
江
別
造
船、
石
狩
町
造
船
等、
十
数
隻
つく
り
替
え
ら

れ
て
い
る
と
あ
る
。

渡
船
は
非
常
に
危
険
な
も
の
で
強
風

や
突
風
の
多
い
地
方
で
あ
る
た
め
、
船

頭
は
乗
客
の
乗
船
状
況
を
見
な
が
ら
舟

を
操
る
。
特
に
荷
馬
車、
ホ
ロを
つ
け

た
自
動
車
等
は
風
を
受
け
や
す
く
、
渡

し
に
通
常
二
〇
分
を
要
す
る
と
こ
ろ
を

一
時
間
以
上
も
か
か
るこ
と
が
あ
る
な

ど
、
接
岸
不
能
の
こ
と
も
あ
り
乗
客
を

不
安
が
ら
せ
た
と
い
う
。

昭
和
五
、
六
年
ご
ろ
、
江
部
乙
～
雨

第
一
章
交
通
・
運
輸
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次
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長
男

金
参
銭

金
四
銭

金
壱
銭



第
十
一
編
交
通・
運
輸・
治
水

竜
間
を
結
ぶ
旅
客
自
動
車
定
期
運
行
が
開
始
さ
れ、
こ
の
渡
船
を
渡
っ
て
連
絡

の
た
め
不
便
で
数
年
も
続
か
ず
に
中
止
さ
れ
た
。
この
渡
船
も
架
橋
問
題
が
提

起
さ
れ、
西
十
四
丁
目
地
先
に
江
竜
橋
が
完
成
し
た
昭
和
四
十
年
九
月
以
後

は、
渡
船
の
必
要
も
な
く
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

<
雨
竜
町
史
>

な
お
渡
守
に
つ
い
て
は
嶋
津
繁
雄
の
話
(ゆ
うべ
お
っと
第
一
四
号
)
に
よ
る
と

四
代
目
伊
藤
清
蔵、
五
代
目
奥
野
義
政、
六
代
目
嶋
津
勇、
七
代
目
嶋
津
繁

雄
、
八
代
目
渡
辺
武
次
郎、
九
代
目
前
田
正
美
と
な
る
。

下
四
号
渡
船
場

こ
の
渡
船
場
は
妹
背
牛
村
メ
ム
地
区
と
江
部
乙
村
学
田

地
区
を
結
ぶ
も
の
で、
妹
背
牛
村
か
ら
江
部
乙
村
に
は
下
四
号
道
路
を
通
り、

渡
船
で
渡
り
江
部乙
村三
十
号
道
路
を
通
っ
て
江
部乙
に入
る
た
め、
こ
の
名

称
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
渡
船
の
開
設
は
い
つ
か
ら
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
私
設
の
渡
船

場
は
函
館
本
線
鉄
橋
の
上
流
に
あ
っ
た
が
一
時
中
断
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
時
は
函
館
本
線
鉄
橋
を
渡
っ
て
江
部乙
と
の
往
復
を
し
て
い
た
の
で
危
険

で
あ
る
た
め
昭
和
五
年
四
月
二
十
三
日
付
妹
背
牛
村
長
森
口
宗
吉
か
ら
『両
村

関
係
住
民
から
渡
船
要
望
が
強
ま
った
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
両
村
の
連
絡

に
は
鉄
道
に
よ
る
か、
よ
り
石
狩
川
上
流
の
須
麻
馬
内
渡
船
場
を
迂
回
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
不
便
この
上
な
いの
で、
渡
船
場
の
管
理
者
に
は
妹
背
牛
村
長
が

あ
た
る
ので
一
任
し
て
ほ
し
い
旨
の
連
絡
が
江
部
乙
村
に
寄
せ
ら
れ
た
。

両
村
が
協
議
の
末
に
協
定
書
を
取
り
交
し
、
空
知
支
庁
長
へ
認
可
の
申
請
を

1

し
て
い
る
。路
線名

町
村
道三
十
号
線

3
附
属
物

2
管
理
区
間
石
狩
川
左
岸
堤
防
敷
ヨ
リ
石
狩
川
中
心
迄
三
十
三
間

渡
船
場

費
用
負
担
ノ
方
法
ヲ定
ム
ルコ
ト
左
ノ
如シ

一1
道
路
二
関
ス
ル
維
持
修
繕
ニ
要
ス
ル
費
用
、
江
部
乙
村
/
負
担
ト
ス

2
渡
船場
ニ
関
ス
ル維
持
修
繕ニ
要
ス
ル費
用
へ
妹
背
牛
村
ノ
負
担ト
ス

費
用
及
特
殊
ノ
場
合
ハ其
ノ
時
々
協
定
ノ
上
之
ヲ
定
ム

右
協
定
ス

昭
和
五
年
九
月
十
日

町
村
道
管
理
者
妹
背
牛
村
長
森
口
宗
吉

江
部
乙
村
長
大
崎
栄
吉

妹
背
牛
町
管
理
の
渡
船
場
従
事
者
に
つ
い
て
は、
田
中
増
太
郎、
大
西
浅
太

郎
、
田
中
重
義(増
太郎の

子)で、
渡
船
の
規
模
は、
馬
船
が
長
さ
四二
尺
(注

一尺
は
約三
十
セン
チメー

ト
ル)
幅
が
八
尺、
深
さ
一
尺
八
寸、
人
船
は
長
さ
二
四

尺
、
幅
四
尺、
深
さ
一尺
三
寸
の
も
の
が
使
わ
れ
た。

昭
和
五
年
十二
月
二
十
六
日
設
置
認
可
申
請
に
対
し
、
翌
六
年
一
月二
十
六

人 区

渡

四
銭

船
賃

片
道

往
復
七
銭

人
大
人 別 別

日
空
知
支
庁
長
の
認
可
と
な
っ
た
。

牛
馬 小人

一

三
〇

一 〇 八 八 三

一
・五

五
〇 二
二〇 一五 一五 五

馭
者
共

輓
者
共

牛
馬
及
馭
者
共

同 乗
行
者
ヲ
除
ク

但
シ一
七
貫
迄
ト
シ以
上五
貫
匁
ヲ
増
ス
毎ニ一

銭
ヲ
加
フ
手
荷
物
ハ
五
貫
匁
迄
無
賃
ト
ス

昭
和
十
一
年
六
月二
十
七
日
こ
の
経
営
者
は
妹
背
牛
村
か
ら
妹
背
牛
商
工
会
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(一
五
歳
以
下
七
歳
迄)

荷
車
橇

馬
車
橇

自
転
車

自
動
車

貨
物

一一
左
記
区
間
及
附
属
物
、
妹
背
牛
村
長
ヲ
以
テ
管
理
者
ト
定
ム

道
路
及
附
属
物
管
理
者
ニ
関
ス
ル
協
定
書

但
臨
時
ノ

仝



に
引
き
継
が
れ
た
。

一
氷
橋
架
設
方
法
書

結
氷
後
適
当
ノ
時
季
ヲ
決
定
シ
充
分
調
査
ノ上
位
置
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

一二
所
定
ノ
位
置
幅
六
尺
ニ
対
シ
八
番
鉄
線
四
条
⇒
張
渡
シ
両
岸
ニ
ハ杭

打
込
ミ
緊
着
セ

シ
メ
其
ノ
上
ニ
粗
朶
ヲ
敷
均
シ
雪
及
水
ヲ
撒
布
シ
テ
結
氷
セ
シ
ム

三
結
氷
後
再
調
査
ヲ
為
シ
タ
ル
上
通
行
セ
シ
ム

四
常
ニ
船
夫
ヲシ
テ
監
視
セ
シ
メ破
損
ノ
都
度
修
繕
セシ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

そ
の
後
妹
背
牛
商
工
会
か
ら
江
部
乙
村
西
十
八
丁
目
太
田
幸
吉
が
引
継
ぎ
を

受
け、
江
部
乙
村
側
渡
船
場
に
住
み
渡
守
と
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
ま
で
は
馬

車
も
渡
れ
る
板
舟
で
あ
った
が
そ
れ
以
後
は
人
舟
と
な
り、
戦
後
は
し
だ
い
に

利
用
者
も
少
な
く
な
り、
昭
和二
十
一
年
に
舟
の
新
造
を
行
った
が二
十
六
年

ご
ろ
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
た。

空
知
川
渡
船
場

明
治
十
九
年
五
月
、
樺
戸
集
治
監
の
囚
徒
を
使
っ
て
上

川
仮
道
路
の
開
削
に
着
手
し
た
が
、
この
工
事
に
必
要
な
物
資
の
供
給
と
人
の

空
知
川
渡
し
の
た
め、
渡
船
が
必
要
で
あ
っ
た
。

同
年
六
月
二
十
二
日
三
浦
米
蔵
が
こ
の
出
願
を
し
て
空
知
川
渡
船
業
の
許
可

を
受
け、
幌
向
か
ら
空
知
川
左
岸
の
上
川
仮
道
路
沿
い
に
仮
住
し
て
渡
船
業
を

始
め
た
。

三
浦
米
蔵
は
山
形
県
羽
前
北
村
山
郡
大
石
田
村
の
出
身
で、
最
初
に
幌
向
に

移
住
し
て
空
知
集
治
監
へ物
資
を
供
給
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

高
畑
利
宜
の
遺
記
録
に
よ
る
と

(前略)工
事
は
安
村
典
獄、
実
測
は
高
畑
属
と
分
担
の
命
を
受
け
直
ち
に
空
知
太
を
根
拠
と

し
て
五
月
下
旬
起
工、
九
月
下
旬
竣
功、
該
工
費
二
千
八
十
一円
四
十
九
銭
で、
市
来
知
村

よ
り
旭
川
ま
で
道
幅二
間
に
仮
道
が
落
成
を
告
げ
ま
し
た。
同
時
に
空
知
川
渡
船
守
は三
浦

米
蔵
氏
が
希
望
の
旨
小
官
に
申
出、
適
任
の
旨
副
申
の
結
果
速
に
許
可
に
な
り
ま
し
て
代
人

と
し
て
村
上
正
治
な
る
者
を
常
備と
し
て
交
通
の
便
に
努
め
稍
三々
年
間
は
一
人
の
食
費
に

も
足
り
な
い
位
の
収
入
で
あ
り
ま
し
た
が二
十
二
年
の
秋
よ
り
所
謂
濡
手
に
粟
と
云
う
如
き

収
入
が
あ
る
様
思
わ
れ
ま
し
た。
米
蔵
氏
は
堪
忍
と
先
見
家
で
感
服
致
し
ま
す
(後
略)。

と
あ
り
、
常
駐
渡
守
と
し
て
村
上
正
治
が
実
際
に
来
住
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
砂
川
市
史
に
よ
る
と
「三
浦
長
松
を
代
人
と
し
て
開
業
し
た
」
と
あ

り
使
用
人
が
変
わ
った
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。

空
知
川
渡
船
ニ
ッ
イ
テ
掲示

明
治
廿
二
年
十
二
月

当
空
知
川
冬
期
氷
雪
通
行
危
険
ノ
為
メ
日
没
ヨリ
日
出
マ
テ
渡
船
ラ
止
ム

北
海
道
空
知
夕
張
郡
役
所

<
高
畑
記
録
>

こ
の
渡
船
場
に
関
す
る
記
録
的
な
も
の
は
明
治
三
十
一
年
九
月
の
空
知
川
の

大
水
害
で
三
浦
が
経
営
し
て
い
た
三
浦
屋
旅
館
の
流
失
で
失
っ
て
い
る
。

米
蔵
は
明
治二
十
一
年
に
庄
作
を
養
子
に
迎
え
て三
浦
屋
と
い
う
宿
屋
を
開

業
さ
せ、
渡
船
業と
の
兼
業
を
行
っ
て
い
たも
の
で
あ
る
。
し
た
が
って
上
川

と
の
往
復
に
高
官
紳
士
が
渡
船
で
通
り、
宿
泊
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ

る
。
米
蔵
は
明
治二
十
五
年
三
月
十
九
日
に
死
亡
し
た
。

空
知
川
渡
船
場
は
重
要
道
路
の
渡
し
と
あ
っ
て、
明
治二
十
二
年
以
降
は
移

住
入
植
者
が
多
く
利
用
者
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
が、
明
治二
十
二
年
十
一
月

の
十
津
川
難
民
移
住
時
に
は、
囚
徒
が
丸
太
で
組
ん
だ
仮
橋
が
架
け
て
あ
り
渡

船
の
利
用
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
仮
橋
は
十
二
月
に
流
失
し
た
た
め、
翌
二

十
三
年
六
、
七
月
の
滝
川
屯
田
移
民
の
来
住
に
は、
渡
船
が
使
わ
れ
て
お
り、

以
後
滝
川
以
北
に
入
植
し
た
永
山
・
江
部
乙
屯
田
移
民
な
ど
は、
み
な
こ
の
渡

船
に
よ
る
も
ので
あ
り、
来
住
に
あ
た
っ
て
の
思
い
出
多
い
渡
船
で
あ
っ
た
と

と
も
に
、
渡
船
と
し
て
は
内
陸
部
開
拓
の
一
助
を
果
た
し
た
と
も
い
え
る
の
で

あ
る
。
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そ
の
後、
道
内
主
要
道
路
と
し
て
架
橋
問
題
が
あ
り、
木
橋
の
流
失
が
二
度

三
度
と
あ
っ
て、
明
治三
十
八
年
四
月
本
格
的
な
鉄
橋
の
着
工
を
み
て、
翌
三

十
九
年
十
二
月
竣
工
に
伴
い、
明
治
四
十
年
か
ら
は
渡
船
の
必
要
が
な
く
な
り

空
知
川
渡
船
は
廃
止
と
な
っ
た
。

東
裡
・
下
赤
平
間
空
知川
渡
船
場

明
治
三
十
七、
八
年
の
こ
ろ、
下
赤
平

(現
在
の
富平)

ナ
イ
沢
の
開
拓が
進
み
し
だ
い
に
住
民
も
多
く
な
っ
て
き
た

が、
滝
川
市
街
地
区
に
出
る
に
は
空
知
太
を
迂
回
し
て
空
知
大
橋
を
渡
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
東
裡
と
下
赤
平
を
結
ぶ
渡
船が
あ
れ
ば
非
常
に
距
離
が

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
のこ
と
か
ら
当
時
空
知
太
に
住
ん
で
い
た
居
林
他
吉
郎
は
こ
こ
に
着
目
し

て、
道
庁
に
出
願
許
可
の
も
と
に
渡
船
を
開
始
し
た
の
が
明
治三
十
九
年
と
い

わ
れ
る
。
こ
の
渡
船
場
は
現
在
の
赤
平
線
道
路
(滝
川高
校
通り)

の
延
長
空
知

川
地
点
に
あ
た
る
所
で
あ
る
。

当
時
は
ナ
イ
沢
方
面
の
木
材
が
盛
ん
に
切
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で、
こ
の
渡

船
場
の
利
用
は
非
常
に
多
か
った
と
い
わ
れ
る
。

大
人
片
道二
銭
・
往
復三
銭
・
馬
橇
積
荷
で
往
復
一
五
銭
で
あ
っ
て
相
当
の

収
益
を
あ
げ
て
い
た
が、
大
正
十
年
ご
ろ
に
な
る
と
人
通
り
も
少
な
く
な
り
、

船
も
古
く
な
っ
て、
新
造
船
に
は
費
用
が
か
か
り
採
算
が
と
れ
な
い
の
で
老
朽

舟
を
使
っ
て
い
た
。

大
正
十
三
年
ご
ろ
田
川
外
次
郎
に
譲
り、
田
川
は
隠
居
仕
事
と
し
て
渡
守
を

し
て
い
たと
こ
ろ、
昭
和
七
年
八
月
の
空
知
川
水
害
時
に
ワ
イ
ヤ
ー
は
切
れ
、

船
も
流
し
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
<
滝
川
市
史
居
林
巌
・
酒
井
早
治
談
よ
り
>

東
滝
川
・
住
吉
間
渡
船
場

明
治
三
十
年
の
春
、中
赤
平
九
線
(現
在の
赤
平
市

住
吉)
に
歌
志
内
市
街
か
ら
転
住
し
た
小
田
島
兵
助
は
農
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、

丸
木
船
を
造
って
空
知
太
ま
で
の
雑
穀
類
運
搬
を
や
って
い
た。

そ
の
後
住
民
の
要
望
も
あ
り
明
治
四
十
年
十
二
月
三
日
道
庁
の
許
可
を
う
け

て
私
設
渡
船
業
を
開
始
し
た
の
が
兵
助
・
善
助
父
子
二
代
に
わ
た
る
こ
の
渡
船

場
で
滝
川
で
は
一番
遅
く
ま
で
あ
った
所
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
道
内
で
も

一
・二
を
競
う
最
後
の
渡
船
場と
な
っ
た
。

北
海
道
庁
空
知
支
庁
指
令
第
一
二
七
二
号

石
狩
国
空
知
郡
歌
志
内
村
字
中
赤
平
九
線
拾
弐
番
地

小
田
島
兵
助

明
治
四
拾
年
十
月
二
十
四
日
附
願
石
狩
国
空
知
郡
滝
川
村
字
幌
倉
空
知
川
二
於
テ
私
設
渡
船

営
業
ノ
件
許
可
候
条
左
ノ
通
り
心
得
ベ
シ

明
治
四
拾
年
拾
弐
月三
日

明
治
四
十
年
十二
月三
日
北
海
道
庁
空
知
支
庁
指
令
一、
二
七
二
号
ラ
以
テ
許
可
シ
タ
ル
各

条
項
ヲ
遵
守
スベ
シ

一
渡
船
場
ノ
位
置

二
渡
船
営
業
人

三
渡
船
設
置
期
間

四
渡
船
ノ
種
類

五
川
幅

船夫
ノ
員
数

七
渡
船賃
金

一人
(七歲以上

下
一人

金
一
銭
但
シ七
歳
未
満
ハ
無
賃
ト
ス

612

小
人
大
人

石
狩
国
空
知
郡
滝
川
村
字
幌
倉
空
知
川

石
狩
国
空
知
郡
歌
志
内
村
字
赤
平
九
線
十
二
番
地

明
治
九
年
十
一
月
一
日
生

小
田
島
兵
助

自
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
日

至
明
治
四
十
六
年
一
月
十
九
日

長
十
八
尺

幅
四
尺

人
渡
船

九
十
間

一
人

金
二
銭

一
艘
馬
渡
船

満
五
カ
年長
二
四尺

幅
六
尺
一
艘

六

空
知
支
庁
長

北
海
道
庁
空
知
支
庁
長
高
橋
伝
吉
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牛
馬
車、
橇
一
台
(挽
牛
馬
共)
金
五
銭

牛
馬

金
参
銭

但
シ
前
二
項
ノ
乗
載
貨
物
ハ
貨
物
賃
金
ノ
比
準
ニ
拠り

徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
以
上
ハ往
復
ノ
賃
金
ト
ス

貨
物
壱
個
(十
六
貫
目
迄)
金
弐
銭

但
シ
貨
物
ノ
重
量
拾
貫
⇒
増
ス
毎
ニ
金
五
厘
ヲ
増
シ
、
手
荷
物
ハ
五
貫
以
下
八
無

賃
ト
ス

増
水
ノ
際
ハ
各
項
ニ
定
メ
タ
ル
賃
金
ノ
外
五
割
迄
ヲ
増
徴
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

八
渡
船賃
収
支
額
並
二
渡
船
通行
人
員
届

大
人計
金

一五
〇
個

三
六
〇
頭

馬
橇
牛
馬
小
人

三、
六〇
〇
人

七、
二〇
〇
人

賃
金
二
八八
円

四
五
〇
円

五
四
円

七
二
円

三
六
円

但
シ
大
正
十
二
年
十
二
月
一
日
ョ
リ
同
月
三
十
一
日
迄
ノ
間
ト
ス

小
田
島
兵
助
は
明
治
四
十
一年
に
は

東
滝
川
へ
移
住
し
て
営
業
を
続
け
た。

住
吉
地区
は
当
時
歌
志
内
村
で
あ
り、

市
街
地
区
で
あ
る
赤
平
市
街
に
は
約
六

キ
ロ
メー
ト
ルも
あ
り
、
渡
船
を
渡
っ

て
、
滝
川
の
幌
倉
市
街
へ
は
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
余
で
あ
る
。
大
正
二
年
から
は

下
富
良
野
鉄
道
(現
在の
根
室
本
線
)
が

通
り
、
幌
倉
駅
か
ら
滝
川
市
街
又
は
赤

平
市
街
へも
短
時
間
に
往
復
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
一層
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
九
年
四
月
一
日
本
渡
船
を
経
由
す
る
地
方
費
道
札
幌、
根
室
線
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
同
十
一
年
か
ら
は
道
庁
か
ら
官
設
渡
船
場
の
認
可

を
受
け
て
、
毎
月
四
月
五
〇
銭
の
手
当
金
支
給
を
受
け
営
業
に
従
事
し
て
い
た

が、
昭
和
十
八
年
以
降
は
ま
た
私
設
の
渡
船
場
と
な
っ
た
。

昭
和
四
年
に
は
長
男
善
助
一
九
歳
が
本
格
的
に
手
伝
う
よ
う
に
な
り
父
子
に

よ
る
渡
守
が
始
ま
っ
た
。

昭
和三
十三
年
三
月
二
十
五
日、
父
兵
助
八
三
歳
で
他
界
し
た
が、
そ
の
折

々
に
「
や
れ
る
か
ぎ
り
は
や
れ
よ
」
の
父
の
言
葉
を
守
り、
善
助
は
誠
意
を
も

っ
て
渡
船
を
守
った
。
し
か
し
こ
の
こ
ろ
か
ら
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り、
利

用
者
が
減
少
を
見
せ
始
め、
昭
和三
十
九
年
に
は
大
人
一
回
二
〇
円
の
料
金
で

月
の
収
入
は
一
万
円
前
後
にし
か
な
ら
な
い
た
め、
舟
の
修
理
も
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
の
声
は
存
続
を
強
く
希
望
し
て
い
る
が
一日
に
一人

か二
人
と
い
う
事
も
あ
り
、
つ
い
に
滝
川
市
と
赤
平
市
の
両
市
が
昭
和三
十
九

年
から
年
助
成
金
六
万
円
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
継
続
し
て
も
ら
っ
た
。

し
か
し、
昭
和
五
十
年
に
空
知
川
の
新
堤
防
建
設
が
始
ま
り、
翌
五
十
一
年

十
月
完
成
を
期
に
遂
に
渡
船
を
廃
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
滝
川
市
長、
赤
平
市
長
連
名
で
永
年
の
苦
労

に
対
し
感
謝
状
を
贈
り、
労
を
ね
ぎ
ら
い、
ま
た
翌
五
十三
年
春
の
叙
勲
に
際

し
善
助
は
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
に
輝く
栄
誉
に
浴
し
た。
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第
五
節

橋

石
狩
川
橋

空
知
の
中
心
地
に
位
置
す
る
滝
川
と
石
狩
川
を
挟
ん
で
対

岸
の
新
十
津
川
な
ど
右
岸
線
一帯
の
穀
倉
地
帯
を
結
ぶ
架
橋
問
題
は、
入
植
後

に
持
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
何
し
ろ
本
道
一
の
大
河
へ
の
架
橋
と
な
る
と
容
易

な
こ
と
で
は
な
く
延
引
さ
れ
て
い
た。

水
面
一
五〇
メー
ト
ル
に
達
し
水
量
が
多
く
深
い
う
え
に、
毎
年
雪
融
け
時

の
出
水
や
台
風
時
の
水
害
に
耐
え
得
る
架
橋
を
設
置
す
る
と
な
る
と
、
国
内
技

術
で
は
ま
だ
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
かし
、
つ
い
に
明
治
三
十
三
年
三
月
に
架
橋
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が、
本
道
で
は
明
治三
十
年
に
架
け
ら
れ
た
豊
平
橋
が
鉄
橋
で
は
最
初
の
も
の

で、
二
番
目
の
鉄
橋
で
あ
る
。
旭
川
の
旭
橋
が三
番
目
に
あ
た
る
。

道
庁
技
師
岡
崎
文
吉
の
設
計
に
よ
り
全
径
間
五
四
八
尺
(約
百六
十六
メー
ト
ル
)

で
鉄
橋
シ
ウ
ェ
ド
レ
ト
ラ
ス、
径
間
二
〇
〇
尺
、
一連
木
橋
「
ハ
ウ
ト
ラ
ス
」

径
間
一
二〇
尺
二
連
桁
橋
径
間三
七
尺
三
六
尺
三
五
尺
各
一
連
で、
橋
名
は
石

狩
川
で
は
最
初
の
橋
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「石
狩
川
橋
」
と
い
う
名
誉
あ
る
名

が
付
け
ら
れ
た
。

明
治三
十
五
年三
月
に
竣工
し
た
が、
工
費
は
九、
五
九
二
円
で
あ
る
。
鉄

橋
の
部
分
は
米
国
製
で
「Built

the
American

Bridge
Co.N

e
w
York

U
.
S.A.

1900」
と
鋳
板
が
張
ら
れ
て
い
た。

こ
の
橋
の
完
成
は
滝
川
は
も
ち
ろ
ん、
右
岸
線
の
新
十
津
川、
雨
竜
地
域
の

開
発
に
大
き
な
希
望
を
与
え
たも
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治三
十
七
年
に
は
浜

益
ま
で
の
道
路
開
削
が
あ
り
、
橋
の
効
果
は
一層
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。

旧・石狩川橋

そ
の
後、
石
狩
川
橋
木
橋
部
分
が
腐
り
大
正
十
五
年
十
一月
に
架
換
え
ら
れ

た
。
延
長
一
七
一
・
四
一
メー
ト
ル、
有
効
幅
員
五
・
四
二
メ
ー
ト
ル、
桁
上

構
造
はプ
ラ
ッ
ト
式
ト
ラ
ス
鉄
桁
木
造
桁
橋、
橋
脚
は
鉄
製
石
壁
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ハ
イ
ル
で
あ
る
が
工
費
は
不
詳
で
あ
る
。

さ
ら
に
昭
和
十
七
年
十二
月
に
も
木
橋
の
部
分
が
架
け
換
え
ら
れ
た。

全
道
に
誇
る
石
狩
川
橋
鉄
橋
も
昭
和三
十
年
を
迎
え
る
こ
ろ
と
も
な
れ
ば
、

自
動
車
の
急
速
な
進
歩
発
達
に
よ
り、
交
通
量
が
激
増
し
た
だ
け
で
は
な
く
車

両
の
重
量
化
に
よ
っ
て
旧
式
橋
梁
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く、
橋
梁
自
体
も
老
朽

化
し
て
お
り
重
量
制
限
も
五
ト
ン
で、
一車
交
通
と
か
に
よ
っ
て
辛
ろ
う
じ
て

通
行が
保
た
れ
て
い
た
と
い
う
実
態
に
な
っ
た。

こ
の
た
め
関
係
市
町
村
民
か
ら
架
換
え
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
起
こ
り、
昭

和
三
十
三
年
六
月
つ
い
に
全
面
架
換
え
工
事
の
実
施
と
な
っ
た
。
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ま
ず
、
旧
橋
上
流
に
位
置
を
定
め
河
川
部
分
の
架
橋
二
三
五
・
九
二
五
メ
ー

ト
ル
か
ら
着
手
し
て
、
第
一
期
工
事
と
し
て
約
一
年
四
ヵ
月
後
の
昭
和
三
十
四

年
十
二
月
に
竣
工
を
み
て、
新
橋
を
交
通
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

全
体
工
事
計
画
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

橋
長
六
三
八
・
三
メ
ー
ト
ル

巾
員

八
・
〇
メ
ー
ト
ル

活
荷
重
合
成
桁
一
八

上
部
工

連
ゲ
ル
バ
ー
鋼
鈑
桁
五
連
総
鋼
重
六
九
六
・
七
三
八
ト
ン

下
部
工

二
基

扶
壁
式
橋
台

付
道
路
左
岸
二
七
三
メ
ー
ト
ル

工
期
着
工
昭
和
三
十
三
年
六
月

総
工
事
概
算
三
億
一
千
七
百
万
円

発
注
者
札
幌
土
木
現
業
所

株
式
会
社
中
山
組
下
部
工
事

株
式
会
社
横
河
橋
梁
製
作
所
上
部
工
事

昭
和
三
十
三
・
四
年
の工
事
費
は

一
億
五
、
六
〇
〇
万
円、
昭
和三
十

五
年
度
工
事
費
は
五
、
五
〇
〇
万
円

で
三
七
六
メー
ト
ルの
下
部
工
事
を

完
了、
続
い
て三
十
六
年
度
は
工
事

費
四、
六
三
七
万
円
で
桁
上
床
板
九

連
二
二
七
・
四
メー
ト
ル
を
完
了
、

三
十
七
年
に
残
工
事
を
行
い、
同
年

十
一
月
一
日
完
成
し
て、
同
月
五
日

°

五
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
工
事
が
行
わ

石狩川橋架換工事 (計画)図
側 面 図 v=1,000S 1

H=3,000
638.30M (全体計画) W=8.0M

新十津川町
235.925M(部分計画)卡部 // 33 402.375M (昭和35年度以降)

23.0533.75|37.50|44.50 ,37.50 ,33.7525.875 (15×24.65+14×0.45)=376.05 25.875

33.061 32.445 2.2%
4.7%

77777
777777

777

美
Z
A

井
筒

¥▽M .W.L23.26 P3 Pg Pio Pi1 P12 PIE P14 P15 P16 P17 P18 P19 P20 P21 P22

P1 P2 P3 P= P: S

S=3,000

1
911

平 面 図 W=8.0M
638.30M(全体計画)

取付道路120M 235.925M (部分計画) 402.375M

新十津川町

石
狩
川 仮取付道路1
0

コ

現 橋

市川
滝

滝川市

れ
た
こ
の
橋
の
特
徴
と
し

て
は、
当
時
と
し
て
は
幅

員
八
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
は

全
道
一の
も
の
で
あ
り
、

完
成
延
長
六
四
〇
・
三
メ

ー
ト
ル
は
道
内
三
番
目
に

あ
た
る
長
大
橋
と
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
旧
橋
に
比
較

す
る
と
約
三
・
八
倍
の
長

さ
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

新
石
狩
川
橋
の
完
成
に

伴
い
旧
橋
は
翌
三
十
八
年

二
月
か
ら
解
体
工
事
が
開

始
さ
れ、
六
〇
年
間
に
わ

た
っ
て
地
域
の
発
展
に
尽

し
た
旧
橋
の
姿
も
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
。

新
し
く
架
換
え
た
石
狩

川
橋
は
全
道
一
の
幅
員
を

誇
っ
た
の
も
束
の
間
に、

一〇
年
間
を
経
過
す
る
と

大
型
貨
物
の
通
行
が
激
し

く
な
り
、
一日
平
均
九、

第
一
章
交
通
・
運
輸

一 級河川
石狩川
北海道開発局

受
註
者

竣
工
予
定
昭
和三
十
七
年

右
岸
一
二
〇
メ
ー
ト
ル

二
基

井
筒
基
礎

六
基

取

滝川市
昭和34年度施工

▽H.W.L 29.11-

a P- 1 .
. 凡例

0 1
0 D
o

昭和34年度施工分
□□ 昭和33年度施工分

取付道路273M

A

石 狩川橋

半
重
力
式
橋
脚盛
大
な
落
成
式
を
行
っ
た
。
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

〇〇
〇
台
の
交
通
量
と
な
っ
た
。

石
狩
川
右
岸
の
国
道
二
七
五
号
の
整
備
に
伴
っ
て、
国
道
十
二
号
か
ら
橋
を

渡
っ
て
深
川
・
札
幌
方
面
へ
出
る
急
行
便
や
普
通
車
が
激
増
の
一
途
を
み
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め、
新
十
津
川
か
ら
滝
川
へ
の
買
い
物
を
し
た
り
通
学
の
住
民
は
橋

を
渡
る
危
険
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り、
橋
の
拡
幅
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た。

車
道
幅
を
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
・
二
メ
ー
ト
ルと
少
し
狭
く
し
て、
下
流
に

面
し
た
片
側
を
一
段
高
く
し
た二
メー
ト
ル
の
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

り、
昭
和
四
十
七
年
五
月
に
着
工、
総
工
費
四、
五
〇
〇
万
円
で
十
一
月
完
成

し
た
の
が
現
在
の
石
狩
川
橋
で
あ
る
。

空
知
大
橋

上
川
道
路
が
明
治
十
九
年
開
通
以
来、
滝
川
と
砂
川
の
境

界
に
な
っ
て
い
る
空
知
川
は
石
狩
川
第
一
の
支
流
で
あ
り、
木
橋
を
架
設
し
て

も
流
失
を
繰
り
返
し
て、
交
通
上
支
障
が
あ
る
所
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
十
一月
に
奈
良
県
十
津
川
の
移
住
民
が
入
地
す
る
た
め、
急

い
で
囚
人
を
使
っ
て
仮
橋
を
作
っ
た
が、
そ
の
年
十
二
月
十
二
日
に
流
失
し
て

以
前
と
同
様
に
渡
船
で
往
来
す
る
日
常
が
続
い
た。

移
住
者
の
一
人
で
あ
る
森
秀
太
郎
の
記
録
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(前略)
空
知
川
ニ
着
タ
笹
小
屋
カ
四
五
軒
ア
ル
吾
移々
住
者
ノ
タ
メ
囚
徒
カ
大
急
ギ
テ
橋
ヲ

架
ケ
タ
ト
ノ
事
全
部
雑
木
ノ
丸
太
斗
リ
板
ハ
少
シ
モ
使
ハ
ズ
仕
上
タ
リ
比
迄
ハ三
浦
ト
云
フ

人
カ
渡
舟
シ
テ
居
タ
ル
ガ
官
ヨ
リ
吾
々
ノ
為
メ
仮
橋
架
ケ
タ
ル
也
。
橋
渡
レ
バ
右
側
ニ
大

工
建
ノ
家
ア
リ
比
ハ駅
逓
テ
高
畑
ト
云
フ
人
が
主
人
也
(後
略)

ま
た
、
明
治
二
十
三
年
二
月
一日、

十
津
川
移
民
上
杉
直
温
か
ら
奈
良
県
宇

智
吉
野
郡
長
吉
田
正
義
に
宛
て
た
報
告
書
の
中
に

十
二
月
十
二
日
(註
明治二
十二
年)
昨
来
ノ
大
雨
ニ
テ
空
知
川
暴
漲
為
メ
ニ仮
橋
流
失
セ
シ

明治39年12月竣工空知大橋

ガ
急
ニ
渡
船
泛べ
以
テ
人
馬
ノ
往
来
ニ
便
ス
(後
略)

そ
こ
で
空
知
川
に
橋
を
架
け
る
た
め
資
金
集
め
に
架
橋
株
を
発
行
す
る
事
が

行
わ
れ、
明
治
二
十
五
年
に
橋
が
架
け
ら
れ
た。

証

仮

一
金
弐
拾
円
也
但
空
知
川
架
橋
株
四
株
分

右
正
ニ
請
取
候
也

明
治二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

高
畑
様

し
か
し
、
こ
の
橋
も
そ
の
後
の
出
水
で
流
さ
れ、
続
い
て二
十
八
年
ご
ろ
の

日
清
戦
後
当
時
軍
事
に
利
用
の
た
め
再
度
木
橋
が
架
け
ら
れ
た
が、
こ
れ
ま
で

の
橋
名
は
「空
知
太
橋
」
で、
こ
の
橋
も
明
治三
十
一年
九
月
の
大
水
害
で
一

部
流
失
し
て
渡
船
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
た
。

道
庁
で
は
本
格
的
な
橋
梁
設
置
の
た

め
明
治三
十
八
年
四
月
道
庁
土
木
部
技

手
神
部
為
蔵
を
「
空
知
大
橋
」
架
橋
工

事
の
監
督
に
派
遣
し
て、
工
事
に
着
手

さ
せ
木
橋
で
あ
る
が
立
派
な
橋
が
工
事

費
三
万
三
、
〇
〇
〇
円
で
翌
三
十
九
年

十
二
月
に
竣
工
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
非

常
に
便
益
を
受
け
た
の
で
あ
った
。

し
か
し
、
木
橋
で
あ
る
た
め
昭
和
に

入
る
と
腐
朽
が
は
な
は
だ
し
く
危
険
に

な
っ
て
き
たの
で、
昭
和
八
年
架
換
え
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昭和9年11月29日竣工空知大橋

る
こと
が
決
定
し
て
鉄
橋
工
事
が
始
ま

り、
昭
和
九
年
十
一
月
二
十
九
日
に
竣

工
し
た
。

橋
体

橋
床

型
式
K
型
ト
ラ
ス
鋼
橋
(鉄
材

総
ト
ン
数
五
〇
八
・
〇
八
ト

ン
)

径
間一
八一・

八
メー
ト
ル

(六
〇
メ
ー
ト
ル三
連
)

有
効
幅
員
六
メ
ー
ト
ル

鉄
筋
混
凝
土
床
版
厚
一八
七

ン
チ
メ
ー
ト
ル

橋
面
瀝
青
乳
剤
舗
装
厚
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル

橋
台

左
岸
・
翼
型
扶
壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

前
幅
七
メー
ト
ル
七
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル

全
高
八
メー
ト
ル二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

右
岸
・
将
来
橋
梁
径
間
ノ
延
長
ヲ
考
慮
シ
橋
脚
橋
台
ト
シ
左
岸
付

橋
橋
脚
ト
同
型
ノ
モ
ノ
ト
セリ

左
岸
付
基
礎
木
造
枠
下
混
凝
土
造

幅
四
メー
ト
ル
五
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル

長
一
一
メー
ト
ル
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

深
五
メ
ー
ト
ル三
五
セ
ン
チ
メー
ト
ル

上
体
鳥
居
型
鉄
筋
混
凝
土
造
高
七
メ
ー
ト
ル
七〇

セン
チ
メ
ー
ト
ル

右
岸
付
基
礎
旧
橋
脚
基
礎
ヲ
利
用
長
八
メー
ト
ル
五
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
ノ

鉄
矢
板
ヲ
以
テ
補
強
セ
リ

上
体
左
岸
付
橋
脚
ト
同
一

工
費

総
工
費
全
一
九
一、
七
四
一円

う
ち
上
部
構
造
一
四
三
、
七
八二
円、
下
部
構
造
四
七、
九
五
九
円

工
期

下
部
着
手
昭
和
八
年
十
月三
日
竣
功
昭
和
九
年三
月三
十
日

上
部
着
手
昭
和
九
年
五
月
八
日
竣
功
昭
和
九
年
十
一
月二
十
九
日

工
事
関
係
者
札
幌
土
木
事
務
所

設
計者

施
行
員
同

監
督
員

同
上
部
構
造
請
負
者
函
館
船
渠
株
式
会
社

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
こ
の
橋
も
使
用
上
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
き
た
。

交
通
機
関
の
発
達
に
伴
い
重
要
幹
線
で
あ
る
国
道
十
二
号
は
交
通
量
の
多
い
こ

と
に
加
え
て、
バ
ス
や
大
型
自
動
車
が
交
差
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

幅
員
六
メー
ト
ルで
は
歩
行
者
は
渡
橋
で
き
な
い
ほ
ど
危
険
で
あ
り、
大
型

車
は
橋
と
接
触
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
、
橋
の
損
傷
が
激し
く
毎
年
補
修

に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
滝
川
市
と
砂
川
市
で
は
機
会
あ
る
ご
と
に
国
に
強
く

働
き
か
け
、
つ
い
に
昭
和
四
十
一
年
十
月
に
新
空
知
大
橋
の
工
事
着
手
に
至
っ

た
。
旧
橋
は
既
に
一
方
通
行
の
状
態
で
新
橋
完
成
の
四
十
四
年
ま
で
待
て
な

い
た
め
に、
ま
ず
旧
橋
下
流
約
五
十
メ
ー
ト
ル
に
九
、
〇
〇
〇
万
円
を
投
じ
て

仮
橋
を
架
け、
翌
四
十
二
年
五
月
に
一
日
一
万
数
千
台
の
交
通
に
耐
え
る
鋼
鉄

橋
延
長
一
九
〇
メー
ト
ル、
幅
員
歩
道
を
含
め
八
メ
ー
ト
ル
を
架
橋
さ
せ
た。

新
空
知
大
橋
は
全
長
四
三
九
・
二
メー
ト
ル、
有
効
幅
員
二
〇
メ
ー
ト
ル

(中
央
車
道
一
五
メ
ー
ト
ル
橋
の
両
側
に二
・
五
メー
ト
ルの
歩
道
設
置、
橋
の
面
積
は
八、
七
八

四
平
方
メー
ト
ル)
と
い
う
も
の
で
完
成
時
に
は
道
内
一
の
面
積
橋
で
あ
る
。
橋

桁
の
工
法
も
道
内
で
初
め
て
の
テ
ビ
ダ
ー
ク
法
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
総

工
事
費
は
八
億三
、
〇
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
新
し
い
空
知
大
橋
の
渡
橋
式
と
完
工
式
が

行
わ
れ
た。
町
田
道
開
発
局
長、
堂
垣
内
元
道
開
発
庁
政
務
次
官、
馬
場
札
幌

第
一
章
交
通
・
運
輸
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脚



第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

空知大橋(砂川市空知太を望む)

開
発
建
設
部
長、
森
支
庁
長
と
地
元
佐

久
間
市
長、
砂
川
山
口
市
長
な
ど
二
百

五
十
余
名
の
出
席
の
も
と
に
橋
梁
の
平

穏
を
祈
っ
た
後、
本
町
の
南
部
外
吉

(八
七
歳)
キ
ョ
(七
七
歳)
ら
三組

の三
代
夫
婦が
神
官
の
先
導
で
吹
雪
の
中
を

渡
橋
し
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
て
、
同

日
午
後
二
時
か
ら
開
通
公
用
開
始
さ
れ

た。な
お、
旧
橋
の
解
体
は
四
十
二
年
五

月
三
十
一
日
か
ら
同
年
七
月
中
に
終
り

ま
た、
仮
橋
は
四
十
五
年
二
月
か
ら

一、
五〇
〇
万
円
を
も
っ
て
解
体
さ
れ、
同
年三
月
二
十
五
日
に
終
了
し
た
。

江
竜
橋

江
部乙
と
雨
竜
と
の
連
絡
は
伏
古
渡
船
で
結
ば
れ
て
い
た

の
で、
両
町
村
に
と
っ
て
架
橋
は
多
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
に
石
狩
川
の
治
水
工
事
が
着
手
さ
れ
た
の
を
機
会
と
し
て
架
橋

運
動
が
活
発
化
し
て
、
陳
情
を
繰
返
し
行
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
十
日
建
設
省
長
谷
川
政
友
専
門
委
員
一
行
が
現
地
視

察
に
来
町
し
た
こ
と
で
、
よ
り
強
力
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り、
江
部

乙
町
で
は
同
年
五
月
十
三
日
町
議
会
で
期
成
会
の
結
成
を
決
定
し、
同
月
十
七

日
町
長
を
会
長
に、
町
議
長
を
副
会
長
と
す
る
「
江
部乙
大
橋
架
橋
促
進
期
成

会
」
を
組
織
し
た
。

さ
ら
に
対
岸
雨
竜
村
と
の
連
合
に
よ
り
一
層
強
力
な
促
進
を
は
か
る
た
め
、

同
年
六
月
一
日
両
町
村
代
表
が
江
部
乙
町
公
会
堂
に
集
ま
り
「江
部
乙
雨
竜
大

橋
架
橋
期
成
会
」
を
結
成
し
た。
会
長
に
は
長
谷
川
政
友
専
門
委
員、
副
会
長

原
田
伊
曾
八
(道議)、

高
桑
又
一
江
部
乙
町
長
、
竹
原
太
八
雨
竜
村
長
、
事
務

局
長
溝
渕
秀
一
(妹背
牛町)

を
挙
げ
、
委
員
は
江
部
乙
側
五
名、
雨
竜
側
四
名

を
も
っ
て
組
織
し
た
。

翌
六
月
二
日
来
道
中
の
南
条
建
設
大
臣
一
行
が
滝
川
市
に
来
市
し
た
の
で
陳

情
し
た
。
さ
ら
に
翌
八
月
十
一
日
に
篠
田
・
二
十
八
日
南
條
の
両
代
議
士
来
町

に
際
し
陳
情
し
て
早
期
着
工
を
期
待
し
た
。

つ
い
に
翌
三
十
三
年
度
国
の
予
算
に
調
査
費
一、
〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ

れ、
三十
三
年
九
月
十
一
日
待
望
久
し
か
っ
た
江
竜
橋
の
着
工
式
を
迎
え
た
。

翌
三
十
四
年
九
月
十
日
から
は
本
格
的
な
工
事
が
行
わ
れ、
江
部
乙
側
の
十

四
丁
目
地
先
か
ら
基
礎
工
事
三
基
が
施
工
さ
れ
た
。

起
工
式
は三
十
五
年
五
月
十
七
日
で
現
地
で
安
全
を
願
う
修
祓
式
が
あ
り、

続
い
て
北
辰
小
学
校
に
お
い
て
起
工
式
を
挙
行
し
た
。

橋
の
延
長
八
〇
八
メ
ー
ト
ル、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
の
設
計
で
完
成
は
四
十
年

を
予
定
し
、
三十
五
年
度
の
工
事
は
橋
脚
上
部
三
基
・
橋
脚
六
基
・
三十
六
年

度
工
事
は
橋
台
橋
脚
の
残
工
事
で
こ
の
年
ま
で
の
工
事
費
は
一
億
四、
五
九
八

万
円
で
あ
る
。

三
十
七
年
度
は
上
部
工
事
の
橋
桁
製
作
と
江
部
乙
側
取
付
道
路
工
事
に
着

手、
三
十
八
年
度
は
江
部
乙
側
と
雨
竜
側
の
取
付
道
路
工
事
を
行
い
順
調
な
工

事
の
進
展
を
み
た。

着
工
以
来
七
年
の
歳
月
を
経
て
つ
い
に
昭
和
四
十
年
九
月
十
八
日
に
竣
工
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式
の
運
び
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
修
祓
式
は
雨
竜
町
で
行
い
雨
竜
側
か
ら
渡
橋

が
行
わ
れ
て
三
夫
婦
斉
藤
三
之
助
(東
十二
丁
目)、

岩
橋
喜
代
松
(東十

一丁
目)、

井
上
謙
治
(西十二

丁
目)
の
各
三
代
の
渡
り
初
め
が
あ
り、
北
辰
中
学
校
で
竣

工式
並
び
に
祝
賀
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

江
竜
橋
工
事
概
要有
効
幅
員

造
成
幅
員

工
事
延
長

祝 橋
梁
工
事

有
効
幅
員

橋
長 長

江竜橋開通

六
・
〇
メ
ー
ト
ル
三
経
間
連
続
鋼
箱
桁

江 竜 橋

施
行
業
者

上
部
工

二
@
(
五
二
・
五
五
+
五
四
・
〇
+五
三
・
六)
+

三
⑥
(五
三
・
六
十
五
四
・
〇
+
五
三
・
六
)

下
部
工

井
筒
基
礎
逆
T
型
式
橋
脚

一
四
基
二
基

主
要
資
材

鋼
材
一、
九
二
一
ト
ン

コン
ク
リ
ー
ト
六、
三
九
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

同
上
扶
壁
式
橋
台

セ
メン
ト

二、
三
五〇
ト
ン
骨
材
一万
四、
四
八
二
立
方
メ
ー
ト
ル

延
人
員
七
万三
、
五
二
六
人

北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部

下
部
工
及
舗
装
工

上
部
工
桁
製
作
輸
送

(株)
北
野
組

横
河
橋
梁
(株)

(株)
中
山
組

(株)中
山
組
・
北
海
興
産
(株)

道
路
改
良
工
事

六
・
五
メー
ト
ル

補
償
費

橋
梁
新
設
四
億
九、
四
七
二
万
五、
〇
〇
〇
円

三
一
二万六、〇

〇〇円
五
・
五
メー
ト
ル

三、
八三
九
・二
二
メー
ト
ル

江
部
乙
側
三、

一二
一・
三
七
メ
ー
ト
ル

雨
竜
側

八〇
八
・
〇
メ
ー
ト
ル

七
一
七
・
八
五
メー
ト
ル

第
六
節
石
炭
採
掘
と
鉄
道
開
通

石
炭
採
掘
の
事
業
は
古
く
松
前
藩
時
代
に
そ
の
芽
を
発
し
、
さ
ら
に
安
政二

年
本
道
が
再
び
幕
府
の
直
轄
と
な
る
に
及
び、
蝦
夷
開
拓
の
重
要
事
と
し
て
調

査
が
進
め
ら
れ
た
。
幕
末
の
こ
ろ
函
館
が
開
港
さ
れ
来
泊
す
る
外
国
船
が
い
ず

れ
も
石
炭
の
供
給
を
要
求
す
る
た
め
、
箱
館
奉
行
は
安
政
四
年
釧
路
場
所
白
糠

の
炭
鉱
を
開
い
た
。
し
か
し
白
糠
炭
は
炭
質
が
悪
い
の
で
外
人
に
好
ま
れ
ず
、

元
治
元
年
そ
の
採
掘
を
止
め
て
新
た
に
岩
内
場
所
茅
沼
炭
山
を
開
坑
し
、
慶
応

二
年
箱
館
在
留
の
イ
ギ
リ
ス
人
ガ
ー
ル
を
雇
い、
同
三
年
海
岸
か
ら
炭
山
に
至

る
道
路
を
開
削
し
炭
倉
を
建
て、
い
よ
い
よ
石
炭
を
採
掘
す
る
に
い
た
った
。

こ
の
時
ガ
ー
ル
は
二
哩
余
(約三
・
三
キ
ロメー

ト
ル)
の
鉄
路
を
布
設
し
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
蒸
気
機
関
車
を
輸
入
し、
運
転
を
開
始し
た
。
こ
れ
は
実
に
新
橋、

横
浜
間
の
鉄
道
開
通
に
さ
き
立
つ
こと
六
年
で
、
蓋
し
日
本
文
化
史
上
特
筆
す

功跋福竜五第
一
章
交
通
・
運
輸

総
事
業
費
五
億
五、六三

四
万
七、〇
〇
〇
円
道
路
改
良
五、八

四
九
万
六
、〇
〇
〇
円

発
注
者

上
部
工
架
設
床
版
及
塗
装

取
付
道
路
工
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第
十
一
編
交
通・
運
輸・
治
水

<
上
川
開
発
史
>

べ
き
事
実
で
あ
る
。

開
拓
使
庁
で
は
明
治
六
年、

ア
メ
リ
カ
人
雇
地
質
学
者
の
ラ
イ
マ
ン
を
派
遣

し
て
調
査
さ
せ
た
が、
こ
の
煤
田
は
非
常
に
良
質
で
あ
り
一
日
も
早
く
開
坑
採

掘
す
る
こ
と
が
適
切
有
利
で
あ
る
と
進
言
し
た
。

明
治
七
年
さ
ら
に
本
格
的
に
実
測
調
査
炭
質
炭
量
を
確
認
し
て
そ
の
有
望
な

こ
と
を
知り
、
煤
田
を
開
坑
し
て
煤
田
の
供
給
を
は
か
り
国
益
を
増
す
こ
と
に

し
て
明
治
八
年
こ
の
搬
出
の
た
め
幌
内、
幌
内
太
間
の
道
路
開
削
を
計
画
し
、

六
月
黒
田
長
官
が
幌
内
を
巡
視
し
てこ
れ
を
開
か
せ
た
。
こ
れ
が
管
内
道
路
開

削
の
はじ
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
十
一
年
三
月
十
六
日
太
政
官
に
具
申

し
て、
当
時
西
南
戦
争
後
の
苦
し
い
財
政
の
中
から
起
業
公
債
募
集
金
の
一五

〇
万
円
の
無
利
息
交
付
を
申
請、
五
月
三
十
日
許
可
を
得
て
十
一
月
か
ら
採
炭

搬
出
の
計
画
を
樹
て
た。
石
狩
原
野
の
開
発
は
こ
れ
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
。

は
じ
め
の
搬
出
に
つ
い
て
は
舟
と
車
を
利
用
す
る
計
画
で、
幌
内
か
ら
幌
内

太
に
い
た
る
七
里
間
に
は
鉄
道
を
架
設
し、
幌
内
太
から
は
舟
で
石
狩
川
の
本

流
に
沿
っ
て石
狩
港
に
運
び、
石
狩
に
貯
炭
場
を
設
け
る
計
画
で
あ
っ
た。
と

こ
ろ
が
水
陸
の
積
替
え
積
下
し
に
無
駄
が
多
く、
経
済
上
不
利
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
冬
季
河
水
が
氷
結
し
た
場
合
運
輸
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で、
幌
内
か
ら
陸

路
一
本
で
札
幌
を
経
て
手
宮
ま
で
鉄
道
を
延
長
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
と
の
米

人
技
師
ク
ロー
フ
ォー
ル
ド
の
説
を
入
れ
て
こ
れ
に
決
着
し
た
。

明
治
十
二
年
十
二
月
開
拓
使
長
官
黒
田
清
隆
は、
太
政
官
に
具
申
し
て、
起

業
費
一
五
〇
万
円
の
う
ち
石
狩
河
口
改
良
に
当
て
た
金
額三
〇
万
円
を
鉄
道
延

長
費
に
振
り
替
え、
不
足
分
二
万
円
の
興
業
費
下
付
を
申
請
し
十
二
月二
十
五

第一号機関車「義経号」

鉄 道開通

日
許
可
を
得
た
。

同
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
ク
ロー
フ
ォー
ル
ド
は
、
手
宮
か
ら
の
鉄

道
線
路
の
測
定
を
は
じ
め、
路
線
に
か
か
る
土
地
の
買
上
げ
、
家
屋
の
移
転
、

木
材
の
伐
採
に
着
手
し
、
な
お
機
関
車
そ
の
他
車
両
及
び
器
材
の
購
入
の
た
め

ア
メリ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
時
黒
田
長
官
か
ら
「京
浜
間
を
運
転
す
る
も

の
よ
り
優
れ
た
機
関
車
を
輸
入
す
る
よ
う
に
」
と
希
望
さ
れ、
当
時
ア
メ
リ
カ

で
最
優
秀
と
称
さ
れ
た
機
関
車
を
購
入
し
て、
十
三
年
九
月二
十
八
日
ド
ペ
イ

号
に
積
ん
で
小
樽
に
入
港
し
た
。
第
一
号
を
義
経
号
、
第
二
号
を
弁
慶
号
と
命

名
し
た
。

明
治
十二
年
十
二
月
幌
内
鉄
道
起
工
に
当
た
っ
て
黒
田
長
官
は、
関
係
技
師

に
工
事
の
要
旨
を
告
げ
、
路
線
の
選
定
に
つ
い
て
は、

「本
線
路
は
将
来
全
道

に
敷
設
す
べ
き
鉄
道
と
連
絡
す
る
も
の
な
れ
ば
宜
し
く
意
を
そ
の
選
定
に
注
が
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れ
た
い
。」
と
の
希
望
が
あ
っ
た。

明
治
十
三
年
一
月
八
日、
ま
ず
小
樽
若
竹
町
第
三
隧
道
(現
在は
な
い)
の
開

削
に
着
手
し
、
三
月
小
樽
に
煤
炭
係
出
張
所
を
設
け
鉄
道
工
事
の
進
捗
を
は

か
っ
た。
十
一
月二
十
日
札
幌
空
知
通
り
仮
停
車
場
に
い
た
る
延
長二
一
マ
イ

ル
六
八
チ
ェー
ン
(約三
十四・

九キロメー
トル)

の
軌
道
布
設
が
竣
功
し
た
(注

一哩
は
一
・六
〇
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)。

こ
れ
よ
り
さ
き
に
十
月
二
十
四
日
手
宮
・
熊
碓
第
四
隧
道
間
三
マ
イ
ル
余
の

工
事
が
終
わ
っ
て、
は
じ
め
て
機
関
車
の
試
運
転
を
行
った
。試
運
転
に
は
弁
慶

号
を
使
用
し
た
が、
こ
の
名
付
親
は
購
入
に
一役
を
買
っ
た
ニ
ュー
ヨ
ー
ク
領

事
高
木
三
郎
で
、
京
浜
間
に
は
ま
だ
使
用
さ
れ
ぬ
空
気
制
動
機
を
備
え
朱
塗
金

泥
の
模
様
を
入
れ、
開
拓
使
庁
自
慢
の
す
こ
ぶ
る
豪
華
なも
の
で
あ
る
。
試
運

転
の
当
日
、
弁
慶
号
が
手
宮
桟
橋
か
ら
さ
え
わ
た
る
振
鈴
を
秋
晴
の
天
地
に
響

か
せ
て
出
発
す
る
と
、
開
拓
使
御
用
船
玄
武
丸
か
ら
は
い
ん
い
んと
祝
砲
が
あ

げ
ら
れ、
日
米
の
国
旗
を
交
差
し
紅
白
の
布
で
ダ
ン
ダ
ラ
に
飾
ら
れ
た
弁
慶
号

が、
天
幕
張
り
の
無
蓋
車
三
輛
を
引
き、
礼
装
も
い
か
め
し
い
長
谷
部
大
書
記

官
、
山
内
煤
田
事
務
所
長
、
松
本
副
長、
ク
ロー
フ
ォー
ル
ド、
北
川
小
樽
郡

長
ら
が
同
乗
し
て
ま
さ
に
人
目
を
奪
う
壮
麗
さ
で
あ
っ
た。
こ
の
よ
う
に
文
化

は
東
京
から
一
足
跳
び
に
熊
の
棲
む
北
海
道
へ来
たも
の
で、
当
時
の
人
は
未

だ
岡
蒸
気
と
よ
ん
で
い
た
。

本
道
で
最
初
開
業
し
た
駅
は、
手
宮
・
札
幌
・
住
吉
(現
南
小樽)

及
び
銭
函

の
四
停
車
場
で
あ
っ
て、
そ
の
乗
車
賃
は
手
宮
・
銭
函
間
が
二
五
銭、
四
歳
ま

で
無
賃
、
一二
歳
ま
で
半
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。

第
一
章
交
通
・
運
輸

明
治
十
三
年
十
一
月二
十
五
日、
札
幌
ま
で
鉄
道
敷
設
が
完
成
し
た
の
で
在

京
の
黒
田
長
官
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

汽
車
空
知
通
り
仮
ステ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
達
せ
し
電
報
承
知、
神
速
成
功、
世
界
の
た
め
祝

す
。
併
せ
て
専
務
者
の
尽
力
を
賞
す
。
電
報
の
旨
は
速
か
に
奏
聞
せ
り
。

と
の
返
電
が
あ
っ
た
。

つ
いで
十
一
月二
十
八
日
待
望
の
手
宮
・
札
幌
間
汽
車
運
転
式
を
盛
大
に
挙

行
し
た。
当
時
の
軌
条
は
毎
碼三
〇
封
度
で
手
宮
・
札
幌
間
に
開
運
町、
銭
函

の
両
停
車
場
と
、
朝
里
・
軽
川
・
琴
似
に
駐
車
場
を
設
け
た。
機
関
車
二
輛、

客
車
八
輛、
貨
車
二
〇
輛
が
全
装
備
で
あ
っ
た。

翌
十
四
年
明
治
天
皇
が
本
道
を
御
巡
幸
の
み
ぎ
り、
小
樽
・
札
幌
間
を
御
乗

車
召
さ
れ
た
の
は、
義
経
号
で
八
月
三
十
日
のこ
と
で
あ
っ
た
。

幌
内
煤
田
は
明
治
十
三
年
一
月
か
ら
採
掘
に
着
手
し
た
が、
札
幌
以
東
の
鉄

道
工
事
は
十
四
年
六
月
に
着
工
し
、
十
五
年
一
月
に
全
線
が
竣
功
し、
同
月
か

ら
全
線
の
運
行
を
開
始
し
た
。
札
幌
・
白
石
・
江
別
・
幌
向
太
・
岩
見
沢
・
幌

内
太
・
幌
内
の
各
停
車
場
が
設
け
ら
れ
た。

し
か
し
乗
客
及び
貨
物
が
少
な
い
た
め
収
支
が
償
わ
ず、
ま
た
採
炭
量
が
少

な
く
工
費
が
多
く
か
か
る
た
め、
こ
れ
ま
た
収
支
償
わ
ず、
炭
価
は
下
落
し
て

莫
大
な
損
失
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
煤
田
及び
鉄
道
は
十
六
年
二
月
工
部
省
所
管

か
ら
農
務
省
所
管
に
移
り、
札
幌
に
北
海
道
事
業
管
理
局
を
置
き、
つ
い
で
炭

礦
鉄
道
事
務
所
と
改
称
し
た
。
機
関
車
は
第
三
号
比
羅
夫
号、
第
四
号
光
圀

号
、
第
五
号
信
広
号
と
し
明
治
十
八
年
か
ら
運
転
し
た
。

明
治
十
九
年
一
月
二
十
六
日、
北
海
道
三
県
を
廃
止
し
て
北
海
道
庁
が
設
置
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さ
れ、
炭
礦
鉄
道
事
務
所
は
そ
の
所
管
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が、
幾
春
別
炭

山
開
坑
の
た
め
幌
内
から
鉄
道
を
延
長
し
二
十
一
年
一
月
竣
工
し
た
だ
け
で、

鉄
道
布
設
は
遅
と々
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
の
設
立

明
治
二
十
年
四
月
一
日
炭
礦
鉄
道
事
務
所

を
廃
止
し
て、
採
炭
事
業
は
空
知
監
獄
署
に
移し
、
石
炭
販
売
は
北
有
社
村
田

堤
に
許
可
し
、
北
海
道
鉄
道
事
務
所
は
手
宮
に
設
置
し
ても
っ
ぱ
ら
鉄
道
経
営

を
管
理
し
て
い
た。
当
時
機
関
車
六
輛、
客
車
一
一
輛、
貨
車
一
八
二
輛
に
達

し
て
い
た
。
二
十
一
年
四
月
に
は
北
有
社
に
命
じ
て
鉄
道
運
輸
の
こ
と
も
請
負

わ
せ
官
営
を
止
め
、
ま
た
北
海
道
鉄
道
事
務
も
廃
止
し
た
。

北
海
道
庁
長
官
岩
村
通
俊
は
北
海
道
の
拓
地
殖
民
事
業
を
強
力
に
押
し
進
め

る
た
め、
諸
般
の
事
業
の
官
営
を
止
め
て
民
間
事
業
に
移
す
方
針
を
と
り
民
業

の
保
護
発
達
に
努
力
し
た
。
ま
た
理
事
官
堀
基
も
拓
殖
推
進
の
た
め、
鉄
道
敷

設
並
び
に
石
炭
資
源
開
発
が
焦
眉
の
急
務
で
あ
る
と
確
信
し、
大
資
本
に
よ
る

事
業
計
画
を
画
策
し
た
。

明
治二
十
二
年
六
月
候
爵
徳
川
義
礼
ほ
か
一
二
名
が
発
起人
と
な
り
資
本
金

六
五〇
万
円
を
募
り
採
炭
及
び
鉄
道
運
輸
の
業
を
発
起
し
た
。
そ
れ
以
来
本
会

社
の
創
立、
規
約
定
款
の
議
定、
官
有
鉄
道
及
び
諸
物
件
の
払
下
げ
あ
る
い
は

譲
渡
な
ど
整
備
し
て、
二
十
二
年
十
一月
十
八
日
に
有
限
会
社
北
海
道
炭
礦
鉄

道
会
社
の
創
立
を
み
た
。

本
社
創
立
当
初
は
官
選
を
も
っ
て、
社
長
堀
基、
理
事
園
田
実
徳、
常
議
員

と
し
て
徳
川
義
礼、
渋
沢
栄
一
、
高
島
嘉
右
衛
門、
吉
川
泰
二
郎、
田
中
平
八

の
五
人
、
検
査
役
に
北
村
英
一
郎、
金
井
信
之
の二
人
が
選
任
さ
れ
た
。

明
治二
十
五
年
三
、
四
月
の
間
に、
社
長
堀
基
は
解
任
し
高
島
嘉
右
衛
門
が

貳
拾
貳
里

一
室
蘭
港
森
間

拾
一里

毛
ヲ
経
テ
稚

一
小
樽
ヨ
リ
増

里 貳
百
貳
拾
壹

一
小
樽
函
館
間

猿
留
間

但
シ
苫
小
牧

三
町
拾
壹
間
四

五
拾
四
里
貳
拾

但
シ
室
蘭
岩

焼
尻
C

鬼
脇
〇
風
連
別

鴛
泊
〇

神
恵内
野
塚
古
平治
村 館航名 浜
益

増毛

石
狩
0

〇
厚
田
茨
戸
大

当
別

月
形
〇

恵
代
別雨
利
峠

作
南
上下

塩
谷

小
海

永
山

田虻Q

〇札
混西

由

-C

市
来
如

)歌
志
内

根室線

登
川 幌
泉

O

ヨ路

航 郵函

蘭 室元 〇

'陸 森 室
蘭
港

○
視
別

〇
白
老

苫
小
牧

し
写
真

湯
川

門
別

Q
賀
張

フア
タ
方

姨
布

●
浦
河

口
様
似

小
越

炭礦鉄道会社連絡図

社
長
に
就
任
し
、
北
海
道
庁
一
等
技
師
松
本
荘
一
郎、
二
等
技
師
平
井
晴二
郎

両
工
学
博
士
が
布
設
工
事
い
っ
さ
い
の
監
督
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
ま
た
会

社
が
小
樽
で
は
何
かと
不
便
が
多
か
っ
た
の
で
四
月
札
幌
区
北
五
条
に
出
張
所

を
置
い
て
社
務
を
扱
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
陣
容
整
い
準
備
が
で
き
た

の
で
空
知
採
炭
所
を
字
「オ
タ
シ
ナ
イ
」
に、
ま
た
六
月
夕
張
採
炭
所
を
字

「シ
オ
ル
カベ
ッ」
に
設
置
し
、
同
年
十
一月
六
日
に
は
本
社
を
札
幌
に
移
転

し
た
。

そ
れ
以
来
鉄
道
と
採
炭
の
ふ
た
つ
は
同
社
の
経
営
敷
設
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が、
岩
見
沢
・
砂
川
間
の
幹
線
及
び
砂
川
・
歌
志
内
間
の
支
線三
〇
マ
イ
ル

七
一チ
ェ
ー
ン
は
明
治
二
十
四
年
七
月
竣
功
し
て、
七
月
五
日
か
ら
運
転
を
開

始
し
、
砂
川
・
空
知
太
間
幹
線二
マ
イ
ル
六
八
チ
ェ
ー
ン
は
二
十
五
年二
月
一

日
か
ら
営
業
を
は
じ
め
た。
ま
た
岩
見
沢
・
室
蘭
間
幹
線
八
三
マ
イ
ル
四三
チ

歌志内炭礦開坑時の駅

○
郵
便
航
路
里
数

四尺
○
小
線
路
里
数

尺

内
マ
デ
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七
〇
ー

貳
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仁
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内

●
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エー
ン
は二
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
、
追
分
・
夕
張
間
支
線二
六
マ
イ
ル
四
九

チ
ェ
ー
ン
は
同
年
十
一
月
から
営
業
を
開
始
し
て、
会
社
創
立
の
際
設
計
し

た
全
線二
〇
四
マ
イ
ル
七
一
チ
ェー
ン
が
竣
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
交
通

運
輸
の
便
が
よ
う
や
く
開
け
小
樽
・
室
蘭
両
港
から
岩
見
沢
を
経
由
し
て
空
知

太
に
い
た
る
間
は、
採
炭
事
業
の
ぼ
っ
興
と
と
も
に
沿
道
の
開
拓
は
し
だ
い
に

そ
の
緒
に
つ
く
に
い
た
っ
た
。

旅
客
運
賃
は
明
治
三
十
三
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
全
線
を
通
じ

て
並
等
一
マ
イ
ル
に
つ
き
一
銭
四
厘
で
あ
っ
た
の
を
一銭
五
厘
に、
一二
五
マ

イ
ル
以
上
は
一マ
イ
ル
に
つ
き
一
銭
二
厘
二
毛
と
し
た
が、
三十
四
年
六
月
再

び
改
正
さ
れ
て三
等
一
マ
イ
ル
に
つき
五〇
マ
イ
ル未
満
一
銭
九
厘、
一〇
〇

マ
イ
ル
未
満
一
銭
八
厘
、
一〇
〇
マ
イ
ル
以
上
一
銭
七
厘
と
し
、
二
等
は
そ
の

五
割
増、

一等
は
倍
額
と
し
た
。

ま
た
手
荷
物
は
旅
行
に
必
要
な
物
品
に
限
定
し
て
旅
客
一
人
に
つ
き
三
等
三

○
斤
、
二
等
六
〇
斤
、
一等
一
〇
〇
斤
(一
斤
は六〇

〇
グラ
ム)
ま
で
を
無
賃
と

し
、
こ
れ
を
超
過
す
る
も
の
は
一斤
に
つ
き
二
五
マ
イ
ル
未
満
一
銭、
五
〇
マ

イ
ル
未
満
一
銭
五
厘、
一〇
〇
マ
イ
ル
未
満二
銭、
一〇
〇
マイ
ル
以
上
は
五

○
マ
イ
ル
を
増
す
ご
と
に
五
厘
、
そ
し
て
最
低
賃
金
を
五
銭
と
し
た
。

小
荷
物
は
こ
れ
を
通
常
小
荷
物(手

荷
物
運
賃の二

倍)、
新
聞
紙
及
び
雑
誌
、
馬

車
、
人
力
車、
自
転
車
及
び
小
児
車
の
七
種
に
分
け、
通
常
小
荷
物
と
新
聞
紙

及
び
雑
誌
な
ど
は
特
に
指
定
す
る
停
車
場
所
在
地
区
及
び
停
車
場
か
ら
お
よ
そ

一
里
以
内
の
地
域
に
限
り
一
個
に
つ
き
一〇
斤
未
満
四
銭、

一〇
斤
を
増
す
ご

と
に
一
銭
を
増
す
賃
金
と
し
て
配
達
を
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
に
会
社
は
移
民
の
奨
励
と
農
産
奨
励
の
た
め、
営
業
開
始
と

第
一
章
交
通
・
運
輸

同
時
に
本
州
方
面
か
ら
道
内
へ
の
移
住
民
と
、
道
内
の
農
産
物
に
対
し
て
は
無

賃
の
取
扱
い
を
行
っ
て
来
た。
明
治
二
十
年
一月
こ
れ
を
改
正
し
て、
移
住

民
に
対
し
て
は
六
〇
マ
イ
ル
以
上
の
乗
車
の
場
合
運
賃
を
五
割
引
と
し
、
農
産

物
に
対
し
て
は
七
割
五
分
引
と
し
た
が三
十
一
年
十
二
月
こ
れ
を
改
正
し
た
。

道
内
の
農
産
物、
石
炭、
コ
ー
ク
ス、
薪
炭、
木
材
な
ど
は
出
荷
奨
励
策
と
し

て、
輸
送
距
離
の
遠
近
に
か
か
わ
ら
ず
四
割
引
に
改
め
た
。

明
治三
十
一
年
七
月、
上
川
線
旭
川
・
空
知
太
間
が
開
通
し、
三
十
八
年
八

月
函
館
・
小
樽
間
が
開
通
し
た
が、
明
治三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
十

七
号
を
も
っ
て
鉄
道
国
有
法
が
公
布
さ
れ
て、
十
月
一
日
鉄
道
線
路二
〇
七
マ

イ
ル
七
一
チ
ェー
ン
、
車
輛
一、
九
四〇
輛、
船
舶
一
隻、
職
員三
、
六
七三

人
そ
の
他
物
件
い
っ
さ
い
の
引
継
ぎ
が
完
了
し
た
。
買
収
価
格三
、
〇
九
九
万

七、
〇
八
八
円
で、
会
社
は
同
日
北
海
道
炭
礦
汽
船
株
式
会
社
と
改
称
す
る
こ

と
に
な
り、
本
社
を
室
蘭
町
に
移
転
し
た
。

滝
川
は
地
理
的
に
石
狩、
空
知
の
両
川
に
抱
擁
さ
れ、
水
運
の
便
に
恵
ま

れ
、
こ
れ
ま
で
江
別
間
を
小
蒸
気
船
で
石
狩
川
を
往
復
し
て
旅
客
や
貨
物
を
運

送
し
て
い
た。
石
狩
川、
空
知
川
縁
の
波
止
場
が
そ
の
荷
揚
場
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
石
狩
川
は
重
要
な
交
通
路
で
あ
った
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十

五
年
二
月
鉄
道
が
空
知
太
駅
ま
で
延
長
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て、
水
路
の
利
用

は
自
然
に
す
た
れ
て
き
た
。
明
治
二
十
三
年
上
川
郡
永
山
兵
村
の
建
築
が
着
手

さ
れ
て
以
来、
上
川
に
向
か
っ
て
交
通
頻
繁
と
な
り
鉄
道
の
終
着
駅
で
あ
っ
た

滝
川
は、
上
川
に
対
す
る
要
衝
と
し
て
ほ
と
んど
そ
の
交
通
運
輸
を
掌
中
に
握

り
、
運
送
業
は
物
品
販
売
業
と
相
な
ら
ん
で
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
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第
七
節
上
川
線
の
開
通

上
川
線
の
計
画

明
治
十
八
年
司
法
大
輔
岩
村
通
俊
は
北
海
道
を
巡
回
し、

屯
田
兵
司
令
官
永
山
武
四
郎
と
と
も
に
上
川
に
行
き、
近
文
山
に
登
っ
て
上
川

の
形
勢
を
視
察
し
た
が、
翌
十
九
年
一
月
北
海
道
庁
が
開
庁
し
初
代
長
官
と
し

て
赴
任
す
る
と
す
ぐ
上
川
へ
の
鉄
道
敷
設
を
計
画
し
た
。
北
海
道
庁
二
等
技
師

平
井
晴
二
郎ら
に
岩
見
沢
・
上
川
間、
小
樽・
函
館
間
な
ど
の
鉄
道
線
路
を
測

量
さ
せ、
ま
た
明
治
十
九
年
に
は
岩
見
沢
・
上
川
間
の
仮
道
路
を
建
設
し、
つ

い
で
二
十
二
年
十
月
空
知
太
・
忠
別
太
間、
市
来
知
・
空
知
太
間
の
道
路
が
改

修
さ
れ
て
上
川
地
方
へ
の
利
便
は
し
だ
い
に
開
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治二
十
五
年二
月、
時
の
長
官
渡
辺
千
秋
は
北
海
道
中
央
鉄
道
敷
設
計
画

を
樹
て、
同
年
五
月
の
第
三
回
帝
国
議
会
で
審
議
さ
れ
た
鉄
道
敷
設
法
案
に
上

程
さ
れ
た
が、
惜
し
く
も
審
議
未了
に
終
わ
っ
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た。

同
年
十
月
二
十
五
日
北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
長々
高
島
嘉
右
衛
門
が
内
願
書

を
提
出
し
た
。

上
川
は
離
宮
予
定
地
にし
て
且
つ原
野
広
大
地
味
肥
沃
な
り、
而
か
も
そ
の
位
置
本
道
の

中
央
に
位
し、
此
の
地
一
度
開
か
る
れ
ば
余
沢
の
及
ぶ
所
測
ら
れ
ず、
今
拓
殖
に
最
も
急
と

す
る
は
こ
の方
面
に
鉄
道
を
敷
く
に
在
り、
政
府
速
に
之
が
敷
設
に
着
手
せ
ら
る
れ
ば
真
に

国
家
の
大
慶
な
る
も、
若
も
然
ら
ず
ん
ば
本
社
之
に
当
ら
ん
と
す
。
今
本
社
の
新
設
鉄
道
方

に
竣
工
し
技
術
員
以
下
工
夫
未
だ
四
散
せず
、
仍
て
之
を
使
役
せ
ば
工
を
施
す
こ
と
易
く
し

て
費
を
省
く
こ
と
多
か
ら
ん
。
そ
の
興
業
費
は
百
四
十
万
円
乃
至
百
五
十
万
円
を
要
す
る
も

該
線
は
運
炭の
便
な
き
を
似
て、
営
業
上
一
ヶ
年
凡
そ三
万
三
千
円
の
損
失
を
負
うべ
け
れ

ば、
従
前
の
如
く
年
五
朱
を
補
給
せ
ら
れ
度
し
。

と
請
願
し
た
の
で、
時
の
長
官
北
垣
国
道
は
会
社
内
願
の
趣
旨
を
逓
信
大
臣

に
具
申
し
て
い
る
。

翌
二
十
六
年三
月
北
垣
長
官
は
北
海
道
開
拓
意
見
書
を
内
務
大
臣
に
進
達
し

て、
本
道
の
鉄
道
布
設
及
び
築
港
工
事
と
が
本
道
拓
殖
上
最
大
急
務
で
あ
る
と

具
申
し
、
一方、

明
治二
十
七
年
帝
国
大
学
に
移
牒
し
、
工
学
博
士
田
辺
朔
郎

に
本
道
鉄
道
線
路
の
調
査
を
嘱
託
し
た
。

明
治
二
十
七
年
五
月
第
六
帝
国
議
会
で
貴
族
院
議
員
公
爵
近
衛
篤
麿
ら
か
ら

「北
海
道
開
拓
に
関
す
る
建
議
案
」が
提
出
さ
れ
た
。
空
知
太
以
東
及び
旭
川
・

宗
谷
間
の
鉄
道
布
設
の
急
務
を
力
説
し
た
の
で
あ
る
。
翌
二
十
八
年
一
月
第

七
帝
国
議
会
に
旭
川
村
武
市
清
行
ほ
か
一
一三名

から
近
衛
篤
麿
議
員
の
紹
介

で
空
知
太
・
旭
川
間
の
鉄
道
布
設
を
請
願
し
た
。
この
年
七
月
か
ね
て
調
査
し

て
い
た
本
道
幹
支
線
鉄
道
調
査
及
び
幹
線
図
が
で
き
上
り、
そ
の
急
を
要
す
る

も
の
を
選
択
し
て
そ
の
経
費
の
支
出
方
を
政
府
に
要
請
し
た
。
政
府
は
空
知

太
・
旭
川
間
だ
け
を
認
め、
他
は
こ
れ
を
後
日
に
留
保
し
て、
第
九
帝
国
議
会

に
提
出
さ
れ
た。

こ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
朝
野
は
本
道
の
鉄
道
布
設
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し、
名
望
有
識
の
士
の
視
察
が
多
く
な
り
、
こ
と
に
日
清
戦
役
後
の
国
内
経
営

の
急
を
思
い、
鉄
道
布
設
の
声
が
し
だ
い
に
高
ま
った
。
し
か
し
明
治二
十
九

年
二
月
三
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
は、
全
部
の
計
画
を
樹
て
な
い
で
わ
ず
か
に

布
設
し
よ
う
と
す
る
の
は
姑
息
に
過
ぎ
る
と
い
う
理
由
で、
該
鉄
道
布
設
費
を

否
決
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
上
京
委
員
は
近
衛
篤
麿、
対
馬
嘉
三
郎、
望
月

右
内、
坂
東
勘
五
郎ら
を
依
頼
し
て
懇
請
し、
そ
の
熱
誠
は
賛
同
を
得、

一度
委
員
会
で
否
決
し
た
も
の
を
さ
ら
に
本
会
議
で
経
費
を
復
活
し
つ
い
で
貴
族
院

も
通
過
し
た
。
近
衛
公
爵
ら
か
ら
提
出
さ
れ
た
北
海
道
鉄
道
敷
設
法
案
が
可
決
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さ
れ、
政
府
提
案
の
空
知
太
旭
川
間三
五
マ
イ
ル、
布
設
費
一一
七
万
八、
三

三
一
円
でこ
れ
を二
ヵ年
の
継
続工
事
と
し、
同
年
五
月
十
四
日
法
律
第
九
十

三
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ、
道
庁
内
に
布
設
部
を
設
け
同
年
六
月
二
十
二
日
工

事
に
着
手
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

敷
設
工
事
の
概
要

炭
礦
鉄
道
会
社
空
知
線
の
終
点
空
知太
に
起
こ
り、
上

川
郡
旭
川
村
に
達
す
る
も
の
で
、
そ
の
起
点
か
ら
た
だ
ち
に
空
知
川
三〇
呎
?

四
長

梁
橋

を

渡
り、
右
折
し
て
滝
川
市
街
を
過
ぎ
直
線
に
進
行
線
で
十
の
哩
弱

本
線
中の
最
長
直
左
方
上
川
道
路

と
併
行
し
て
村
落
田
圃
の
間
を
貫
通
し
、
江
部
乙
兵
村
を
過
ぎ
石
狩
川
10円 長梁
橋

四

を
渡
り
雨
竜
郡
に
入
り
右
折
し
て
、
雨
竜
原
野
の
南
部
深
川
兵
村
間
を
通
過
し

神
居
古
潭
の
勝
地
に入
る
。
神
居
古
潭
は
本
道
有
数
の
名
勝
地
で
あ
る
。
鉄
道

は
こ
の
間
の
巌
石
を
掘
っ
て
隧
道
を
造
り、
絶
壁
を
割
っ
て
線
路
を
敷
い
た
。

こ
の
間
五
マ
イ
ル
の
間
最
急
勾
配
一〇
〇
分
の
一、
最
小
曲
線
一〇
度
と
し
、

第
一
第
二
の
隧
道
良+余明

を
通
過
し
江
丹
別
に
い
た
り、
は
じ
め
て
上
川
郡
の

平
野
に
出
で
江
丹
別
オ
サ
ラ
ッ
ペ
の
二
川
と190円

を
渡
り
右
曲
し
て
再
び
石

福
狩
川
だ
円
を
渡
り
旭
川
市
街
に
入
る
。
停
車
場
は
滝
川、
江
部
乙、
妹
背

牛、
深
川
、
納
内
の
五
ヵ
所
に
設
け
た。
空
知
太
は
そ
の
位
置
狭
隘
で
旅
客、

貨
物
の
取
扱
い
に
不
便
の
た
め
炭
礦
鉄
道
線三
マ
イ
ル
許
り
を
借
入
れ、
そ
の

砂
川
停
車
場
を
も
っ
て
官
私
両
線
の
接
続
地
を
定
め
ら
れ
た
。

工
事
の
予
算
金
は
一
一七
万
八
、
三三
一
円
で
二
ヵ
年
の
継
続
事
業
で
あ
る

が
、
ち
ょ
う
ど
全
国
的
に
事
業
が
盛
ん
に
起
こ
った
た
め
工
事
を
請
負
う
も
の

が
少
な
く
、
物
資
は
予
算
編
成
の
当
時
よ
り
も
は
な
は
だ
し
く
昂
騰
し
、
な
お

銀
貨
の
下
落
に
よ
り
海
外
に
支
払
う
金
額
に
大
差
が
で
き
た。
ま
た
海
外
工
場

第
一
章
交
通・
運
輸

の
同
盟
罷
業
の
余
波
を
受
け
て
材
料
購
入
が
非
常
に
困
難
と
な
り
、
そ
の
う
え

起
工
の
年
は
雨
雪
及び
水
害
が
あ
っ
て、
操
業
の
で
き
た
日
数
は
例
年
の
半
分

にも
及
ば
な
か
っ
た。
この
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
の
障
碍
を
排
し
て
よ
う
やく
竣

工
し
よ
う
と
し
た
と
き、
明
治
三
十
一
年
四
月
二
十
一日
の
水
害
に
遇
い、
石

狩、
空
知二
川
の
仮
橋
三
ヵ
所
が
流
失
し
、
こ
の
復
旧
費
に
二
万
円
も
か
か
り

日
夜
工
事
を
督
励
し
た
が、
そ
の
た
め
に
開
業
遅
延
し
て、
同
年
七
月
十
六
日

よ
う
や
く
全
線
の
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
延
長
は
三
六
マ
イ

ル
ー
チ
ェ
ーン
、
工
事
費
は
復
旧
費
を
含
ん
で
一
二〇
万
円、
平
均
一
マイ
ル

に
つ
き
三
万
四
、
〇
〇
〇
円
に
当
た
っ
て
い
る
。

<「北
海
誌
料
」>

開
通
祝
賀
会

上
川
鉄
道
の
開
通
式
は
七
月
十
五
日
の
予
定
で
あ
っ
た
が

都
合
で
八
月
に
延
期
さ
れ、
営
業
は
七
月
十
六
日
から
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
日

滝
川
か
ら
中
等
客
車三
輛
及
び
並
等
客
車
五
輛
を
連
結
し
、
国
旗
と
鉄
道
旗
を

交
叉
し
て
来
賓
そ
の
他
の
初
乗
客
を
乗
せ、
途
中
一
駅
ご
と
に
停
車
し
て
進
行

式
を
あ
げ
、
支
障
な
く
旭
川
に
着
い
た
の
で
こ
の
夜
盛
大
な
祝
賀
会
を
催
し、

百
余
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

つ
い
で
八
月
二
十
一
日
官
民
連
合
の
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。
当
日
の
式
場
は

旭
川
工
場、
札
幌、
小
樽、
上
川
、
空
知、
室
蘭
な
ど
か
ら
官
民
併
せ
て
三
百

余
名、
未
明
から
札
幌
停
車
場
に
集
ま
り
設
け
の
列
車
に
乗
り
定
刻
に
さ
え
わ

た
る
奏
楽
裡
に
進
行
を
開
始
し、
やが
て
煙
火
を
打
揚
げ
歓
迎
の
渦
を
巻
い
た

旭
川
に
到
着
し
、
た
だ
ち
に
式
場
に
入
っ
た
。
各
種
の
装
飾
を
施
し
た
式
場
で

は、
ま
ず
鉄
道
敷
設
部
長
坂
本
俊
健
の
挙
式
の
辞
、
長
官
杉
田
定
一
の
式
辞、

技
術
長
田
辺
朔
郎
技
師
の
工
事
報
告
、
協
賛
会
長
対
馬
嘉
三
郎、
第
七
師
団
長

永
山
武
四
郎、
前
長
官
北
垣
国
道、
内
務
省
北
海
道
局
長
中
島
又
五
郎、
上
川
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第
十
一
編
交
通・
運
輸
・
治
水

支
庁
長
林
顕三
ら
の
祝
辞
に
つ
い
で
来
賓
代
表
貴
族
院
議
員
調
所
広
丈
の
挨
拶

が
あ
り、
万
歳
の
声
轟
き
渡
る
う
ち
に
式
を
終
え
た。

明
治
三
十
一
年
七
月
十
六
日
か
ら
上
川
線
は
営
業
を
開
始

し
た
。

営
業
開
始

兼
テ
屢
記々
セ
ル
カ
如
ク
弥
ョ
今
十
六
日
ョ
リ
空
知
太、
旭
川
間
ノ
官
線
鉄
道
ハ
開
通
シ

タ
リ
是
ニ
就
テ
ハ北
海
道
鉄
道
開
通
式
協
賛
会
ナ
ル
モ
ノノ
起
リ
テ
昨
十
五
日
盛
大
ナ
ル
式

ヲ
挙
行
ス
ル
筈
ナ
リ
シ
モ
種
々
ナ
ル
都
合
ノア
リ
テ
来
月
二
十
日
前
後
マ
デ
延
引
セラ
ル
然

レ
ド
モ
鉄
道
部
ニ
於
テ
ハ
同
挙
行
へ別
問
題
ト
シテ
今
十
六
日
ョ
リ
是
非
ト
モ
開
始
ヲ
決
行

セ
ン
ト
先
般
来
部
員
ヲ
各
駅
ニ
出
張
セ
シ
メ
其
手
配
ニ
汲
タ々
リ
シ
モ
用
途
品
ノ
遅
着
セ
シ

タ
メ
万
事
手
遅
レ
故
⇒
以
テ
再
昨
夜
ョリ
一
昨
夜
ニ
掛
ヶ
駅
員
並
ニ
出
張
員
へ
徹
夜
駅
内
ノ

事
務
処
理
シ
頗
ル
繁
劇
多
忙
ヲ
極
メ
タ
ル
其
結
果
ハ著
シ
ク
昨
夜
ニ
テ
悉
皆
ノ
準
備
ヲ
終

リ
タ
リ
ト
又
タ
本
日
ノ
開
始
ニ
就
テ
聞
ク
ニ
先
ッ
汽
関
車
ヲ
シ
テ
客
車
上
中
並
及
ビ
台
車
数

台
ヲ
連
結
シ
国
旗
及
ビ
鉄
道
旗
ヲ
交
叉
ッ
予
テ
招
待
セ
ル
各
高
等
官
並
ニ
区
内
紳
士
紳
商
新

聞
記
者
等
ヲ
乗
車
セシ
メ
午
前
定
時
ニ
発
車
シ一
駅
毎
ニ
停
車
シ
テ
其
進
行
式
ヲ
挙
ゲ
旭
川

ニ
着
シ
テ
後
チ
一
行
ニ
午
餐
ノ
響
応
ヲ
為
ス
筈
ナ
リ
ト
尚
ホ
聞
ク
此
行
ハ真
ノ
初
行
ナ
レ
バ

各
駅
ト
モ
初
荷
積
出
シ
意
外
ニタ
ク
又
タ
近
郷
近
在
ノ
移
住
民
ハ之
ヲ
見
物
セ
ン
ト
テ
各
駅

舎
ニ
集
中
シ
テ
混
雑
一
方
ナ
ラ
ズ
危
険
ノ
虞
ナ
ン
ト
セ
ザ
レ
バ
部
長
ハ
特
ニ之
ニ
対
ス
ル
注

意
ヲ
与
ヘ
タ
リ
ト
云
フ

<
明
治三
一
・
七
・
一六
「北
海
毎
日
新
聞
」
>

上
川
鉄
道
開
始
概
況

同
線
予
記
ノ
如
ク
去
ル十
六
日
空
知
太
旭
川
間
ノ
汽
車
運
転
開
始
セ
リ
愛
ニ
其
概
況
ラ

記
サン
ニ
道
庁
鉄
道
部
ニ
於
八
各
課
長
以
下
準
備
委
員
十
数
名
開
始
以
前
ョリ
該
地
方
ニ
出

張
滝
川
旭川
砂
川
間
ノ
試
運
転
為
セ
ル
ニ豪
モ
支
障
ナ
キ
ラ
以
テ
十
五
日
ハ
試
運
転
ニ
止

メ
翌
十
六
日
ハ
定
時
来
賓
乗
客
ノ
集
中
ス
ル
ヲ
待
テ
ルニ
汽
車
入
替
ノ
都
合
ト
近
傍
ヨリ
初

乗
ヲ
為
サン
ト
停
車
場
ニ群
集
セ
ル
乗
客
頗
ル
多
カ
リシ
為
メ
発
車
時
間
過
ル
凡
ソ
二
十

分
計
ㇼ
係
員
ハ
此
混
雑
ニ
来
賓
其
他
ノ
乗
客
ニ
怪
我
過
失
ノ
ア
リ
テ
ハ
ナ
ラ
ズ
ト
注
意
シ
軈

カ
テ
中
等
客
車
三
台
ト
並
等
客
車
五
台
ト
ヲ
連
結
シ
之
レ
ニ
一同
乗
車
セ
シ
メ
且
ツ
停
車
場

ニ
待
チ
合
セ
居
シ
山
崎
殖
民
部
長、
坂
本
鉄
道
部
長、
田
辺
技
術
長
及
当
日
ノ
来
賓
タ
ル
井

上
角
五
郎、
内
務
省
参
事
官
堀
信
次、
同
省
属
前
田
憲、
蔭
山
支
庁
長
代
理、
炭
礦
鉄
道
会

社
大
嶋、
飯
間ノ
二
技
術
長、
青
木
小
樽
築
港
技
師
対
馬
嘉三
郎、
船
樹
忠
郎
等
ノ
諸
氏
其

他
ノ
来
賓
一
同
係
員
ノ
案
内
ニ
テ
各
室
ニ
入
リ
汽
車
一
声
滝
川
停
車
場
ヲ
発
車
シ
各
停
車
場

ニ
暫
時
停
車
シ
テ
旭
川
ニ着
市
街
一
般
人
民
及
学
生
等
ノ
此
一
行
ヲ
待
チ
受
ケ
タ
ル
ヲ
見
ル

来
賓
及
乗
客
ハ
此
処
ニ
テ
停
車
場
内
設
ケ
ノ
室
ニ
テ
休
憩
談
話
ニ
時
移
シ
夜
ニ
至
リ
テ
旭

川
第
一
ト
言
ハ
ル
、
料
理
店
ニ
テ
有
志
者
ノ
発
起
ニ
係
ル
懇
親
会
ア
リ
此
席
ニ
列
セ
ル
者
ノ

無
慮
百
余
名
席
上
林
支
庁
長
其
他
有
志
者
ノ
演
説
及
ビ
発
起
人
総
代
ノ
演
説
等
ア
リ
終
ツ
テ

坂
本
鉄
道
部
長
ノ
答
辞
次
ニ
井
上
炭
礦
理
事
ノ
演
説
等
ア
リ
テ
閉
会
ヲ
告
ゲ
タ
ル
ハ
其
夜
ノ

夜
半
ニ
シテ
一
行
ハ
翌
十
七
日
ノ
午
前
八
時三
十
分
発
ノ
列
車
ニ
テ
無
事
帰
札
セ
リ
。

官
私
設
鉄
道
連
絡に
就て

<
明
治三
一
・七
・
一
九
「
北
海
毎
日
新
聞
」
>

官
設
鉄
道
即
チ
上
川
線
卜
私
設
鉄
道
即
チ
炭
礦
鉄
道
線

ト
ノ
連
絡
ニ
就
テ
ハ
官
設
鉄
道
ハ英
国
式
ニ
ョ
リ
設
計
セ
ラ
レ
私
設
鉄
道
ハ
米
国
式
ナ
レ
バ

自
然
其
間
ニ
不
便
ヲ
生
ス
ル
事
ア
ラ
ン
ト
ハ曾
テ
記
載
ス
ル
所
ナ
リ
シ
カ
今
当
局
者
ノ
語
ル

所
ニ
ョレ
バ
官
設
鉄
道
ハ
本
年
六
月
一
日
ョリ
運
転
ヲ
初
ム
ル
予
定
ナ
ル
モ
運
転
ヲ
初
ム
ル

ト
同
時
ニ
官
私
鉄
道
カ
直
チ
ニ
相
互
ノ
線
路
ヲ
使
用
ス
ル
者
ニ
アラ
ス
即
チ
官
設
列
車
カ
其

儘
私
設
鉄
道
ノ
線
路
内
ニ
入
リ
又
私
設
ノ
列
車
カ
官
設
ノ
線
路
内
ニ
入
ル
者
ニ
ア
ラ
ス
少
ナ

ク
モ一
ヶ
年
間
位
ハ
乗
客
ニ
セ
ョ貨
物
ニ
セ
ョ
相
互
ノ
接
続
地
ニ於
テ
積
換
ュ
ル
コ
ト
ナ
リ

其
ハ
一
ヶ年
位
ハ
相
互
ニ
何
程
ノ
乗
客
及
ビ
積
荷
ア
ル
ヤ
不
分
明
ニ
シ
テ
予
算
ヲ
立
ツ
ル
コ

ト
能
ハ
ザ
レ
バ
ー
ケ
年
位
ハ
其
予
算
ヲ
立
ツ
ル
試
験
ヲ
ナ
シ
予
算
成
立
ノ
上
ニ
於
テ
相
互
ニ

契
約
ヲ
締
結
ス
ル
者
ナ
リ
是
ハ
本
道
ノ
鉄
道
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
内
地
ニ
テ
モ
外
国
ニ
テ
モ
此
方
法

ニ
依
リ
居
ル
事
ナ
リ
而
シ
テ
米
国
式
及
英
国
式
ノ
差
異
ニ
就
テ
云
々
ス
ル
者
ア
レ
ド
是
ハ

簡
単
ナ
ル
手
続
ニ
於
テ
不
便
ヲ
感
セ
サル
ヘ
ツ
其
接
続
時
期
ニ
至
テ
モ少
シ
ク
考
案
セ
ハ
難

キ
事
ナ
シ
今
其
相
違
ノ
点
ヲ
挙
ク
レ
ハ私
設
鉄
道
ト
官
設
鉄
道
ト
ハ列
車
ノ
高
サ
ニ於
テ
九

吋
ノ
相
違
ア
ル
ト
接
続
器
カ
私
設
ニ
於
テ
ハ中
央
ニ
一
ヶ
所
ナ
ル
モ
官
設
へ
両
脚
ノ
二
ヶ
所

ニ
アリ
故
ニ
接
続
ノ
際
適
当
ニ
密
着
セ
シ
ム
ル
事
態
ハザ
レ
ト
モ
列
車
ノ
接
続
ニ
相
互
入
り

乱
レテ
接
続
ス
ル
者
ニ
アラ
ス
全
列
車
中
一
ヶ所
ナ
リ
即
チ
官
設
ノ
分
五
両
刃
繋
ギ
私
設
ノ

分
五
両
ヲ
繋
ク
ト
云
フ
様
ニ
ナ
ス
者
ナリ
而
シ
テ
其
列
車
ト
列
車
ノ
間
ニ
ー
ッ
接
続
車
ナ
ル

者
ヲ
作
リ
置
キ
テ
其
間
ニ
挾
ム
ナ
リ
其
接
続
車
ナ
ル
者
ノ
構
造
ハ
極
小
形
ニ
シ
テ
台
車
ニ少

シ
ク
傾
斜
ヲ
ナ
サシ
ム
即
チ
一
方
ハ
一
方
ヨ
リ
九
吋
高
キ
様
ニ
ナシ
而
シ
テ
ー
方
ノ
端
ニ二

ヶ
所
ノ
接
続
器
ヲ
据
へ
一
方
ニ
ハ
中
央
一
ヶ
所
ノ
連
続
器
ラ
付
シ
置
カ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
接
続

ス
ル
事
ヲ
得
へ
シ
其
ハ
兎
モ
角
炭
礦
鉄
道
ト
同
様
ナ
ル
設
計
ニ
ョ
ル
時
ハ
一
時
間
全
速
力
ヲ

以
テ
走
ル
モ二
十
哩
以
上
超
越
ス
ル
事
能
ハ
ス
故
ニ
今
後
日
進
月
歩
ノ
社
会
ニ
於
テ
一
時

626
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史」>



間
二
十
哩
ト
云
フ
ガ
如
キ
緩
慢
ナ
ル
汽
車
ハ
中
頻々
繁
ナ
ル
社
会
ノ
用
ヲ
ナ
ス
ヲ
得
ス
諸
外

国
ニ
於
テ
ハ
少
ナ
ク
モ
汽
車
ハ一
時
間
三
十
五
哩
ヲ
走
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
定
論
ア
ル
位

ナ
リ
然
モ
今
日
敷
設
セラ
レ
ッ
ツア
ル
場
所
ハ
実
ニ
北
海
道
ノ
中
央
線
ニ
シテ
本
道
ノ
凡
テ

ノ
鉄
道
皆
ナ
其
レ
ニ依
ラ
サル
へ
カ
ラ
ス
斯
ク
大
必
要
ナ
ル
鉄
道
ガ
一
時
間
全
速
力
廿
哩
ト

イ
フ
如
キ
緩
慢
ナ
ル
方
法
ニ
ョ
ル
設
計
ニ
ハ到
底
従
フ
事
ヲ
得
ス
斯
レ
緩
慢
ナ
ル
鉄
道
ハ辺

鄙
ナ
ル
片
田
舎
或
ハ
市
街
鉄
道
ニ
用
ュ
ル
設
計
ナリ
炭
礦
鉄
道
が
敷
設
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ノ

北
海
道
ナ
レ
ハ
或
ハ
適
当
ナ
リ
シ
ヤ
モ
図
ラ
レ
サレ
ト
今
日
内
地
ヨリ
来
リ
タ
ル
者
サ
へ何

カ
北
海
道
ノ
鉄
道
ハ
遅
イ
様
ナ
気
カ
ス
ル
ト
ノ
嘆
ハ
毎
度
耳
ニ
ス
ル
所
ナ
リ
然
ル
ニ
尚
日
々

進
ミ
ツツ
ア
ル
社
会
へ
到
底
長
ク
現
今
ノ
速
力
ラ
以
テ
満
足
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ス
故
ニ
今
回
ノ

官
設
鉄
道
ハ
一
時
間
四
十
哩
ヲ
走
り
得
へ
キ
設
計
ニ
ナリ
居
レ
リ
此
レ
私
設
鉄
道
ノ
設
計
ニ

従
フ
能
ハ
サ
ル
理
由
ナ
リ
且
接
続
器
ノ
一
ヶ
所
ナ
ル
ト二
ヶ
所
ナ
ル
ト
ハ危
険
ノ
度
ニ
於
テ

幾
分
ノ
相
違
ア
ル
者
ナリ
今
日
ノ
如
キ
緩
速
力
ナ
レ
バ
兎
モ
角
少
シ
ク
速
力
ヲ
高
ム
ル
ニ於

テ
ハ
或
ハ
列
車
が
途
中
ョ
リ
切
断
ス
ル
車
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
米
国
ニ
於
テ
ハ
時
列々
車
ノ
半
分

カ
途
中
ニ
取
残
サ
レ
或
ハ
機
関
車
ノ
ミ
走
リ
タ
リ
ト
云
フ
如
キ
事
ア
リ
即
チ人
ト
人
ト
カ
一

本
ノ
手
ニ
テ
繋
カリ
合
フ
ト二
本
ノ
手
ニ
テ
繋
カ
ル
ト
ノ
相
違
ア
ル
カ
如
シ
結
局
炭
礦
会
社

ハ
小
樽
ト
イ
フ
良
港
ヲ
基
点
ト
シ
居
ル
ヲ
以
テ
余
程
強
身
ニ
思
フ
様
ナ
レ
ト
本
道
ノ
海
岸
即

チ
汽
船
ト
ノ
接
続
地
ハ
決
シ
テ
小
樽
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
函
館
室
蘭
等
幾
ヶ
所
モ
ア
レ
ハ右
程
接

続
点
ニ
モ
困
難
ト
イ
フ
事
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
若
シ
又
小
樽
ョ
リ
他
ニ
汽
船
ト
ノ
接
続
地
ナ
シ
ト

セ
ハ
鉄
道
条
例
に
依
り
運
転
後
廿
年
経
過
セバ
政
府
ニ必
要
ナ
ル
場
合
ニ
ハ其
求
メ
ヲ
拒

ム
ヲ
得
サ
ル
事
ナ
レ
ハ
其
年
限
モ
近
々
ノ
事
ナ
ル
へ
ケ
レ
ハ其
際
買
収
為
ス
ヲ
得
へ
ク
其

時
ニ
思
フ
儘
ニ
改
良
ヲ
為
ス
モ
決
シ
テ
困
難
ナ
ル
事
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
云
々

<
明
治三
一・
四・
二
七
「北
海
毎
日
新
聞」
>

鉄
道
開
通
の
影
響

開
拓
当
初、
空
知
太
・
旭
川
間
の
道
路
と
い
え
ば
、

冬
季
間
の
ほ
か
は
融
雪
降
雨
の
つ
ど、
道
路
は
た
ち
ま
ち
泥
沼
と
変
わ
り
ま
た

荷
車
は
輪
を
埋
め
て
駄
馬
は
そ
の
腹
を
没
し、
ひ
ど
い
の
は
搬
送
を
中
止
し

て、
大
豆、
小
豆
な
ど
包
装
の
ま
ま
途
中
で
抛
棄
し
て
去
り、
顧
み
る
者
も
な

い
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
駄
馬
一
里
の
賃
金
が
三
〇
銭
に
上
が
り
、
ま

た
米
一
石
の
運
賃
に
二
円
五
〇
銭
か
か
り、
物
価
の
高
い
こ
と
は
全
道
で
も
っ

と
も
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
地
方
農
民
が
そ
の
農
産
物
を
売
る

に
際
し
て
は
き
わ
め
て
低
廉
で、
ま
っ
た
く
収
支
の
均
衡
を
失
っ
て
い
て
農
民

は
生
活
の
不
安
を
感
ぜ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
かし
上
川
線
の
開
通
に
よ
っ
て
砂
川、
旭
川
間
の
鉄
道
運
賃
米
一
俵
に
つ

い
て
一
〇
銭
内
外
と
な
っ
て、
そ
の
利
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
低
廉
に
泣
か
さ

れ
た
農
産
物
は
搬
出
が
便
利
に
な
った
ば
か
り
で
な
く、
価
格
が
上
が
っ
て
農

家
経
済
は
い
ち
じ
る
し
く
活
気
を
呈
し
た
。
旭
川
を
中
心
と
し
て
各
種
の
産
業

が
興
り
市
街
は
日
を
お
っ
て
発
展
す
る
よ
う
に
な
った
。

永 旭 納 深 滝 砂

山 川 内 川 川 川

着 発着 発 発着 発 発 発着発
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・
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・
六
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七・三二
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六・〇六
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二
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三

妹
背
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旭
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三・五
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三・三 り
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三・五

四・二四
五・三三
五・四九
六・〇三
六・三 六・四四
七・01
七・〇五
七・三

こ
の
鉄
道
は
上
川
開
発
の
根
底
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
が、
我
が
滝
川
に
対

滝
川

駅
名

三 11 1

等
級 哩
程

七 二 六銭

四四・六七
四〇・三三
滝
川
江
部乙

七 三 七銭

三壹

三五 10 銭
二五・六六 発 着発 発 着発 発 発 着勞

/

五六六四セニ 銭
円.

三八四

1.15 銭
五・五九

円

七九七五

一・三七

永
山銭
0

北
海
道
官
設
鉄
道
哩
程
及
旅
客
乗
車
賃
金
左
表
の
と
お
り
相
定
む

内
務
省
告
示
第
六〇
号
(明
治三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
)

着
六・一九

発発
前
六・00 下

三五
・二完・
三 三・二〇

一・四六
一・三八 五五
・
三1.10

三・六

二三・〇〇
後
四・三

後
七・四

着
六・四六

一〇・一六
七・英六発

前
六・三 上

四・〇九

第
一
章
交
通・
運
輸
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

し
て
は
直
接
に
多
大
の
打
撃
を
与
え
、
滝
川
商
人
は
一
時
悲
観
の
淵
に
沈
み、

商
況
は
火
の
消
え
た
よ
う
に
振
わ
な
く
な
っ
た
。

第
八
節
鉄
道
の
整
備
発
達

明
治
時
代
に
布
設
し
た
鉄
道
は
道
内
に
お
け
る
最
も
重
要
地
点
を
結
ぶ
位
置

に
開
通
し
た
も
の
だ
け
に
、
現
在
に
お
い
て
も
幹
線
と
な
っ
て
い
る
。

各
地
に
お
け
る
開
通
地
と
年
月
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

手
宮
・
札
幌
間

札
幌・
幌
内
間

幌
内
・
幾
春
別
間

岩
見
沢・
夕
張
間

岩
見
沢・
歌
志内
間
同
二
四・

七
砂
川・
空
知
太
間

追
分・
室
蘭
間

明
治
一
三
年
一
一月

同 同
一
五
・
一
二

同
二
一・
一
一

同
二
四
・
五

同
二
五・

二
同

二
五
・
八

八

九

空
知
太
・
旭
川
間
明
治三
一年

七
月

同
三
四・

九
同
三
六・

同
三八
・

同
三
八・
一〇

同
四三
・
九

同
四三
・
一
一

大
正
年
代
で
は
大
正
十
年
八
月
五
日
釧
路
・
根
室
間
全
通、
大
正
十
一年
十

一
月
宗
谷
線
(現
天
北
線)
南
稚
内
ま
で
全
通
・
十
五
年
九
月
二
十
五
日
音
威
子

府
・
稚
内
間
全
通
と
大
正
年
代
に
道
内
主
要
地
域
と
の
交
通
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

鉄
道
の
輸
送
に
も
長
距
離
列
車
が
走
る
よ
う
に
な
る
と
、
寝
台
・
食
堂
車
の

連
結
や
急
行
列
車
も
明
治
末
期
か
ら
開
始
さ
れ
た。
昭
和
に入
っ
て
道
内
は
網

の
目
の
よ
う
に
鉄
道
が
敷
か
れ
た
。

鉄
道
の
発
達
は
大
量
に
速
く
安
全
に
輸
送
す
る
こと
に
あ
り、
複
線
に
し
て

上
下
線
を
通
す
こ
と
は
よ
り
便
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が、
滝
川
の
複
線

化
は
重
要
幹
線
で
あ
る
函
館
本
線
に
あ
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

大
正
十
三
年
岩
見
沢
・
美
唄
間
の
複
線
が
完
成
し
、
同
十
五
年
十
月二
十
日

に
は
美
唄
・
砂
川
間
の
複
線
を
完
了
し
て
運
転
を
開
始
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
砂
川
駅
の
隣
に
あ
る
滝
川
駅
の
間
に
空
知
川
が
流
れ、
こ
の
架
橋
の
複

線
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

鉄
道
省
編

1
津
軽
の
海
も
春
く
れ
ば

か
す
み

霞
の
袖
に
包
ま
れ
て

3
再
び
帰
る
岩
見
沢

34
根
室
線
へ
の
分
岐
点

詩
人
の
筆
に
名
を
得
た
る

原
始
の
森
は
拓
かれ
て

43

都の
春を
よ
そ
にし
て

国
の
富
を
ば
拓
か
ん
と

空
知
太
・
滝
川
間
の
鉄
道
複
線
開
通

滝
川
の
函
館
本
線
複
線
化
問
題
は
根

室
本
線
の
分
岐
駅
に
も
か
か
わ
ら
ず、
砂
川
駅
ま
で
開
通
し
て
以
来
何
年
間
も

複
線
化
の
き
ざ
し
が
見
え
な
い
の
で、
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
い
た。

昭
和
の
初
期
か
ら
要
望
を
繰
返
し
、
道
会
で
も
た
び
た
び
議
題
に
上
が
っ
て

い
た
が
国
へ
参
考
送
付
す
る
程
度
の
こと
で
終
わ
って
い
る
。
昭
和
十
年
二
月

の
道
会
に
既
に
四
回
採
択
に
な
っ
て
い
る
が
国
か
ら
調
査
中
の
回
答
だ
け
で
ど

う
な
っ
て
い
る
かと
手
代
木
隆
吉
道
議
が
述
べ
て
い
る
記
録
が
あ
る
。

こ
の
多
年
の
願
望
が
達
成
さ
れ
る
決
定
が
な
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
の

こ
と
で
あ
る
。
既
設
鉄
橋
は
昭
和二
十
七
年
に
架
換
え
が
完
了
し
て
い
る。

昭
和二
十
九
年
砂
川
・
空
知
太
間
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
工
費
一
億二
、
四
〇
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新
鉄
道
唱
歌

北
海
道
線
(本
文
の
ま
ま
)

う
しほ
潮
は
匂
ひ
紫
に

わ
が
函
館
も
詩
な
れ
や

美
唄、
砂
川
た
ち
ま
ち
に

滝
川
駅
に
着
き
に
け
り

空
知
川
辺
を
被
ひ
に
し

稲
の
穂
波
に
蝶
ぞ
舞
ふ

緑
の
色
も
深
川
を

増
毛
の
漁
場
も
遠
から
ず

励
む
同
胞
幸
よ
あ
れ

終

帰る
滝川
立ち
出
で
て

西
に
走
る
は
留
萌
線

流
水
浮
ぶ
北
海
に
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池
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淕
別
間

深
川
・
留
萌
間



〇
万
円
で、
昭
和三
十
年
度
は
空
知
川
鉄
橋
の
基
礎
及
び
滝
川
側
軌
道
土
盛
な

ど
七
、
五〇
〇
万
円
、
昭
和
三
十
一
年
度
は
鉄
橋
の
ガ
ー
タ
ー
や
ト
ラ
ス
ト
と

軌
条
布
設
工
費
一
億
七
、
〇
〇
〇
万
円
、
砂
川
駅
か
ら
七
・六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル、
総
工
費三
億六
、
九〇
〇
万
円
で
あ
る
。

思
え
ば
明
治
三
十
一
年
空
知
太
・
旭
川
間
(当
時
は上川

線で
あ
る
。
明
治
四
十
二

年
十
月
に
函
館線となる。)の

鉄
道
が
開
通し
て
か
ら
五
十
九
年
目
で
複
線
の
完
成

を
み
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和三
十
一
年
十
月
十二
日
軌
道
試
験
監
査
運
転
が
行
わ
れ、
十
月二
十
日

十
二
時
滝
川
駅
着
列
車
が
最
初
の
運
転
は
歓
呼
の
裡
に
完
成
を
み
た
。

複
線
完
成
に
よ
っ
て
滝
川
以
北
函
館
根
室
の
両
本
線
の
輸
送
力
は
倍
加
し、

年
間
四
〇
〇
万
ト
ン
の
輸
送
増
加
と
、
客
貨
車
の
本
数
は
八
〇
本
から
二
〇
〇

本
ま
で
増
加が
可
能
に
な
った
と
い
わ
れ
た。

函
館
本
線の
電
化
開
業

鉄
道
と
い
え
ば
黒
い
煙
を
な
び
か
せ
る
蒸
気
汽
関

車
を
連
想
し
た
も
ので
あ
る
。
長
い
間
親
し
ん
だ
蒸
気
機
関
車
に
変
わ
っ
て
デ

ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
昭
和
二
十
八
年
一
月
に
室
蘭
に
配
置
さ
れ
て
以
来、
急
速

に
デ
ィー
ゼ
ル
カ
ー
が
使
わ
れ
始
め
た。
機
動
性
が
あ
り
衛
生
的
で
あ
る
た
め

蒸
気
機
関
車
の
影
が
薄
く
な
り、
滝
川
に
お
い
て
も
複
線
が
実
現
し
て
か
ら
滝

川
・
札
幌
間
のデ
ィー
ゼ
ル
運
行
に
つ
い
て
運
動
し
て
、
昭
和
三
十三
年
八
月

の
北
海
道
博
覧
会
から
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
交
通
上
大
い
に
便
利
に
な
っ

た
。道
外
に
お
いて
は
早
く
か
ら
デ
ィー
ゼ
ル
化
と
電
化が
進
め
ら
れ、
蒸
気
機

関
車
は
追
放
状
態
で
国
鉄
幹
線
か
ら
は
姿
を
消
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

道
内
初
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
「お
お
ぞ
ら
」
が
昭
和三
十
六
年
十
月
一日
か

第
一
章
交
通
・
運
輸

第一空知川橋梁を渡る特急電車

ら
旭
川
・
函
館
間
を
運
行
し
た
が、
こ
れ
は
道
外
で
使
わ
れ
た
中
古
を
持
っ
て

き
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し、
こ
れ
以
来
は
道
内
各
地
を
短
縮し
た
距
離

感
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
ので
あ
る
。

さ
ら
に
函
館
本
線
小
樽
・
旭
川
間
を
電
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
開
通
百
年

に
あ
た
る
昭
和
四
十三
年
八
月二
十
八
日
に
国
鉄
に
電
車
が
走
った。

昭
和
三
十
九
年
に
計
画
の
具
体
化
が
は
か
ら
れ、
昭
和
四
十
年
十
二
月
か
ら

小
樽
・
滝
川
間
(一一

七・三
キ
ロメー
ト
ル)
の
電
化工
事
が
着
工
さ
れ
た
。

事
業
費
七二
億
円
と
い
う
膨
大
な
費
用
を
投
じ
、
二
年
七
ヵ
月
の
歳
月
を
要

し
て
本
道
初
の
電
化
工
事
が
完
了
し
た
。

昭
和
四
十二
年二
月
から
試
運
転
を
繰
り
返
し
、
耐
寒
耐
雪
問
題
も
解
決
し

て
最
後
の
試
運
転
は
昭
和
四
十
三
年
八
月二
十
五
日二
万
ボ
ル
ト
の
電
流
を
送

電
し
て
完
了
、
同
月
二
十
八
日
電
化
開
業
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
初
列
車
出
発
式
は
滝
川
駅
に
関

係
者
と
市
民
約二
百
人
の
参
加
者
が

見
守
る
中
で
島
田
札
鉄
局
長
の
あ
い
さ

つ、花
束
贈
呈
に
続
い
て
佐久
間
市
長、

島
田
局
長
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を入

れ、
午
前
七
時
四
十
分
一
番
電
車
が
ク

ス
玉
を
割
っ
て
す
べ
る
よ
う
に
発
車、

道
内
初
の
快
適
な
電
化
時
代
へ
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
滝
川
駅
か
ら
旭
川
駅
ま
で
の

電
化
は
翌
四
十
四
年十
月
一
日
に
完
成
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し
て
開
通
さ
れ
た
。

現
在
道
内
電
化
区
間
は
前
記
の
小
樽
・
旭
川
区
間
(一
七〇
・
六
キ
ロメ
ー
ト
ル)

の
み
で
電
化
率
四
・
三パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
五
十
五
年
十
月
ま
で
に
は
札

幌
・
室
蘭
間
も
電
化
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

蒸
気
機
関
車
の
廃
止

デ
ィー
ゼ
ル
機
関
車
の
採
用
と
列
車
に
機
関
を
持

つ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カー
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
老
朽
蒸
気
機
関
車
は
次

と々
廃
車
さ
れ、
解
体
し
て
鉄
屑
と
な
る
も
の
や
公
園
な
ど
へ
の
展
示
用
に
売

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
に入
っ
て
道
外
の
国
鉄
路
線
に
は
蒸
気
機
関
車
(ス
チ
ー
ム
・
ロ

マモ
ティブ=

S
L
)
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
切
り
替
え
後
は
北
海
道

に
集
め
ら
れ
て、
札
幌
鉄
道
管
理
局
内
に
八
四
両
と
な
っ
て
い
た。

国
鉄
の
方
針
と
し
て
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は

な
く
、
こ
れ
に
代
わ
り
七
四
両
の
デ
ィー
ゼ
ル
機
関
車
(DL)

を
配
置
す
る

計
画
の
も
と
に
同
年
五
月
十
九
日
動
力
車
労
働
組
合
に
提
案
し
た
。

滝
川
機
関
区
で
は
五
十
年
十
二
月
九
日
に
D
L
置
替
え
を
完
了
し
、
同
月
十

六
日
に
S
L
完
全
廃
止
と
な
っ
た
。

こ
のこ
ろ
はS
L
を
懐
し
む
心
情
か
ら
か
熱
心
な
S
L
フ
ァン
が
全
国
から

北
海
道
に
集
ま
り、
鉄
道
沿
線
で
カ
メラ
の
放
列
は
珍
し
く
な
い
状
態
が
各
地

で
見
ら
れ
る
ほ
ど
で、
S
L
の
写
真
・
ポ
ス
タ
ー
が
氾
濫
し
た
。

最
後
の
S
L
旅
客
列
車
は
同
年
十
二
月
十
四
日
室
蘭
発
七
時
五
十
分
岩
見
沢

行
で
あ
る
が、
通
常
四
両
編
成
を
八
両
と
し
て
定
員
六
四
〇
人
運
行
列
車
と
し

た
が、
二、
〇
〇
〇
人
以
上
も
乗
客
が
集
ま
り、
乗
り
切
れ
な
か
っ
た。

S
L
け
ん
引
最
後
の
貨
物
列
車
は
同
月二
十
四
日
夕
張
発
十
九
時
十
分、
追

電化開業
9888.29

初
列
車
出
発
式

本道の電化開業・滝川駅の初列車出発式 分
着
二
十
一
時三
十
分、
石
炭

専
用
貨
車
三
十
三
両
に
約
一
千

ト
ン
の
石
炭
を
積
ん
で
走
っ
た

のが
全
国
最
後
の
も
の
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

空
知
川
鉄
橋
の
架
替

空
知

川
河
口
に
近
い
函
館
本
線
の
空

知
川
に
架
か
る
鉄
橋
は
上
り
線

が
昭
和
二
十
七
年
に
架
換
し、

複
線
化
実
現
に
よ
り
昭
和三
十

一
年
に
架
設
し
た
橋
が
下
り
線

と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
架
設
位
置
は
地
質
が
弱

い
た
め
に
工
事
費
が
嵩
む
こ
と

か
ら
複
線
の
実
現
が
遅
れ
た
経
緯
の
あ
る
鉄
橋
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
から
道
開
発
局
で
は
空
知
川
の
河
川
改
修
を
行
い
、
東
滝
川

地
区
か
ら
始
ま
り、
五
十
一
年
に
は
河
口
ま
で
延
長
の
際
に
新
堤
防
は
両
岸
約

六
十
メ
ー
ト
ル
ず
つ
河
川
敷
を
広
げ
た
位
置
と
な
り、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
鉄
橋

も
架
け
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

従
来
の
鉄
橋
は
ト
ラ
ス
式
で
赤
く
塗
ら
れ
「
赤
鉄
橋
」
と
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
た
が、
こ
れ
よ
り
約二
十
メ
ー
ト
ル
上
流
に
橋
長
五
一
〇
メ
ー
ト
ル
七
五

の
上
下
線
を
組
み
合
わ
せ
た
一
本
橋
で
橋
幅
八
・
六
メー
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。
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工
事
費
は
三
四
億
円
で
国
鉄
と
国
が
半
分
ず
つ負
担
し
て
い
る
。
工
事
内
容

は
七
基
の
橋
脚
・
橋
台二
基
、
上
部
工
は
鋼
直
結
軌
道
を
じ
か
に
つ
け
る
方
式

を
採
用
し
て
い
る
た
め、
枕
木
を
使
っ
て
い
な
い
特
殊
工
法
で、
保
守
作
業
が

事工成的裁梁橋川知空第線本館民郎八沢大

赤鉄橋橋桁工事

省
力
化
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
の
起
工
式
は
昭
和
五

十
一
年
十
月
五
日
現
地
に

山
田
国
鉄
札
幌
工
事
局

長
、
松
村
石
狩
川
開
建
滝

川
河
川
事
務
所
長
な
ど
工

事
関
係
者
約
六
十
人
が
出

席
し
て
工
事
の
安
全
祈
願

現在の第一空知川橋梁

第
一
章
交
通
・
運
輸

旧第一空知川橋梁通称「赤鉄橋」

を
行
った。

工
事
は
冬
期
間
の
渇
水
期
に
入
る
の
で
中
央
河
川
部
か
ら
着
工、
順
調
な
作

業
の
進
展
を
み
せ、
昭
和
五
十
四
年
九
月
十
一
日
に
上
り
線
を
開
通
さ
せ、
続

い
て
同
月
二
十
六
日
下
り
線
の
開
通
と
な
っ
た
。

な
お、
本
鉄
橋
の
架
替
え
に
あ
た
っ
て
鋼
直
結
軌
道
の
採
用
は
道
内
最
初
の

も
の
で
あ
り、

レー
ル
は
継
ぎ
目
な
し
の
ロ
ン
グ
レー
ルで
、
一本
が
七〇
〇

メ
ー
ト
ル、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
こ
の
レ
ー
ル
を
し
て
い
る
た
め
継

ぎ
目
騒
音
や
振
動
が
な
い
進
ん
だ
工
法
を
取
り
入
れ
て
あ
る
。

第
九
節
下
富
良
野
線

下
富
良
野
線
布
設
運
動

明
治
三
十
一
年
の
大
水
害
で
人
心
は
動
揺
し、
商

況
の
沈
静
し
た
滝
川
で
は、
回
復
の
方
途
を
求
め
て
苦
慮
し、
つ
い
に
空
知
川

沿
岸
鉄
道
線
の
布
設
に
よ
っ
て
町
発
展
の
一大
動
機
と
し
よ
う
と
画
策
し
た
。

こ
の
鉄
道
は
北
海
道
拓
殖
の
大
方
針
か
ら
考
え
て
も
、
当
然
布
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
鉄
道
で
あ
っ
て、
滝
川
の
繁
栄
と
密
接
な
繋
り
を
も
つ
き
わ
め
て

重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
年
、
鉄
道
技
師
古
川
板
次
郎
が
は
じ
め
て
下
富
良
野
線
の
実
地
踏

査
を
行
っ
た。
こ
の
線
は
芦
別
村
の
発
展
と
石
炭
輸
送
上
急
速
に
立
案
さ
れ
て

い
っ
た。
当
時
大
竹
康
造、
江
藤
恭
太
郎
の
二
人
は
札
幌
の
宿
舎
に
古
川
を
訪

問
し
て
速
成
の
陳
情
を
し
よ
う
と
し
た
が、
早
帰々
京
出
発
の
間
際
で
あ
っ
た

た
め、
こ
れ
と
同
乗
し
て
余
市
に
い
た
り
車
中
で
詳
細
な
陳
情
を
し
た
。

と
こ
ろ
が
砂
川
と
滝川
の
ど
ち
ら
を
分
岐
点
に
す
る
か
と
いう
大
問
題が
起
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っ
た
。
滝
川
と
し
て
は、
何
と
し
て
も
滝
川
を
分
岐
点
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
こ
こ

で
砂
川
と
の
分
岐
点
問
題
が
虎
視
眈
と々
し
た
な
か
で
争
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

明
治
四
十二
年
八
月
時
の
逓
信
大
臣
兼
鉄
道
院
総
裁
男
爵
後
藤
新
平、
鉄
道

院
技
監
野
村
竜
太
郎
の
一
行
が
本
道
の
運
輸
交
通
の
実
情
視
察
の
た
め
に
来
道

し
た
。
上
川
線
の
開
通
で
失
っ
た
商
権
を
回
復
す
る
道
は、
沿
岸
鉄
道
布
設
以

外
に
な
い
と、
村
長
大
竹
康
造、
郵
便
局
長
江
藤
恭
太
郎、
有
志
代
表
三
浦
庄

作
の
三
人
は、
ま
た
札
幌
に
赴
き
一行
と
札
幌
か
ら
旭
川
に
い
た
る
間
車
中
同

乗
し
て
、
実
地
検
分
す
る
こ
と
を
懇
願
し
た
が
決
定
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一

行
が
札
幌
に
向
か
っ
て
旭
川
を
出
発
し
よ
う
と
す
る
時
さ
ら
に
江
藤
恭
太
郎、

三
浦
庄
作
の二
人
が
旭
川
に
行
き、
た
って
滝
川
下
車
の
こ
と
を
懇
願
し
た
と

こ
ろ、
大
臣
は
日
程
の
都
合
上
下
車
す
る
こと
は
で
き
な
い
が、
陳
情
を
よ
し

と
し
て
、
代
わ
っ
て
野
村
技
監
を
下
車
さ
せ
た
。

野
村
技
監
は
鉄
道
院
建
設
事
務
所
長
技
師
稲
垣
兵
太
郎
と
と
も
に
来
町
し
、

人
力
車
を
駆
っ
て
幌
倉
種
羊
場
に
い
た
り
、
帰
っ
て
一ノ
坂
上
滝
川
神
社
境
内

から
は
る
か
に実
地
を
展
望
し
、
つぶ
さ
に
町
民
の
陳
情
を
聴
取
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
を
後
藤
総
裁
に
復
命
し
た
が、
総
裁
の
心
も
非
常
に
動
い
た
模
様
で
あ

っ
た
。

明
治
四
十
二
年
十
一
月
五
日
滝
川
町
民
は
好
機
を
逸
し
て
は
な
ら
ぬ
と
空
知

川
沿
岸
鉄
道
期
成
会
を
組
織
し、
あ
く
ま
で
そ
の
目
的
貫
徹
に
ま
い
進
し
た
。

評
議
員

会
計

会
長
幹
事

田
中
和
定

久
保
正
宣

細
越政
右
衛門

大
野
長
太
郎

吉
田
伊
太
郎

渡
辺
作
治

同
会
役
員
ら
は
そ
の
運
動
方
法
に
つ
き
い
ろ
い
ろ
研
究
し
た
が、
と
に
か
く

多
少
の
費
用
が
要
る
の
で
ま
ず
会
費
出
金
名
簿
を
作
り
醵
金
募
集
を
翌
年
一月

か
ら
手
分
け
を
し
て
廻
り
、
次
の
よ
う
に
好
結
果
を
収
め
た
。

空
知
川
沿
岸
鉄
道
期
成
会
醵
金
高

丸
井
合
名
会
社
滝
川
支
店

村
上
吉太
郎

吉
田
伊
太
郎

共
成
株
式
会
社
滝
川
支
店

大
竹
康
造

糸
屋
銀
行
滝
川
支
店

朝
野
与
作

藤
田
才
市

渡
辺
作
治

芳
武
新
吾

田
辺
浅
次
郎

川
越
岩
吉

渡
辺
重
作

本
間
庄
吉

加
賀
井
弥市

野
瀬
文
吉

花
摘
新
作

相
沢
武
治

中
川
捨
三
郎

河
内
山
庄
平

河
内
平
次
郎

高
畑
宣
茂

内
田
三
之
助

一
木
保
次

岩
田
長
蔵

塚本
只
平

仁
科
庄七

坪
田
弥
市

三
浦
庄
作

久
保
正
宣

今
興
太
郎

大
野
長
太
郎

広
部
ヤ
オ

杉
本
文
吉

長
島
栄
八

細
越
政
左
衛門

江
藤
恭
太
郎豊

渡
辺

一
金
弐
拾
五
円

一
金
弐
拾
円
宛

村
山
徳
蔵

佐
原
亀
太
郎

一
金
参
拾
円
宛

一
金
参
拾
五
円

一金
百
円
宛

一
金
八
拾
円

一
金
六
拾
円
宛

一金
五
拾
円
宛

一金四
拾
五
円

一
金
四
拾
円
宛

一
金
七
円
宛

一
金
八
円
宛

一
金
拾
円
宛

一
金
拾
参
円
也

一金
拾
七
円

一
金
拾
五
円
宛

朝
野
与
作

村
上
吉
太
郎

五
十
嵐
太
郎
吉

岩
崎
金
次郎

塚
本

長
島
栄
八
只
平

照
井
謙
治

三
浦
庄
作

大
竹
康
造

副
会
長
江
藤
恭
太
郎

神
部
為
蔵

坪
田
弥
市
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中
島
広
多

田
中
和
定

柿
島
軍
治

松
沢
治
郎
吉

広
部
弥
助

粟
井
新
作

西
沢
勝
治

五
十
嵐
太
郎
吉

神
部
為
蔵



北
川
甚
弥

大
友
兼
吉
サ
ワ

友
造

中
谷
駒
市

木
村
源
五
郎

石
沢
泉
太
郎

広
瀬
忠三
郎

本
間
ミ
H

島
村
勇
助

大
倉
彦
太
郎

佐
藤
数
馬
義
信

西
本
タ
マ

安
達
戸
城
徳三
郎

中
川
五
郎

渡
辺
市
太
郎

森
岡
由
松

遠
藤
徳
太
郎

保
沢
四
郎

小
野
千
太
郎

田
川
元
吉

美
馬
早
次
郎

山
田
辰
治

山
田
喜四
郎

滝
本
市
松

大
竹
善
作

空
知
川
沿
岸
鉄
道
布
設
に
心
動
い
た
鉄
道
院
総
裁
後
藤
新
平
は、
第
二
十
六

議
会
に
こ
れ
を
政
府
案
と
し
て
提
出
し
よ
う
と
し
た。
こ
こ
で
滝
川
村
民
は
好

機
逸
し
て
は
な
ら
ぬ
と
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
二
日
大
竹
康
造、
江
藤
恭
太

郎、
今
井
勇
吉
の
三
名
を
上
京
さ
せ
該
議
案
の
通
過
に
努
力
し
た
。

政
府
は
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
七
日
左
の
議
案
と
し
て

分
岐
点
問
題

久
弥

第
二
十
六
議
会
に
提
出
し
た
。

北
海
道
鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
律
案

第
二
条
第
一
号
ノ
次
ニ
左
ノ
一
号
ヲ
加
フ

一、
石
狩
国
砂
川
近
傍
ョ
リ下
富
良
野
ニ
至
ル
鉄
道

本
案
は
委
員
付
託
と
な
り
綿
密
に
検
討
さ
れ
た
が、
該
線
よ
り
は
む
し
ろ
四

国
山
陰
山
陽
方
面
に
緊
急
を
要
す
る
鉄
道
が
あ
る
と
、
有
力
な
議
員
か
ら
具
申

が
あ
り
、
委
員
会
の
形
勢
は
誠
に
険
悪
に
な
っ
て
来
た。
そ
の
た
め
上
京
委
員

ら
は
浅
羽
靖、
東
武、
白
石
義
郎、
高
橋
直
治
ら
の
本
道
選
出
代
議
士
及
び
応

援
の
た
め
に
上
京
し
た
道
会
議
員
松
実
喜
代
太
と
相
談、
百
方
献
策
し
、
つ
い

に二
月
十
二
日
衆
議
院
を
通
過
し
た。
同
日
衆
議
院
議
長
長
谷
場
純
孝
は
こ
れ

を
貴
族
院
議
長
公
爵
徳
川
家
達
へ
廻
送
し
た
。
同
月
十
六
日
貴
族
院
第
一
議

会、
同
月
二
十
八
日
つ
い
に
貴
族
院
を
通
過
し
た。
議
長
は
即
日
裁
可
を
奏
請

し
、
ま
た
可
決
の旨
を
衆
議
院
に
通
知
し
、
三月
二
十
五
日
法
律
第二
十
三号

を
も
っ
て
同
法
改
正
の
件
が
公
布
さ
れ
た。

これ
よ
り
さ
き
に
同
議
案
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
る
に
及
び
こ
れ
を
砂
川
か

ら
下
富
良
野
に
い
た
る
鉄
道
と
な
す
と
い
う
噂
さ
が
起
こ
っ
た
。
も
し
分
岐
点

を
砂
川
に
決
定
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は、
滝
川
村
民
の
長
い
間
の
運

動
の
苦
心
が
水
泡
に
帰
し
、
い
わ
ゆ
る
竜
を
描
い
て
点
晴
を
忘
れ
た
と
い
う
誹

を
免
れ
ぬ
であ
ろ
う
。
そ
こ
で
町
民
は
ま
す
ま
す
運
動
を
続
け
た。

第
一
章
交
通
・
運
輸

田
村
外
次
郎

井
関
亀
吉

一
金
六
円
宛

一
金
五
円
五
拾
銭

一
金
五
円
宛

一
金
四
円
也

一
金
参
円
宛

一
金
二
円
五
拾
銭

一
金
弐
円
宛

一
金
壱
円
宛

一
金
五
拾
銭
宛

一千
六
百
拾四
円
也

藤
田
チ
ス

河
内山
荒
之
進碧 皮

尾形 所村
上
音
八

橋
本
久
吉

鈴
木
市
太
郎

北
川
政
次
郎

内
藤
久
賢

岡
下
喜
太
郎

沖
垣
綱
一
郎

西
荒
井
長
四
郎

蔦
保
才
助

阿
曽
沼
衛
蔵

中
田
音
吉

藤
原
兼
吉

佐
藤
林
之
助

布
目
直
太
郎

滝
川
清
作

関
谷
新太
郎

合
計
金

一
金
六
円
五
拾
銭
安
達

玄
蕃

ナ
カ

美
馬
幸
助

橋
本
田
中
重
助

池
田
好
太
郎

岩
崎
金
次
郎

上
田
文
助

近
藤
七
郎

伊
藤
範
治孝

進
藤
石
川
豊
蔵

尾
崎
清
次
郎

清
水
三
郎

浅
田
唯
吉

行
田
スミ

花
摘
新
作

大
西
亀三
郎

佐
藤
喜
作

山
田
徳三
郎

高
田
コ
ハ
キ

津
田
兵
次
郎

小
池
庄
吉

小
林
慎
吾

木
村
源
四
郎

杉
浦
又
次
郎

今
井
多三
郎

横
山二
平
治
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸・
治
水

法
律
案
は
前
記
の
よ
う
に
「砂
川
近
傍
よ
り
下
富
良
野
に
い
た
る
鉄
道
」
と

あ
っ
て、
両
院
を
通
過
し
裁
可
公
布
に
な
った
も
の
で
あ
っ
た。
し
か
し
そ
の

分
岐
点
が
ど
こ
で
あ
る
か
明
瞭
で
な
い
点
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た。
こ
の
「近

傍
」
の二
字
は
誠
に
妙
味
が
あ
る
。
後
日
「滝
川
村
を
分
岐
点
と
す
る
伏
線
で

あ
る
」
と
解
し
、
そ
の
目
的
を
達
し
た
上
京
委
員
は
意
気
軒
高
し
、
天
に
も
の

ぼ
る
心
地
で三
月
二
日
帰
町
の
途
に
つ
い
た。

砂
川
村
の
主
張

..

し
か
し
隣
り
の
砂
川
村
で
はこ
の
分
岐
点
を
砂
川
駅
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と、
歌
志
内
村
を
誘
い
滝
川
と
対
抗
し
て
運
動
を
展
開

し
た
。
し
か
し
分
岐
点
が
滝
川
駅
と
も
砂
川
駅
と
も
な
っ
て
い
な
い
の
で、
滝
川
と

し
て
は
何
と
し
て
も
分
岐
点
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず、
こ
ん
な
事
情
か
ら
は

か
ら
ず
も
滝
川
と
砂
川
と
の
猛
烈
な
分
岐
点
争
い
が
起
こ
っ
た
。

一
方、
法
律
上
に
も
明
確
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
両
村
為
政
者
は
鉄
道
建

設
に
利
害
得
失
を
あ
げ
て
陳
情
運
動
が
行
わ
れ、
宿
命
的
な
争
い
が
続
け
ら
れ

て
い
っ
た
。

滝
川
村
の
主
張

滝
川
で
は
情
勢
の
急
迫
を
知
り
、
さ
ら
に上
京
委
員
を

派
遣
し
て
鉄
道
院
総
裁
へ
の
陳
情
書
を
携
え
運
動
を
展
開
さ
せ
た
。

空
知
川
沿
岸
鉄
道
分
岐
点
ニ
関
ス
ル
陳
情
書

今
回
政
府
ハ
北
海
道
ニ
於
ケ
ル
鉄
道
ノ
系
絡
及
拓
殖
上
ノ
必
要
ニ
因
リ
北
海
道
鉄
道
敷
設

法
中
改
正
法
律
案
ラ
帝
国
議
会
に提
出
セ
ラ
レ
同
第二
条
第
一
号
ノ
次
ニ砂
川
近
傍
ヨ
リ
下

富
良
野
ニ
至
ル
鉄
道
ヲ
追
加
セラ
レ
議
会
ハ
既
ニ
之
レ
ニ協
賛
シ
将
サ
ニ
本
年
ョ
リ
起
工
ヲ

見
ン
ト
ス
其
等
多
年
ノ
宿
望
ハ
玆
ニ
達
成
セ
ン
ト
シ
テ
転
タ
欣
躍
ニ
堪
へ
ザ
ル
次
第
二之

レ
ア
リ
侯
固
ヨ
リ
其
敷
設
方
法
等
ニ
関
シテ
ハ政
府
当
局
ハ
慎
重
調
査
ヲ
遂
ゲラ
レ
適
切
ナ

ル
設
計
ヲ
ナシ
起
工
セラ
ル
ベ
キ
ハ
信
シ
テ
疑
ハ
ザ
ル
処
ニ之
レ
ア
リ
然
リ
ト
雖
モ
尚
ホ
一

ノ
憂
慮
ニ
堪
へ
ザ
ルハ
分
岐
点
設
置
ノ
個
所
ニ
有
之
候
某
等
永
ク
沿
線
附
近
ニ
居
住
シ
利
害

関
係
ノ
最
モ
浅
サ
カ
ラ
ザ
ルノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
地
理
ニ暗
熟
シ
其
状
況
ヲ
知
悉
罷
在
候
間
敢
テ

玆
ニ
尊
厳
冒
瀆
シ
僭
越
ラ
顧
ミ
ス左
ニ
卑
見
ヲ
披
瀝
シ
清
鑒
ヲ
奉
仰
候

一
新
線下
富
良
野
ョ
リ
滝
川
ニ接
続
シ
留
萌
ニ
至
ル
距
離
へ七
拾
八
哩
ニ
シ
テ
又
タ
同
所

ヨ
リ
砂
川
ニ
接
続
シ
更
ニ
留
萌
ニ
至
ル
距
離
ハ八
十
七
哩
ナ
ル
ヲ以
テ
滝
川
分
岐
点
ト
為

ス
ハ
砂
川
ヲ
分
岐
点
ト
為
ス
ニ比
シ
実
ニ
九
哩
ノ
短
縮
ヲ
為
ス
而
シ
テ
又
下
富
良
野
滝
川

間
へ
参
拾
弐
哩
ニ
シテ
下
富
良
野
砂
川
間
へ
参
拾
六
哩
半
ナ
レ
バ
其
分
岐
点
ヲ
滝
川
ニ
設

ク
ル
ト
キ
ハ
砂
川
ニ
設
ク
ル
ニ
比
シ
新
線
ニ
於テ
四
哩
半
短
縮
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
ノ
ミ

ナラ
ズ
下
富
良
野
砂
川
ヲ
連
絡
ス
レバ
徒
ラ
ニ
弐
哩
半
余ノ
無
益
ナ
ル
並
行
線
ヲ
布
設
セ

ザ
ルベ
カ
ラ
ザル
ノ
不
利
ヲ
免
レ
ザ
ル
事
瞭
ラ
カ
ナ
ル
義
ト
考
ヘラ
レ
候

二
更
ニ
現
在
ノ
旭
川
線
ト
新
線
ト
ヲ
比
較
ス
ル
ニ下
富
良
野
ョリ
滝
川
ヲ
経
テ
留
萌
ニ
至

ル
ト
キ
ハ
前
記
ノ
如
ク
七
拾
八
哩
ニ
シテ
之
レ
ヲ
現
在
線下
富
良
野
ョ
リ
旭
川
経
テ
留

萌
ニ
至
ル
八
拾
五
哩
ニ
比
スレ
バ
七
哩
ヲ
短
縮
ス
之
ニ
反
ッ
テ
下
富
良
野
ョ
リ
砂
川
ラ
経

テ
留
萌
ニ
至
ル
八
拾
七
哩
ハ
之
レ
ヲ
旭
川
ヲ
経
テ
留
萌
ニ
至
ル
現
在
線
ニ
比
ス
レ
バ
却
テ

弐
哩
ノ
延
長
ッ
来
タ
ス
が
如
キ
異
観
ヲ
呈
ス
ル
義
ニ
有
之
候

三
下
富
良
野
ョ
リ
滝
川
ニ
至
ル
ニ
ハ芦
別
ト
班
渓
間
ニ
ー
ツノ
橋
梁
ヲ
要
シ
一
見
不
利
ニ

似
タ
ル
モ
若
シ
之
ニ
反
ツ
班
渓
ニ
渡
ラ
ズ
シ
テ
平
岸
赤
平
フ
経
テ
砂
川
ニ
連
絡
シ
更
ニ留

萌
ニ
至
ラ
ン
ニ
ハ自
然
複
線
ヲ
要
シ
従
ツ
テ
空
知
川
ニ
於
テ
更
ニ大
橋
梁
ヲ
架
設
セ
ザ
ル

可
ラ
ズ
此
故
ニ
其
空
知
川
上
流
芦
別
班
渓
間
ニ
於
テ
架
設
ス
ベ
キ
橋
梁
ハ
之
ト
相
殺
シ
テ

尚
ホ
余
リ
有
リ
ト
考
ヘ
ラ
レ
候

四
滝
川
ョ
リ下
富
良
野
間
ニ
連
絡
ス
ルハ
砂
川
ョ
リ下
富
良
野
ニ
連
絡
ス
ルニ
比
ス
レ
バ

上
記
ノ
利
益
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラズ
札
幌
小
樽
並
ニ
室
蘭
方
面
ニ
至
ル
距
離
ノ
上
ニ於
テ
モ
毫

モ
径
庭
ヲ
見
ザ
ル
義
ニ有
之
候

五
該
線
分
岐
点
ノ
撰
定
ニ
関
シ
本
道
拓
殖
ノ
大
局
ヨ
リ
鑑
ミ
レバ
空
知
川
右
岸
(即
チ
滝

川
沿)
ハ土
地
広
ク
人
口
多
シ
将
来
殖
民
地
ト
シ
テ
開
発
スベ
キ
地
域
モ
自
ラ
広
汎
ニ
シ

テ
物
貨
集
散
頗
ル
大
ナ
ル
者
ア
ラ
ン
ト
ス
故
ニ
分
岐
点
撰
定
ハ
一
ニ係
ッ
テ
拓
殖
上
ノ
消

長
ニ
関
シ
延
テ
国
家
ノ
利
害
勘
カ
ラ
ズ
ト
信
ズ
故
ニ
滝
川
下
富
良
野
連
絡
ス
ル
ハ砂
川

下
富
良
野
ヲ
連
絡
ス
ル
ヨ
リ
ハ
其
利
益
ヲ
享
受
ス
ル
ノ
多
大
ナ
ル
ハ左
表
ノ
統
計
ニ
徴
ス

ル
モ
尚
ホ
瞭
ラ
カ
ナ
ル
義
ニ之
レ
ア
リ
候

但
芦
別
班
渓
間
架
設
予
定
橋
梁
ョ
リ
上
流
ノ
分
ハ
凡
テ
滝
川
砂
川
共
通
ナ
ル
ヲ
以
テ
該
橋

梁
ヨリ
下
流
ニ
於
テ
ノ
ミ
差
異
ヲ
示
シ
タ
ル
ナ
リ
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空
知
川
沿
岸
線
左
右
両
岸
比
較
表

種
別

石
炭
礦
区

森
林

将
来
牧
場

現
在
牧
場

未
墾
反
別

既
墾
反
別

現
在
人
口

現
在
戸
数 個
所

一二
〇
、
五
二
一

三、
二二
九

四、
五
一
五

一一、
六
一
五

一三
、
八九ガ

二
三
、
二
六

四、
一八
八

右
岸
滝
川

四
〇

九町一 人 八戸

左
岸
砂
川
間

下
富
良
野
県三
八

1 1

含
牧
有

四、
五
一
五

六、
二
九
五

四、
八
六

八、
六
〇
四

一、
三
五
C

差
額

二

炭
量
ハ
両
方
ラ
合
ス
レ
バ

約
二
億
五
噸
ヲ
含
有
ス

ヲ
含
有
ス

御
料
林
官
林
並
ニ
私
有
林

牧
場
ヲ
含
有
ス

農
畜
務
省
種
畜
牧
場
及
私

有
ス

御
料
地
及
国
有
未
開
地
含

ラ
含
有
ス

御
料
地
農
業
地
及
私
有
地

備

の
中
に、
滝
川
町
市
街
地
水
害
予
防
築
堤
工
事
設
計
が、
こ
の
滝
川
を
分
岐
点

と
す
る
沿
岸
鉄
道
線
路
工
事
と
、
互
い
に
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経

営
案
で
決
定
さ
れ
て
いる
滝
川
町
市
街
防
禦
の
築
堤
工
事
は、
空
知
川
右
岸
に

施
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
滝
川
を
分
岐
点
と
す
れ
ば
鉄
道
線
路
は
こ
れ

を
横
断
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
市
街
地
の
水
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
築
堤
工
事
を
施
工
す
れ
ば
鉄
道
分
岐
点
と
な
る
可
能
性
が
無

く
な
り
滝
川
は
ま
った
く
困
難
な
立
場
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

政
府
は
経
営
案
は
既
定
の
北
海
道
拓
殖
の
大
方
針
で
あ
っ
て、
鉄
道
分
岐
点
は

単
に
一
地
方
の
問
題
で
あ
る
から
、
当
然
こ
れ
は
築
堤
工
事
を
重
視
し
て
分
岐

点
は
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
砂
川
分
岐
点

に
決
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
形
勢
に
な
っ
た
。

滝
川
町
民
は
慌
て
て
明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
六
日
、
さら
に
上
京委
員
と

し
て
大
竹
康
造、
江
藤
恭
太
郎
の
二
人
を
選
ん
で
上
京
さ
せ
た
。
委
員
は
正
に

必
死
の
決
意
で
左
の
陳
情
書
を
携
帯
し
て
上
京
し
た
。

空
知
川
沿
岸
線
鉄
道
分
岐
点
ニ
関
ス
ル
情
願
書

私
共
儀
第二
十
六
次
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
テ
公
布
セラ
レ
タ
ル
空
知
川
沿
岸
線
鉄
道
分

岐
点
ニ
関
シ
囊
ニ
閣
下
ニ
陳
情
ス
ル
所
有
之
工
事
ノ
難
易
交
通
上
ノ
便
否
距
離ノ
短
縮、
工

費
ノ
節
約
貨
物
ノ
集
散
等
ニ
於
ケ
ル
利
害
得
失
ハ
略
ボ
悉
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
今
更
メ
テ
情
願
ノ

必
要
無
之
ガ
如
キ
モ
頃
来
仄
カ
ニ聞
ク
所
ニ
ョ
レバ
本
道
経
営
案
治
水
費
中
ニ
計
上
シ
ア
ル

本
村
水
害
予
防
築
堤
工
事
設
計
其
者
が
貴
院
ニ
於
ケ
ル
鉄
道
分
岐
点
ノ
御
施
設
ト
相
容
レ
ザ

ル
ラ
以
テ
今
猶
ホ
御
決
定
相
成
ラ
ザ
ル
趣
キ
若
シ
夫
レ
之
レ
アリ
ト
セバ
其
ハ
土
地
及
河
川

ノ
状
況
が
未
ダ
世
ニ
知
ラレ
ザ
ルノ
致
ス所
ニ
シ
テ
私
共
ノ
痛
嘆
措
ク
能
ハ
ザ
ル
所
ニ
有
之

候
依テ
左
ニ
私
共
遺
漏
ヲ
補
と
閣
下
ノ
明
鑑
ヲ
仰
グ
所
以
ニ
有
之
候

私
共
ハ
本
道
分
岐
点
が
我
滝
川
駅
ニ
決
セ
ラ
ル、
ヤ
否
ヤ
ノ
問
題
ヲ
以
テ
一
村
百
年
ノ

休
戚
ニ
関
ス
ル
者
ト
シ
濫
リ
ニ
他
ヲ
排
シ
テ
自
ラ
ヲ
利
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
私
心
ラ
夾
ム

者
ニ
無
之
候
唯
本
分
岐
点
ノ
砂
川
駅
ニ
決
定
セラ
レ
ン
ョリハ

滝
川
駅
ニ
決
定
セラ
ル
ル

第
一章

交
通・
運
輸

鉄
道
院
総
裁
男
爵
後
藤
新
平
殿

と
こ
ろ
が
ここ
で
問
題
に
つ
き
当
た
っ
た。
す
な
わ
ち
本
道
経
営
案
治
水
費

慶
応
元
年
七
月
二
十
二
日
生

平
民
今

井
勇
吉

北
海
道
空
知
郡
滝
川
村
字
滝
ノ
川
通三
丁
目
二
千
八
百
三
十
五
番
地

北
海
道
空
知
郡
滝
川
村
楓
通
北
二
丁
目
三
百
十
三
番
地

土
族
江
藤
,恭太郎

安
政
二
年
十
月
二
十
八
日
生

平
民
大
竹
康
造

喜
永二
年
一
月
二
日
生

北
海
道
空
知
郡
滝
川
村
広
小
路
五
丁
目
三
十
一
番
地

北
海
道
空
知
郡
滝
川
村
有
志
総
代

明
治
四
十
三
年
二
月
五
日

上
記
ノ
如
ク
距
離
及
便
否
ニ
見
テ
空
知
川
沿
岸
線
鉄
道
分
岐
点
ハ
之
ヲ
砂
川
ニ
採
ル
ヨ
リ

ハ
滝
川
ニ
採
ルノ
優
良
ナ
ル
ハ
殆
ド
言
ヲ
俟
タ
ザ
ル
処
ニ
有
之
候
間
鉄
道
ノ
系
絡
及
拓
殖
上

ノ
必
要
ニ
依
リ
敷
設
セ
ラ
ルベ
キ
本
線
ノ
分
岐
点
ハ
何
卒
滝
川
ニ御
裁
定
方
御
詮
議
相
仰
ギ

度
此
段
謹
テ
奉
陳
情
候
也

下
富
良野
間

六
六
、
九
五
〇
四
三
、
五
七
一

五、
三
二〇

九、
〇三
〇

一四、
六
五
七

二、
八
三
八

○町 七人 八戸

九町 四人 〇戸

考

一
一
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

コ
ト
ノ
国
家
民
人
ノ
福
利
ヲ
増
進
ス
ル
上
ニ於
テ
多
大
ノ
利
益
ア
ル
コ
ト
ヲ
確
信
ス
ル
ヲ

以
テ
敢
テ
之
レ
ガ
遂
行
ヲ
期
ス
ル
次
第
二
有
之
延
テ
一
村
繁
栄
ヲ
希
フ
モ
ノ
ニ候

二
従
来
ト
雖
モ
我
滝
川
駅
へ
本
道
全
線
中
農
産
物
集
散
上
第二
位
ヲ
下
ラ
ザ
ル
ハ普
ク
世

人
ノ
知
ル
所
ナ
ル
若
シ
夫
レ本
分
岐
点
が
滝
川
駅
ニ
決
セ
ラ
レ
タ
ル
暁
へ
現
今
ノ
額
ノ
数

倍
ニ
達
ス
ル
ハ
当
然
ノ
儀
ニ
有
之
候
況
ヤ
沿
線
ニ
於
ケ
ル
石
炭
ノ
豊
富
ナ
ル
樹
木
ノ
蓊
鬱

タ
ル
何
レ
モ
鉄
道
ノ
輸
送
力
ヲ
借
ラ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
天
然
物
勘
ラ
ザ
ル
ヲ
ヤ
此
ノ
如
キ
多

大
ノ
産
物
ヲ
距
離
遠
キ
砂
川
ニ
ョ
リ
留
萌
ニ搬
出
セ
ン
ニ
ハ当
業
者
ハ
余
力
ノ
運
賃
ヲ
支

払
と
貨
物
ハ
却
テ
延
着
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ガ
故
ニ
事
業
ノ
経
費
多
キ
ヲ
要
シ
テ
成
績
不
良

ニ
帰
ス
ルノ
結
果
ト
ナリ
興
ルベ
キ
ノ
事
業
モ
遂
ニ興
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
ト
相
成
本
道
ノ

開
発
上
不
利
勘
カ
ラ
ズ
候
如
上
ノ
如
ク
天
産
物
ト
農
産
物
ト
ノ
豊
富
ナ
ル
ハ
畢
竟
四
囲
ノ

区
域
ノ
広
大
ナ
ル
ヲ
明
ニ
ス
ル
証
左
ナ
ラ
ズ
ト
セン
ヤ
右
ノ
如
キ
多
額
ノ
産
物
ヲ
将
来
精

製
品
ト
シ
テ
輸
出
ス
ル
ニ
至
ル
ト
キ
ハ自
然
工
業
ノ
勃
興
ヲ
見
ル
コ
ト
モ
想
像
ス
ル
ニ
難

カ
ラ
ズ
候

三
工
事
ノ
難
易
交
通
ノ
便
否
距
離ノ
短
縮
工
費
ノ
節
約
及
前二
項
ノ
如
キ
利
益
ア
ル
モ
唯

一
ノ
本
村
水
害
予
防
築
堤
工
事
設
計
が
貴
院
ニ
於
ケ
ル
分
岐
点
ノ
御
施
設
ト
相
容
レ
ザ
ル

ノ
ミ
ノ
事
ヲ以
テ
前
陳
幾
多
ノ
利
益
ヲ
犠
牲
ト
セ
ラ
ル
ル
ガ
如
キ
事
ア
リ
テ
ハ鉄
道
経
営

上
ハ
勿
論
邦
家
ノ
痛
恨
事
ニ
有
之
候
然
ル
ニ
該
築
堤
工
事
ノ
設
計
ナ
ル
モ
ノ
ハ
明
治三
十

七
年
ノ
洪
水
後
直
ニ
旧
来
ノ
流
域
ト
同三
十
一
年
ノ
大
洪
水
嵩
水
点
ヲ
標
準
ト
シ
テ
作
成

セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
シテ
現
今
ノ
流
域
ト
符
合
セ
ザ
ル
点
多
キ
ガ
故
ニ
愈
工
事
着
手
ノ
場
合

ニハ
之
ヲ
変
更
セ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
ハ
明
カ
ナ
ル
所
ニ
有
之
候

四
由
来
本
道
ノ
河
川
ハ
天
然
ノ
流
域
ノ
儘
ニ
シテ
未
ダ
曽
テ
人
工
ヲ
加
ヘ
タ
ル
事
無
キ
ガ

故
ニ
洪
水
毎
ニ
河
身
変
更
シ
昨
日
ノ
良
田
ハ
今
日
ノ
大
河
ノ
中
心
ト
ナ
ル
コ
ト
珍
シ
カ
ラ

ズ
候
我
滝
川
村
ヲ
包
囲
ス
ル
石
狩
川
及
空
知
川
モ
亦
天
然
ノ
支
配
ヲ
免
レ
ズ
シ
テ
明
治三

十
一
年
大
洪
水
後
別
紙
図
面ノ
如
ク
空
知
川
ニ
於
ケ
ル
甲
乙
及
石
狩
川
ニ
於
ケ
ル
丙
ノ
三

箇
所
ハ
元
一
大
彎
流
ヲ
ナシ
タ
ル
為
メ
水
流
ノ
疏
通
ヲ
欠
キ
停
滞
シ
テ
上
流
ニ
湛
へ
各
方

面
ニ
氾
濫
シ
タ
ル
事
ア
ル
モ
明
治三
十
一
年
及
同
三
十
七
年
両
度
ノ
洪
水
ニ
於
テ
朱
線ノ

通
り
流
域
変
更
シ
稍
一
直
線
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
今
ヤ
河
水
能
ク
疏
通
シ
停
滞
氾
濫
ノ
憂

ヲ
減
ジ
タ
ル
ハ
事
実
也
之
以
テ
明
治三
十
七
年
以
来
今
ニ至
ル
迄
石
狩
空
知
両
川
共
河

水
氾
濫
シ
タ
ル
事
無
シ
故
一
本
道
経
営
案
ノ
如
キ
大
大
的
設
計
ラ
為
ス
ノ
要
無
之
ト
存
候

若
シ
将
来
其
必
要
ア
リ
ト
セバ
築
堤
ハ
本
道
河
川
ノ
如
キ
天
然
流
域
ニ
ハ却
テ
危
険
多
キ

ト
ノ
事
ニ
候
へ
バ
寧
ロセ
レ
ヲ
避
ケ下
流
ノ
疏
通
ヲ
計
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
者
ニ候

五
国
道
筋
ニ
架
設
セ
ル
空
知
大
橋
ハ
元
渡
り
四
百
六
十
尺
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
一
朝
洪

水
ニ
遭
遇
ス
ル
ト
キ
ハ
全
水
量
ヲ
吐
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
勢
ヒ
上
流
ニ停
滞
シ
テ
市
街
地

ヲ
侵
ス
ニ
至
リ
シ
者
ナ
レ
ド
モ
明
治三
十
一
年
水
害
後
渡
リ
ヲ
五
百
五
十
尺
ニ
延
シ
同三

十
七
年
水
害
後
更
ニ
又
五
百
九
十
五
尺
ニ
延
長
シ
タ
リシ
為
メ
嘗
テ
該
橋
ノ
上
下
ニ
於
テ

水
嵩三
尺
以
上
ラ
異
ニ
シ
タ
ル
モ
今
ヤ
毫
モ
河
水
ノ
疏
通
ヲ
妨
ゲ
ザ
ル
ニ
至
リ
候

六
空
知
川
架
設
ノ
鉄
道
用
鉄
橋
モ
亦
最
初
へ
渡
り
四
百
三
十
呎
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
空
知大
橋

ト
同
一
ノ
災
害
ヲ
被
リ
シ
モ
明
治
三
十
七
年
ノ
洪
水
後
現
在
ノ
如
ク
六
百
七
十
呎
ニ
延
長

改
築
セラ
レ
タ
ル
為
メ
ロ
ニ
河
水
停
滞
ノ
憂
ハ
除
去
セ
ラ
レ
候

七
空
知
川
空
知
大
橋
下
ノ
水
位
ト
石
狩
川
ニ
於
ケ
ル
石
狩
川
下
ノ
水
位
ヲ
比
較
ス
ル
ト
キ

ハ
平
水
ノ
時
ニ
於
テ
三
尺
余ノ
相
違
ア
リ
石
狩
川
ノ
方
低
位
ニ
ア
ル
ガ
故
ニ
石
狩
川
ョ
リ

受
ク
ル
水
害
ハ
僅
少
ニ
シテ
河
岸
ノ
低
地
侵
ス
ニ過
ギ
ズ
候
得
バ
本
道
経
営
案
ノ
如
キ

鉄
道
線
ニ
沿
ヒテ
七
尺
以
上
ノ
大
堤
防
ヲ
築
造
ス
ルノ
要
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
当
市
街
ノ
地

勢
ハ
東
ニ
高
ク
西
ニ低
キ
ヲ以
テ
水
害
ノ
際
ハ同
方
面
、
放
水
路
に
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
築

堤
セ
ザ
ル
ヲ
有
利
ト
ス
且
ツ
仮
リ
ニ
其
要
ア
リ
ト
ス
ル
モ
該
設
計
ノ
如
ク
停
車
場
及
線
路

ヲ
堤
防
外
ト
ナ
シ
独
り
市
街
ノ
ミ
ノ
防
護
ヲ
ナ
シ
交
通
機
関
ヲ
無
視
シ
タ
ル
ハ
到
底
善
良

ノ
計
画
ト
云
フヲ
得
ズ
候

八
本
道
経
営
案
ニ
於
ケ
ル
設
計
当
時
ノ
河
幅
ハ
狭
小
ナリ
シ
モ
沿
岸
開
墾
ノ
結
果
洪
水
ノ

際
ハ
水
量
大
ニ
増
加
シ
自
然
河
幅
拡
大
従
ッ
テ
橋
梁
モ
亦
延
長
セ
ラ
レ
現
今
ノ
設
備
ト

水
量
ハ
相
適
合
ス
ル
コ
ト
、
ナ
リ
タ
レ
バ
水
害
ノ
虞
モ
大
ニ
減
少
シ
タ
リ

九
別
紙
図
面
亦
朱
点
線
ノ
箇
所
モ
漸
次
欠
潰
ツ
流
域
変
更
シ
テ
直
接
ト
ナ
ル
モ
近
キ
将
来

ニ
可
有
之
候
得
本
村
河
水
ノ
疏
通
ハ
年
々
良
好
ニ
向
と
居
候
且
石
狩
川
下
流
ニ
於
テ
放

水
路
ヲ
施
設
セラ
レ
ッ
、
ア
ル
事
ハ本
道
経
営
案
ヲ
一
読
セバ
明
ナ
ル
所
ニ有
之
候
之
等

ノ工
事
完
成
ノ
上
ハ自
然
洪
水
ノ
憂
ヲ
除
ク
事
ヲ
得
べ
ケ
レ
バ
我
滝
川
ノ
築
堤
モ
或
い其

要
無
キ
ニ
至
ルベ
ッ
ト
被
存
候

十
築
堤
工
事
設
計
変
更
ニ
就
テ
、
北
海
道
庁
ハ
如
何
ナ
ル
御
意
向
ナ
ル
ヤ
深
ク
知
ル
事
ヲ

得
ズ
候
モ
私
共
ノ
陳
情
ニ
対
シ
語
ラ
ル
、
所
ニ
ョ
レ
バ
従
来
ノ
設
計
ニ
シ
テ
現
況
ト
符
合

セ
ザ
ル
所
ア
レ
バ
実
地
精
査
ノ
上
工
事
着
手
ノ
場
合
へ
現
況
ニ
適
合
ス
ル
様
設
計
変
更

ス
ル
事
ハ
強
チ
不
可
能ノ
事
ニ
アラ
ザ
ル
ベ
レ
バ
今
ヨ
リ
而
カ
ク
憂
慮
ス
ル
ニ及
バ
ズ
ト

ノ
事
ニ
有
之
候
ニ
付
私
共
ノ
希
望
ヲ
充
タ
ス
事
モ
亦
難
事
ニ
無
之
儀
ト
愚
考
仕
候

以
上
ノ
具
情
ニ
ョリ
経
営
案
ニ
於
ケ
ル
築
堤
工
事
設
計
ノ
我
滝
川
村
水
害
予
防
ニ
余
り
緊
急

ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
明
瞭
致
事
ト
奉
存
候
閣
下
幸
ニ
私
共
苦
衷
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
鑑
識
ア
ラ
セ
ラ
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レ
築
堤
工
事
設
計
ノ
当
否
ニ
拘
ラ
ズ
空
知川
沿
岸
線
/
分
岐
点
我
滝
川
駅
ニ
御
決
定
相
成

候
様
特
別
ノ
御
詮
議
仰
キ
度
候
意
無
量
ニ
シ
テ
筆
文
ヲ
ナ
サ
ズ
言
辞
間
礼々
ヲ
欠
キ
候
儀
ハ

僻
阪
粗
野
ノ
私
共
ニ
候
へ
の
寛
仁
ノ
思
召
ヲ
以
テ
宥
恕
ア
ラ
セラ
レ
微
衷
御
採
納
被
成下
候

ハバ
望
外
ノ
幸
福
ニ
有
之
候
恐
惶
再
拝

明
治
四
十三
年
十
月
二
十
六
日

同 同

今

北
海
道
空
知
郡
滝
川
村
大
竹
康
造

江
藤
恭
太
郎

井
勇
吉

問
題
解
決

明
治
四
十
三
年
十
一
月
六
日、
下
富
良
野
線
の
分
岐
点
は

滝
川
町
に
決
定
さ
れ
た
。
委
員
ら
の
喜
び
は
非
常
な
も
の
で
翌
七
日
た
だ
ち
に

帰
町
し
た
。
全
町
は
歓
声
に
湧
き
返
り
足
の
踏
む
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
よ
ろ
こ
び

方
で
あ
っ
た
。

翌
明
治
四
十
四
年
二
月
工
を
起
こ
し
大
正
二
年
十
月
に
竣
工
し
た
。
工
費
二

二
二
万
円、
二
年
九
ヵ
月
か
か
っ
て
空
知
川
沿
岸
の
富
源
は
よ
う
や
く
開
発
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

下
富
良
野
間

収
入
之
部有
志
寄
附
金総
額支
出
総
額

一
金
弐
百
六
十
八
円支
出
之
部

1
金
三
百
二
十
五
円
八
十
八
銭
八
厘

内
訳

金
十
三
円
十
五
銭
五
厘

金
四
十
三
円
五
十
二
銭
八
厘

金
三
十
九
円
四
十
銭
五
厘

金
十
一
円
三
十
九
銭

金
十三
円
七
十
九
銭

金
百
円

九
月
中
旭
川
出
張
旅
費

同北
海
道
倶
楽
部
寄
贈

出
札
旅
費

金
三
十
円
十
二
銭

金
八
円
四
十
九
銭

金
五
円

金
八
円
六
十
五
銭

金
五
十
二
円
三
十
六
銭

収
支
差
引
金
五
十
七
円
八
十
八
銭八
厘
不
足

交
際費

右
報
告
候
也

明
治
四
十二
年
十
一
月
八
日

高
畑
利
宜
殿

下
富
良
野
線
の
概
要
と
効
果

本
線
の
開
通
に
よ
っ
て
従
来
旭
川
を
経
由
し
た
函
館
・
小
樽
・
室
蘭
と
釧

路
・
北
見
方
面
の
旅
客、
貨
物
は
そ
の
大
部
分
が
本
線
を
経
由
す
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
距
離
で
も
三
七
マ
イ
ル、
時
間
で
約
二
時
間
を
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

下
富
良
野
か
ら
旭
川
を
経
由
し
て
留
萌
に
い
た
る
も
の
と、
滝
川
を
経
由
し

て
留
萌
・
小
樽
に
い
た
る
も
の
と
の
農
産
物
一
屯
に
対
す
る
運
賃
を
比
較
し
て

み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

発下
富
良
野 駅

滝
川

経
由
駅

留

小 小

萌

留
萌

七
八
八
五

一
四
一

哩
数

九
八

一〇
七

れ
ば
五
哩

砂
川
を
分
岐

て
も
哩
数
変

砂
川
を
い

変岐
り点
な と
しし

増岐
と点
なと
るす

同同 同
旭
川

滝
川

旭
川

樽 樽
到
着
駅

一
〇
四

一三
七

一
七
七
銭

一
噸
当
運
賃

下
富
良
野
線
ハ
曩
二石
狩
国
空
知
郡
空
知
川
沿
岸
ニ
於
ケ
ル
炭
礦
開
発
及
地
方
発
展
ノ
目
的

ラ
以
テ
民
間
ニ
於
テ
敷
設
ノ
計
画
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
シ
カ
政
府
ニ
於
テ
モ
国
有
鉄
道
系

絡
上
並
拓
殖上
敷
設
ノ
必
要
認
メ
第
二
十
六
議
会
ノ
協
賛
経
明
治
四
十
三
年
三
月
法
律

第
一
章
交
通
・
運
輸

:
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線
路
沿革

製
図
所
内
金

百
戸
迄
線
路
踏
査
費

十
月
中
出
札
実
費

十
一
月
中
同
上

大
竹
康
造

江
藤
恭
太
郎

鉄
道
院
総
裁
男
爵
後
藤
新
平
殿

八
月
中
出
札
旅
費
実
費

野
村
鉄
道
技
監
歓
迎
費

富
良
野
線
実
地
踏
査
及
製
図
費

<「
高
畑
利
宜
記
録
」>

,引
間
鉄
道
敷
設
運
動
費
決
算
報
告



第
十
一
編
交
通・
運
輸・
治
水

第
二
十
三
号
ヲ以
テ
北
海
道
鉄
道
敷
設
法
第
二
条
ニ追
加
セ
ラ
レ
タ
ル
モノ
ニ
シ
テ
直
チ
ニ

測
量
ニ
著
手
シ
引
キ
続
キ
エ
ヲ
起
ス
ニ
至
レ
リ

線
路
測
量

本
線
路
ハ
石
狩
国
砂
川
近
傍
ョリ
下
富
良
野
ニ至
ル
モ
ノ
ニ
シテ
最
モ
考
慮
要
シ
タ
ル
ハ

函
館
本
線
滝
川
駅
ョ
リ
分
岐
ス
ル
カ
又
ハ
砂
川
駅
ヨリ
ス
ル
カ
ニ
ア
リ
シ
、
砂
川
駅
ヨリ
分

岐
ス
ル
モ
ノ
ハ
同
駅
中
心
ニ
起
リ
「ペ
ン
ケ
」
歌
志
内
川
ヲ
渡
リ
漸
昇
シ
空
知
川
ノ
左
岸
丘

陵
ニ
沿
フテ
右
転
シ
沼
沢
附
近
通
過
シ
仮
定
県
道
横
キ
リ
平
圃
ニ
出
テ
砂
川
起
点
五
哩

二
十
九
鎖
ニ
下
赤
平
停
車
場
ラ
設
ケ
更
ニ
進
ン
テ
奈
江
川
ラ
渡
り
歌
志
内
村
字
中
赤
平
ニ
入

リ
延
長
四
百二
十
九
呎
ノ
奈
江
隧
道
貫
キ
更
ニ
平
圃
ノ
間
進
ミ
字
上
赤
平
ニ
入
り
右
転

シ
テ
丘
腹
ヲ
切
リ
谿
谷
ヲ
填
メ
仮
定
県
道
ヲ
付
換
へ
同
起
点
九
哩二
十
九
鎖
十
節
ニ至
リ
滝

川
起
点
七
哩
十
九
鎖
四
十
四
節
ニ
接
続
ス之
ヲ
滝
川
駅
ヨ
リ
分
岐
ス
ル
モノ
ニ比
ス
ルニ
延

長
ニ
於
テ
二
哩
余
工
費
ニ
於
テ
約
弐
拾
弐
万
円
増
加
シ
特
ニ
優
越
セ
ル
点
ナ
キ
ニ
ョ
リ
滝

川
駅
ヲ
分
岐
点
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
セ
リ
其
他
幌
倉、
下
芦
別
間
ニ
於
テ
九
哩
余、
島
ノ
下

野
花
南
間
ニ
於
テ
六
哩
余
ノ
比
較
線
ヲ
調
査
セ
リ
特
ニ
滝
川
起
点二
十
四
哩
五
十
鎖
空
知
滝

附
近
ハ
空
知
川
ノ
左
岸
ニ
沿
と
彎
転
ス
ル
ト
キ
ハ
一
部
深
淵
ニ落
チ
施
工
上
困
難
ヲ
感
ス
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
竣
成
後
モ
急
湍
激
衝
ノ
虞
ア
リ
将
来
線
路
ノ
保
安
ヲ
期
ス
ル
為
メ
二
回
空
知
川

ヲ
横
断
ス
ル
現
在
線
路
ヲ
採
レ
リ

今
後
選
定
区
間
延
長
等
ヲ示
セ
ハ
次
表
ノ
如
シ

線
路
選
定
区
間

延
鎖七
六
五
二
・
二

六
六
六
二
・
六

七
九
八
五
・
二

長節

一
五

一
五

一
五
鎖

径線最
ノ小
半曲百

三
十
二
分
ノ
一

百
分ノ
一

百
分
ノ
一

最
急
勾
配

"1
四
十三
年十
一月

少
四
十
四
年
三
月

明
治
四
十
三
年
十
一
月

選
定
認
可
年
月

良
富下奔奔下 下滝

茂 茂芦芦
野尻 尻別 別川
間 間 間

選
定
区
間

工
事
概
況

全
線
延
長三
十
五
哩
六
十
三
鎖
八
工
区
二
分
チ工
事
材
料
ノ
輸
送
其
他
施
工
上
ノ
利
便
ヲ

考
慮
シ
滝
川
及
下
富
良
野
両
端
ョ
リ
順
次工
事
ニ
著
手
セリ
即、
滝
川、
下
芦
別
間
ニ
於
ケ

ル三
工
区
及
奔
茂
尻、
下
富
良
野
間ニ
於
ケル二

工
区
ハ明
治
四十
四
年二
月
ヨリ又

下
芦

別、
奔
茂
尻
間
ニ
於
ケ
ル三
工
区
ハ
同
年
九
月
ヨリ
土
工
、
橋
梁
・
溝
橋・
隧
道
等
ノ
工
事

ヲ
施
行
シ
猶
其
進
捗
ニ
伴
ヒ
軌
道、
停
車
場
諸
建
物
其
他ノ
諸
工
事
ラ
併
セ
共
ニ
継
続
施
行

セ
リ滝
川、
下
芦
別
間
へ
地
形
概
ネ平
坦
ナレ
ト
モ
空
知
川
ノ
山
脚
ニ
逼
レ
ル
箇
所
、
地
盛
ノ

高
低
著
シ
ク
深
キ
渓
谷
ヲ
横
断
ス
ル
ヲ以
テ
土
工
大
ナ
ル
ノミ
ナラ
ス
桂
川、
高
根
川
橋
梁

ノ
如
キ
ハ
其
高
サ
七
十
呎
乃
至
八
十
呎
ニ
達
ス
ル
ニ
ョ
リ
堅
固
ヲ
期
セ
ン
カ
為
メ
ニ
鉄
筋
ヲ

挿
入
セ
リ

下
芦
別、
野
花
南
間
モ
亦
平
野
ヲ
通
過
ス
ル
カ
如
シ
ト
雖
モ
其
間
二
三
ノ
甚
深
ナ
ル
渓
谷

ヲ
横
断
ス
ル
ヲ以
テ
高
築
堤
高
橋
梁
ヲ
築
造
セ
リ
即
芦
別
川
へ
両
岸
高
ク
多
大
ノ
切
取
ヲ
ナ

セ
シ
カ
尚
ホ
川
底
ョ
リ
施
工
基
面
ノ
高
サ
七
十
五
呎
ヨ
リ
八
十
呎
以
上
ニ及
と
築
堤
ノ
高
サ

ハ
五
十
余
呎
ニ
達
セ
ル
ヲ以
テ
橋
脚
ノ
安
全
期
ス
ル
為
メ
鉄
筋
ヲ
挿入
セリ
其
他
御
料

沢、
宮
沢、
金
剛
沢
ノ
渓
流
ハ隧
道
ヲ
穿
チ
テ
疏
水
ヲ
為
シ
旧
渓谷
ハ
土
砂
ヲ
以
テ
埋
立
セ

シ
カ
築
堤
ノ
高
サ
四
十
呎
乃
至
六
十
呎
ニ
達
セリ
野
花
南
川
橋
梁
モ
同
一状
態
ニ
シ
テ
川
底

ヨ
リ
施
工
基
面
ノ
高
サ
及
其
前
後
築
堤
、三
十
二
三
呎
ニ
達
シ
加
フ
ル
ニ地
質
粘
土
質
ナ
リ

シ
ヲ以
テ
融
雪
ニ
際
シ
半
成
ノ
築
堤
崩
壊
シ
工
事
上
多
少
ノ
困
難
ニ遭
遇
セ
リ

野
花
南、
奔
茂
尻
間
ノ
内
第
五
、
第
六
空
知
川
橋
梁
ハ
空
知
滝
附
近
ニ於
ケ
ル
空
知
川
ノ

紆
曲
甚
シ
キ
部
分
ヲ
渡
ル
モノ
ニ
シテ
殊
ニ
前
者
ハ
両
岸
著
シ
ク
相
狭
マ
レ
ル
部
分
通
過
ス

ル
ヲ以
テ
流
勢
激
甚
ニ
シ
テ
施
工
基
面
ハ
川
底
ョリ
七
十
七
呎
ノ
高
サ
ニ
達
シ
後
者
ハ川
幅

稍
広
ク
流
勢
亦
少
シ
ク
緩
ナ
ル
モ
尚
高
サ
四
十
呎
ニ
達
セ
リ
両
者
共
洪
水
ニ
際
シ
テ
ハ
更
ニ

水
勢
激
甚
ト
ナ
リ
流
水
ノ
激
衝
ヲ
受
ク
ル
場
合
多
キ
ヲ
予
想
シ
強
固
ノ
構
造
ト
ナ
シ
且
ッ
鉄

筋
ヲ
挿
入
ス
ル
コ
ト
、
シ
漸
ク
客
年
九
月
ヨ
リ
工
事
ニ
著
手
シ
冬
季
渇
水
ノ
時
期
ヲ
利
用
シ

防
寒
設
備
ヲ
ナ
シ
継
続
施
行
シ
タ
ル
ニ
融
雪
季
ニ
於
テ
モ
損
害
ナ
ク
予
定
ノ
工
程
ヲ
愆
ラ
サ

リ
シ
ハ
幸
ナ
リ
シ

奔
茂
尻、
下
富
良
野
間
ノ
内、
湯
ノ
下
隧
道、
附
近
ハ空
知川
ノ
急
湍
ニ
臨
メ
ル
断
崖
ニ

シ
テ
築
堤
法
尻
ノ
河
中
ニ
達
ス
ル
部
分
ハ
堅
固
ナ
ル
「コ
ン
ク
リー
ト
」
又
ハ間
知
石
護
岸

石
垣
ヲ
築
造
シ
且
ツ
流
水
ノ
激
突
防
カン
カ
為
メ
多
数
ノ
捨
石
ヲ
ナ
シ
尚
流
失
⇒
防
護
ス

ル
為
メ
重
量
ナ
ル
「コ
ン
ク
リー
ト」
塊
ラ
捨
石
上
ニ
沈
降
セ
ル
等
多
大
ノ
労
費
ヲ
要
シ
タ

リ
斯
ル
防
備
ヲ
要
ス
ル
カ
如
キ
箇
処
ナ
ル
ヲ
以
テ
工
事
中
屢
出々
水
ノ
災
厄
ニ遭
遇
シ
足
代

及
締
切
工
ノ
破
壊、
根
堀
ノ
埋
没、
用
材
ノ
流
失
等
多
大
ノ
障
碍
ヲ
受
ヶ
作
業
困
難
ヲ
極
メ

タ
リ湯
ノ
下
隧
道
ハ延
長
僅
三々
百
六
呎
余
ノ
小
隧
道
ナ
リ
ト
雖
モ
地
形
上
偏
圧
ヲ
受
ク
ル
地
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点
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
施
工
ニ
際
シ
上
部
及
側
部
ニ
千
百
余
坪
ノ
盛
土
ヲ
施
シ
以
テ
偏
圧
ヲ
減
セ

シ
メ又
地
表
ョ
リ
隧
道
頂
点
迄
ノ
深
サ
少
ナ
キ
ヲ
以
テ
工
事
上
特
ニ注
意
ヲ
要
シ
タ
リ

第
四
空
知
川
橋
梁
附
近
ハ
富
良
野
原
野
ノ
咽
喉
ニ
衝
リ
両
岸
稍
迫々
リ
加
フ
ル
ニ富
良
野

川
ノ
合
流
点
ナ
ル
ヲ以
テ
洪
水
時
ニ
於
ル
上
流
ノ
氾
濫
流
量
ヲ
充
分
ニ
吐
流
シ
得
サ
ル
タ
メ

洪
水
位
水
位
甚
タ
高
ク
橋
梁
ノ
延
長
及
土
工
亦
大
ニ
シ
テ
橋
梁
工
事
施
工
中
ハ
数
次
ノ
災
害

ヲ
被
レ
リ

滝
川
及
下
富
良
野
両
停
車
場
へ
連
絡
上
従
来
ノ
設
備
拡
張
ヲ
要
ス
ルト
及
既
往
ノ
洪
水
ニ

鑑
ミ
何
レ
モ
施
工
基
面
ヲ
高
ム
ル
必
要
認
メ
滝
川
へ
約
二
万
四
千
立
坪下
富
良
野
ハ
約
一

万
九
千
百
立
坪
ノ
地
築
ヲ
ナ
シ
之
ニ
伴
ヒ
既
成
線
ノ
勾
配
ヲ
変
更
セリ

軌
道
用
砂
利
へ
沿
線
ニ
産
出
乏
シ
ク
滝
川
第
五
空
知川
間
、
全
部
滝
川
附
近
ョ
リ
又
下
富

良
野
第
五
空
知
川
間
へ
全
部下
富
良
野
及
島
ノ
下
ヨリ
採
取
撤布
セ
リ

今
各
工
区
ノ
区
間
著
手
竣
工
ノ
年
月
日
請
負
金
額
及
請
負
人
氏
名
ヲ
挙
クレ
ハ左
ノ
如
シ

工
区
別
表

工
事
名

同三
・空
・

同
三
・五
・六
・六

同三・兵・六・八
二
月 同同同同同 同 同 同 同

二
月 著
手
年
月

同同一
月

九月
大
正
元
年

同 八
月
大
正
二
年

十
一
月

同 七
月

大
正
元
年

明
治
四
十
五
年

十
一
月

竣
工
年
月

二〇七、五四五

二〇二、八八一
〇

七
八四 一四八、七二六

一四三、五一四

一天
、○六

〇
六

八六、四七八

二六、空
六

八
二八、〇三三 円八四〇

1100

四七C

010
橋
本
忠
次
郎

但
馬、
石
川

下 滝
幌

倉 川
九五
100 五

六〇

100
100
二七五

一五〇

呉九〇五

料
別芦上下 上下 上 中種農

羊商御芦芦平平赤 幌牧務
地別 別 岸 岸 平 倉 場省

戸
数一四四

一四三 五四 10 九九
八〇 110

七三〇

七一〇
!190
100
四九〇
四00 1合

下 野 及新及上

下
富
良
野

花

百幌

計 野 南 地城 戸倉

五、三一六三八、八〇四
一、七四〇二〇、七一六

八七〇

四九〇

六00

人
口

こ
れ
は
大
正
元
年
の
統
計
で
あ
る
が、
下
富
良
野
線
沿
線
の
総
戸
数
が
五
、

同

下
第
一
工
区

下
第
二
工
区

同 司 下
第
三
工
区

司 下
第
四
工
区

八〇
・五
二
同 同一・三:八:H
同
一八・三

・八三・五
九
月

同
一四・七

・七五・二
同

同
一四・七九・七五・二

同
同
二
・三
・二
・六

同
二
・三・二・六

同
五・四八・八四・〇

線
路
新
設
工
事
至
五・四
・八四・〇

上
第
一
工
区

第
一
章
交
通・
運
輸

予
算
及
決
算
(見
込
額
)

本
線
建
設
費
ノ
総
予
算
額
金
四
百
拾
万
五
千
四
百
九
拾
五
円
八
銭
ニ
シテ
総
決
算
額
ハ
金

参
百
弐
拾
万
六
千
六
百
参
拾
五
円
七
拾
六
銭
六
厘
ナリ
今
之
ヲ
本
線
延
長三
十
五
哩
六
十三

鎖
ニ
割
当
ッレ
ハ
一
哩
ノ
建
設
費
ハ
金
九
万
百
六
拾
円
九
銭
壱
厘
ヲ
要
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

(以
下
略)
事
務
所

本
線
ハ
明
治
四
十
三
年
三
月
鉄
道
院
告
示
第二
十
二
号
ヲ
以
テ
鉄
道
院
北
海
道
建
設
事
務
所

々
管
区
域
ニ
編
入
セラ
レ
測
量
及
設
計
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
開
始
シ
同
四
十
四
年
一
月
派
出
所

ヲ
滝
川
ニ
設
置
シ
各
工
区
ニ
ハ詰
所
ラ
置
キ
直
接
工
事
監
督
ノ
任
ニ
膺
ラ
シ
メ
以
テ
今
日
ニ

至
ル
詰
所
設
置
及
廃
止
年
月
左
表
ノ
如
シ

詰
所
設
置
表

設
置
年
月

廃
止
年
月

所

名

設
置
年
月

廃
止
年
月

明
治
四
年
四月|大

正
二年
青月
野
花
南
詰
所
明
治
四
年
三
月|大
正
三年
10月

奔
茂
尻
詰
所
明
治
四
年
三
月
大
正
三年
一
月

湯
ノ下
詰
所
明
治
四
年
四月
大
正
二年
10月

下
富
良
野
詰
明
治
四
年
四月
大
正
二年
一
月

所

幌
倉
詰
所

所所
名

高
根
川
詰
所

上
赤
平
詰
所

第
三
空
知
川
詰
所
明
治
四
年
四月
明
治
四
年
吾

明
治四
年
五月
大
正
二年10月|

下
明
治
四
年
四月
大
正
二年
五月

明
治
四
年三
月
大
正
二年
一
月

芦
別
詰
所

滝
川
駅
起
点
各
駅
距
離

滝
川
四
哩
四〇
鎖
幌
倉
二
哩
七
九
上
赤
平
四
哩
三
〇
平
岸
三
哩
五
二
下
芦
別五
哩
二
七

島
ノ
下
三
哩
三
下
富
良
野
(自三

四
哩
六
二

下
富
良
野
沿
線
地
方
の
戸
口

鎖
)
野
花
南 ,四

哩五
一

沢
井

堀
内
廉
一

大
倉
粂
馬

請
負
人
氏
名

橋
本
忠
次
郎

久
米
民
之
助

堀
内
廉
一

中
赤
平

下
赤
平

平
子、
吉井

上
、
奔
茂
尻

富
士
、
滝
ノ

戸
数一八一三

一、六四八
九、〇五八

人
口 奔
茂
尻
五
哩
七
一

<
「下
富
良
野
線
鉄
道
建
設
概
要
」
旭
川
市
立
図
書
館
蔵
>

戸
数一七四 九八

二二〇

自
〇・
〇・
〇・

区
哩

鎖
節

間

同二九・六六・四七・八
同
二九・六六・四七・八
同
二五・〇八・一四・五

・一四・五
同 明
治
四
十
四
年
大
正
元
年

請
負
金
額一八〇 厘

広
吉

市
造

�
ヨ関

上
第
四
工
区

同 上
第三
工
区

司 上
第
二
工
区

廉
亮

六
六
月

四五○

人
口

御
料
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第
十
一
編
交
通・
運
輸・
治
水

二〇
〇
戸
程
度
で
あ
り、
人
口
総
数
が
二
万
八、
八
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
の

だ
か
ら
当
時
い
か
に
未
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。

な
お
石
炭
鉱
区
は
こ
の
沿
線
に
四
〇
ヵ
所
あ
っ
て、
多
く
は
芦
別
川
の
沿
岸

並
び
に
ペ
ン
ケ、
班
渓、
幌
倉
地
帯
に
埋
蔵
し
い
ず
れ
も
そ
の
量
は
豊
富
で
ま

た
質
も
撫
順
炭
に
匹
敵
す
る
も
のと
い
わ
れ
る
が、
過
去
に
お
い
て
相
当
試
掘

し
た
者
も
あ
っ
た
が
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
根
本
的
な
原
因

は
輸
送
の
便
が
不
備
で
あ
っ
た
た
め
で
鉄
道
敷
設
後
漸
次
開
坑
さ
れ
る
機
運
と

な
り
、
今
日
ま
で
の
赤
平
、
芦
別
両
市
内
の
炭
礦
発
展
経
過
を
思
え
ば、
思
い

当
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

こ
の
空
知
川
沿
岸
鉄
道
問
題
に
対
し
て
終
始
身
命
を
献
げ
て
取
り
組
ん
で
い

っ
た、
大
竹
康
造、
江
藤
恭
太
郎
の
功
績
は
実
に
大
き
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

富
良
野
線
鉄
道
開
通
祝
賀
会

大
正
二
年
十
一
月
本
鉄
道
開
通
に
付
滝
川
町
民
総
掛り
を
以
て
此
祝
賀
会
を
九
月
に
組
織

せ
り
。
費
用
は
合
計
千
六
百
余円
に
し
て
其
中
千二
百
円
は
有
志
者
の
寄
附
金、
残
り
四
百

円
は
滝
川
町
役
場
よ
り
補
助
す

会
長
奥
井
直
吉

印
刷
係
山
田
耕
造

(長)徳光
鶴之
進

(長)坪
田
弥
市

(長
)江
藤
恭太
郎

根
井
仁
太
郎

朝
野
清
作

渡
辺
作
治

粟
井
新
作

長
島

高
畑
栄
八
利
宜

副
会
長
三
浦
庄
作

五
十
嵐
太
郎
吉

内
藤
茂
麿

染
谷
喜
久
吉

久
保
正
宣

神
部
為
蔵

河
内
平
次
郎

杉
本
文
吉

広
部
伊
織

吉
田
伊
太
郎

大
野
長
太
郎

山
崎
庸
哉

所 所
久
弥

佐
原
亀
太
郎

岡
田
佐
次
郎

田
中
甚
三

渡
辺

豊

広
部
弥
助

渡
辺
平
吉

二
今
日
は
芽
出
度
い
開
通
式

大
竹
先
生
が
御
無
事
な
ら

根
室
本
線
の
ロ
ー
カ
ル
化
問
題

大
正
二
年
十
月
に
下
富
良
野
線
が
開
通
し

既
に
旭
川
か
ら
富
良
野
を
経
て
帯
広
・
釧
路
で
の
線
に
接
続
で
き
る
こ
と
か
ら

滝
川
と
道
東
を
結
ぶ
交
通
は
一
段
と
活
発
と
な
っ
た
。

大
正
十
年
八
月
五
日
釧
路
・
根
室
間
の
全
通
に
よ
り
根
室
本
線
と
な
り、
滝

空
知
川
の
雪
景
色

開
き
初
め
た
る
開
通
式

功
労
一
と
謳
わ
れ
し

満
足
な
さ
る
事
で
あ
ろ

野
田
丈
一
郎

山
田
徳
太
郎

田
辺
浅
次
郎

小
西
恭
蔵

柿
島
軍
治

小
華
和貞
男

樋
口
覚
治

北
川
甚
弥

佐
藤
林之
助

野
瀬
文
吉

白
銀
政
太
郎

高
畑
雄
五
郎

小
林
久
八

松
沢
良
平

内
田三
之
助

<
「
滝川
町
発
展
史」
>

大
正
二
年
十
一
月
二
十
三
日
鉄
道
工
事
竣
功
の
盛
大
な
開
通
式
が
広
小
路
十

一丁
目
劇
場
遊
楽
館
(今
の米
倉
商
店前)

で
挙
行
さ
れ
た
。
全
町
民
は
旗
行
列

を
し
て
心
か
ら
祝
賀
の
意
を
表
し
た
。
こ
の
時
の
旗
行
列
に
歌
っ
た
歌
は
金
子

善
蔵
の
作
歌
で
左
は
そ
の
一
節
で
あ
る
。

北
川
政
次
郎

仁
科
専
蔵

酒
井
利
太
郎

出
村
石
太
郎

西
村
徳
蔵

原

式
場
係
(長
)神
部
為
蔵

山
田
藤
次
郎

喜
三

五
十
嵐
太
郎
吉

進
藤

池
田
好
太
郎

山
田
耕
造

小
野
与
太
郎

鈴
木
好
己

今
忠
策

芳
武
新
吉

藤
田
才
市

木
村
源
五
郎
政吉

余
興
係
(長
)村
上
吉
太
郎

岡
下
喜
太
郎

星
野
金
子
善
蔵

今
出
清
六

細
川
寅
平

沖
垣
綱
一
郎

河
内
菊
之
亟

西
川
民
之
助

増
田
政
吉

細
越
政
右
ェ門
孝

近藤
七
郎

岩
崎
金
次
郎

塚
本
只
平

中
川
捨
三
郎

川
越
岩
吉

十
時
源
太
郎

鈴
木
市
太
郎

森
岡
喜
八

岡
本
専
太
郎

大
朝八
十
吉

640

島
村
勇
助

中
島
広
多

今
興
太
郎

加
賀
井
弥
市

河
内
山
庄
平

西
沢
啓
作

本間
庄
吉

河
内
山
荒
之
進

石
狩
川
の
秋
の
月

一
蕾
の
花
の
滝
川
も

庶
務
係

会
計
係

接
待
係

岩
田
長
蔵



川
は
根
室
本
線
の
分
岐
点
と
し
て
交
通
要
衝
の
地
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

昭
和
に
入
っ
て
沿
線
の
赤
平
・
芦
別
の
産
炭も
順
調
で、
石
炭
運
搬
線
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
活
用
さ
れ、
道
東
の
経
済
力
も
し
だ
い
に
大
き
く
根
室
本
線
の
重

要
度
を
高
め
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
さ
ら
に
輸
送
の
増
強
を
図
る
た
め
に
は
従
来の
単
線
で
は
限
度
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
関
係
市
町
で
は
複
線
化
を
陳
情
し
て
い
た
が、
国
鉄
で
は

道
東
と
道
央
を
直
結
す
る
石
勝
線
計
画
を
打
ち
出
し
た
。

石
狩
と
十
勝
を
結
ぶ
も
の
で
、
千
歳
か
ら
夕
張
線
へ
の
新
線
と
夕
張
線
紅
葉

山
から
日
高
山
脈
を
横
断
し
て
根
室
本
線
の
落
合
に
達
す
る
総
延
長
一〇
八
キ

ロ
メー
ト
ル、
釧
路
か
ら
帯
広
へ直
線
的
に
進
行
し
た
延
長
線
上
に
あ
た
る
千

歳
ま
で
の
山
間
地
を
ト
ン
ネ
ル
で
短
絡
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

新
路
線
の
トン
ネ
ル
部
分
が
四〇
パ
ー
セン
ト
に
達
す
る
と
いう
大
工
事
で

あ
る
が、
遂
に
昭
和
三
十
七
年
か
ら
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
国
鉄
で
は
五
十
年

二
月
に
道
東
と
道
央
を
結
ぶ
主
ルー
ト
と
す
る
決
定
を
し
て、
完
成
は
五
十
六

年
の
予
定
と
し
た。

帯
広
か
ら
札
幌
に
は
滝
川
経
由
に
比
べ
四
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
短
く
な
り
、

一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
時
間
的
に
も
特
急
で
四
〇
分
も
早
く
、
苫
小
牧
に
は

約
百
五
十
キ
ロ
メー
ト
ル
も
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で、
道
東
か
ら
道
南
・

本
州
方
面
へ
の
旅
行
輸
送
に
は
将
来
石
勝
線
活
用
は
当
然
と
い
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

石
勝
線
の
開
通
は
昭
和
五
十
五
年
度
以
降
と
い
わ
れ
る
が、
一、
二
年
の
う

ち
に
開
通
さ
れ
る
も
の
で、
こ
れ
に
よ
り
根
室
本
線
の
ロ
ー
カ
ル
化
が
心
配
さ

第
一
章
交
通
・
運
輸

れ
る
と
し
て
お
り
、
滝
川
か
ら
富
良
野
市
ま
で
の
沿
線
各
市
町
は
多
大
な
影
響

を
受
け
る
こ
の
問
題
を
現
在
深
刻
に受
け
止
め
てい
る
。

第
十
節
新
幹
線
と
ロ
ー
カ
ル
線

自
動
車
の
普
及
と
航
空
路
線
の
利
用
に
よ
り
国
鉄
利
用
率
が
低
下
し
て、
毎

年
大
幅
な
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
国
鉄
で
は
利
用
を
高
め
る
新
幹
線
の
整
備

を
は
か
る
と
と
も
に、
大
幅
赤
字
線
の
廃
止
を
検
討
し
て
実
行
の
段
階
に
入
っ

て
い
る
。

昭
和
五
十
三
年
度
の
国
鉄
経
営
実
績
で
は
営
業
収
入二
兆
五、
七〇
二
億
円

に
対
し
営
業
経
費
は三
兆
四、
七
一
四
億
円、
営
業
外
利
益
一
四
五
億
円
が
あ

る
が
純
損
失
八、
八
六
七
億
円
と
赤
字
額
が
毎
年
続
い
て
、
累
積
赤
字
が二
兆

六、
九
四
八
億
円
と
い
う
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
さ
き
の
自
動
車
・
飛
行
機
の
利
用
と
あ
わ
せ
て
昭
和三
十
五
年
以
降

の
過
疎
地
拡
大
に
伴
う
国
鉄
利
用
減
少
も
一
つの
原
因
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

利
用
さ
れ
る
国
鉄
経
営
を
は
か
る
と
と
も
に
均
衡
的
な
国
土
発
展
の
た
め
に、

大
量
輸
送
と
高
速
輸
送
を
兼
ね
も
つ
国
鉄
の
使
命
と
し
て
新
幹
線
の
整
備
が
望

ま
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

新
幹
線
計
画

昭
和
三
十
九
年
十
月
一日
東
京
・
新
大
阪
間
の
東
海
道
新

幹
線
営
業
開
始
は
日
本
の
鉄
道
技
術
を
世
界
に
誇
る
も
の
と
し
た
。

時
速
二
一
〇
キ
ロメ
ー
ト
ル
の
高
速
で
走
る
列
車
は
国
鉄
の
ド
ル
箱
と
な

り
、
東
京
・
大
阪
間
を
短
時
間
で
結
び
つけ
る
魅
力
は
今も
変
わ
っ
て
は
い
な

い
。
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現
在
は
こ
の
ほ
か
に
新
大
阪
か
ら
福
岡
ま
で
の
山
陽
新
幹
線
が
開
通
し
て
お

り
東
北
線
(東京・

盛
岡
間)
と
上
越
線
が
工
事
中
で
あ
り
、
整
備
計
画
線
と
し

て
は
「北
海
道
(函
館・
札
幌
間)・

東
北
(盛
岡・
青
森)・

北
陸
・
九
州
二
線
」
の

五
線
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
新
幹
線
は
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
ル
ー
ト
を
含
む
整
備
計
画
が
決

定
し
て
運
輸
大
臣
か
ら
調
整
の
指
示
が
出
た
と
こ
ろ
で、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と

な
っ
て
そ
の
進
行
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

し
かし
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
三
日
新
幹
線
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
正
式

に
凍
結
解
除
が
了
承
さ
れ、
翌
五
十
四
年
六
月
運
輸
省
で
は
運
輸
経
済
研
究
セ

ン
ター
整
備
新
幹
線
調
査
委
員
会
に
調
査
を
依
頼
し
て、
同
年
十
二
月
十
一
日

新
幹
線
整
備
五
線
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
説
明
す
る
段
階
に
至
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
「工
事
費
全
額
を
国
が
負
担
す
る
な
ら
新
幹
線
を
建
設
し
た

方
が、
国
鉄
の
赤
字
は
少
な
く
な
る
」
と
発
表
が
あ
っ
た
。

函
館
・
札
幌
間
を
時
速
二
五
〇
キ
ロ
メー
ト
ル
で
走
り
、
一日
六
〇
本
三
万

二
、
〇
〇
〇
人
を
運
ぶ
計
画
で、
建
設
費
は
一兆
二
、
〇
〇
〇
億
円
を
要
す

る
。
札
幌
～
東
京
間
は
五
時
間
四
〇
分
で
結
ぶ
夢
の
超
特
急
は
昭
和
六
十
五
年

の
開
通
を
仮
定
目
標
と
し
て
進
め
ら
れ
る
が、
膨
大
な
費
用
の
捻
出
が
困
難
な

現
状
で
は
当
分
着
工
は
不
能
と
な
っ
て
い
る
。

一方
、
将
来
新
幹
線
を
通
す
青
函
トン
ネ
ル
工
事
は
昭
和三
十
八
年
二
月
十

一
日
北
海
道
側
福
島
町
で
調
査
坑
着
工
式
が
行
わ
れ
て
以
来、
順
調
な
進
展
を

見
せ
て
お
り、
五三
・
八
五
キ
ロ
メー
ト
ル
の
完
成
を
五
十
七
年
度
を
目
標
と

し
て
い
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ルの
開
通
が
早
け
れ
ば
従
来
線
の
延
長
と
合
せ
北
海
道
新
幹
線

の
着
工
も
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

既
に
整
備
計
画
線
と
な
っ
て
い
る
札
幌
ま
で
と
、
そ
の
延
長
に
あ
た
る
基
本

計
画
線
と
し
て
札
幌
・
旭
川
間
及
び
北
海
道
南
回
り
が
あ
る
。
今
後
新
幹
線
の

整
備
計
画
線
へ
の
昇
格
が
促
進
さ
れ、
そ
の
際
は
滝
川
駅
設
置
と
な
る
よ
う
陳

情
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

札
沼
線
問
題

道
内
国
鉄
線
で
黒
字
を
経
上
で
き
る
路
線
は
一
本
も
な
い。

昭
和
五
十二
年
の
収
支
係
数
で
最
高
は
千
歳
線
の
一三
五、
次
が
室
蘭
・
函
館

と
続
く
。
千
歳
線
で
一
〇
〇
円
の
収
入
を
得
る
の
に
一三
五
円
を
要
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で、
函
館
本
線
は
二
六
二
円
も
か
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
根
室

本
線
が二
九
〇
の
五
番
目
で
あ
る
。

全
国
の
最
低
は
道
内
の
美
幸
線
で
二
、
八
一
七
、
次
が
深
名
線
の
二
、
六
四

九
で
道
内
線
は
全
国
的
に
も
収
支
係
数
が
高
く
国
鉄
赤
字
の
約
二
十
三
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
た
。

札
沼
線
は
五
〇
〇
～
六
〇
〇
の
数
値
を
示
し
て
お
り、
特
に
月
形
以
北
の
利

用
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

札
幌
と
沼
田
を
結
ぶ
札
沼
線
は
石
狩
川
右
岸
八
ヵ
町
村
が
大
正
年
代
に
鉄
道

布
設
の
た
め
期
成
会
を
つく
り
請
願
を
続
け、
大
正
十
四
年
から
八
ヵ
年
の
継

続
事
業
と
し
て
議
会
を
通
過
し
、
昭
和二
年
沼
田
か
ら
と、
昭
和
四
年
七
月
桑

園
か
ら
工
事
に
着
手
さ
れ
た
。

昭
和
九
年
十
月
に
沼
田
・
浦
臼
間
と
桑
園
・
石
狩
当
別
間
が
完
成
し
た
。
つ

い
で
昭
和
十
年
十
月
石
狩
当
別、
浦
臼
間
の工
事
も
完
成
し
て、
同
年
十
月
三

日
札
幌
桑
園
・
石
狩
沼
田
間
一
一
一
・四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
線
開
通
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
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し
かし
、
戦
時
中
の
昭
和
十
八
、
九
年
に
緊
急
鉄
道
布
設
地
へ
沼
田
・
当
別

間
を
撤
去
し
て
輸
送
さ
れ
て
し
ま
っ
た。

戦
後、
札
沼
線
復
元
期
成
会
が
結
成
さ
れ
て
運
動
し
た
結
果、
昭
和
二
十
一

年
八
月
当
別
・
浦
臼
間
が
着
手
さ
れ、
同
年
十二
月
に
完
成
し
て
営
業
に
入

り
、
昭
和二
十
八
年
四
月
浦
臼
以
北
の
復
元
着
手、
同
年
十
一月
三
日
浦
臼
・

雨
竜
間
開
通、
昭
和
三
十
一
年
十
一月
十
六
日
雨
竜
・
沼
間
が
完
成
し
て
全
通

し
たも
ので
あ
る
。

そ
の
後、
昭
和
四
十
七
年
に
至
っ
て
新
十
津
川
以
北
沼
田
ま
で
が
ま
た
撤
去

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

新
十
津
川
か
ら
滝
川
ま
で
は三
キ
ロ
メー
ト
ル
と
い
う
近
い
所
に
あ
る
が
国

鉄
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
連
絡し
て
い
る
も
の
の、
こ
の
間
を
鉄
道
で
結
ぶ
と
い

う
案
が
地
元
新
十
津
川
と
滝
川
で
持
ち
上
が
り、
札
沼
線
沿
線
の
市
町
と
話
し

合
い
を
持
っ
た
。
昭
和
五
十
一
年
二
月
十
八
日
滝
川
市
・
新
十
津
川
町
・
浦
臼

町
・
月
形
町
当
別
町
の
首
長
・
議
会
・
農
・
商
団
体
代
表
が
滝
川
市
に
集
ま
り

「札
沼
線
整
備
促
進
期
成
会
」
を
組
織
し
た
。

運
動
目
標
は
1
ス
ピ
ー
ド
ア
ップ
と
運
転
数
の
増
加2
利
用
客
増
に
対
応
す

る
複
線
化
と
電
化
3
札
沼
線
を
滝
川
駅
に
接
続
す
る
の三
大
目
標
と
す
る
。

滝
川
駅
ま
で
延
長
す
る
こ
と
は
利
用
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
産
業
の

促
進
と
な
る
。
ま
た
滝
川
と
し
て
も
石
勝
線
開
通
に
よ
り
道
東
と
交
通
減
少
を

多
少
な
り
と
も
カバ
ー
で
き、
地
域
発
展
に
効
果
が
大
き
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

今
野
正義

滝
川
商工
会
頭

鈴
木
勇三

月
形
町
議
会
議
長

近
藤
勝
当
別
町
商工
会
長

監
事
大
野
新
生
浦
臼
町
農
協
組
合
長

同
年
四
月
十
日
臨
時
総
会
を
開
き
三
大
目
標
に
加
え
て
、
こ
の
推
進
に
は
石

狩
湾
新
港
と
の
関
連、
空
知
中
核
工
業
団
地
の
造
成、
石
狩
川
流
域
下
水
道
事

業
な
ど
に
対
応
す
る
交
通
条
件
の
整
備
と
し
て
促
進
し
て
いく
こ
と
に
意
見
の

一致
を
み
て
強
力
な
陳
情
運
動
を
展
開
す
る
こと
に
し
た。

し
かし
、
国
鉄
で
は
五
十
二
年
八
月
貨
物
営
業
合
理
化
の
一環
と
し
て
同
線

か
ら
貨
物
取
扱
い
駅
廃
止
を
打
ち
出
し
た
。

さ
ら
に
五
十三
年
六
月
札
沼
線
営
業
体
制
近
代
化
計
画
と
し
て
全
線
貨
物
取

扱
廃
止、
六
駅
無
人
化、
三駅
民
間
委
託
な
ど
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
期

成
会
で
は
猛
反
対
を
展
開
し
て
こ
の
実
施
を
遅
ら
せ
た
も
の
の
結
局
は
昭
和
五

十
四
年
二
月
に
国
鉄
案
の
実
施
に
至
っ
た
。

国
鉄
で
は
大
幅
赤
字
解
消
と
し
て
ロー
カ
ル
線
廃
止
の
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
期
成
会
で
は
札
沼
線
の
利
用
率
を
高
め
廃
線
と
な
ら
な
い
よ
う
に
運
動
を

し
て
い
る
。

な
お、
滝
川
から
新
十
津
川
を
経
て
浜
益
に
至
る
鉄
道
布
設
に
つ
いて
か
つ

て
関
係
住
民
から
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
二
年
か
ら
衆
議
院

に
請
願
し
て
何
度
も
議
題
と
な
り、
昭
和
四
年
に
は
政
府
案
と
し
て
提
案
さ
れ

衆
議
院
を
通
過
し
た
が、
貴
族
院
で
審
議
未
了
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
年
二
月
の
衆
議
院
の
分
科
会
に
海
産
物
の
多
い
浜
益
に
港

が
な
く、
陸
上
も
不
便
な
た
め
販
路
に
難
儀
し
て
安
い
販
売
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
林
産
物
も
豊
富
な
所
で
農
耕
開
拓
の
う
え
か
ら
も
鉄
道
を
敷
く
べ
き
で

あ
る
と
山
本
厚
三
議
員
が
述
べ
て
衆
議
院
で
再
度
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
交
通
・
運
輸

理
事
上
口
正
一
、当
別
町長

会
長
吉
岡
清
栄
滝
川
市
長

副
会
長
澁
川
勝
石
新
十
津
川
町
長

重
本
美
法
月
形
町長

友
成

一夫
浦
臼
町
長

高
村
小
市
下
徳
富
農
協
組
合
長
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し
か
し
、
世
が
非
常
事
態
に
突
入
し
日
華
事
変
・
太
平
洋
戦
争
と
な
っ
て
着

工
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

第
十
一
節
鉄
道
駅

空
知
太
駅

北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
が
砂
川
か
ら
空
知
太
ま
で
鉄
道
を

延
長
し
た
の
は
明
治二
十
五
年
二
月
で
あ
っ
て、
当
時
と
し
て
は
北
海
道
最
北

端
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
。
空
知
太
駅
が
で
き
て
か
ら
の
空
知
太
は
俄
然
活
気
を

呈
し
ま
さ
に
そ
の
全
盛
時
代
と
も
い
うべ
き
も
の
で
、
上
川
方
面
へ
行
く
移
住

者
は
ま
ず
空
知
太
駅
で
下
車
し、
空
知
川
を
経
て
空
知
太
市
街
(滝川)

に
入

る
た
め、
駅
前
は
一
杯
屋
を
は
じ
め
各
種
の
商
店
が
軒
を
並べ
た
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。

空知太駅と列車

明
治三
十
一
年
七
月
上
川
線
鉄
道
が

敷
か
れ
る
ま
で
は、
道
庁
で
も
空
知
川

を
挟
ん
で
空
知
太
に
一大
都
市
を
建
設

す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
で、
こ
の
辺

一
帯
が
市
街
宅
地
割
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
南
空
知
太
に
は
荷
物
を
扱
う
駅

を
、
空
知
川
右
岸
の
北
空
知
太
に
は
旅

客
を
扱
う
駅
を
作
る
計
画
で
あ
っ
た
ら

し
い
が
上
川
線
の
開
通
に
あ
た
っ
て、

滝
川
駅
は
右
岸
から
は
る
か
に
離
れ
て

作
ら
れ
た
た
め、
空
知
太
駅
は
そ
の
必
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要
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
明
治
三
十
一
年
九
月
の
大
水
害
で
多
く
の
住
民
が
旭
川
へ移
っ
て

し
ま
い、
空
知
太
の
大
都
市
計
画
も
流
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
惜
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

大
正
十
五
年
十
月
二
十
日
に
美
唄
・
砂
川
間
の
複
線
完
成
と
な
っ
た
が
、
滝
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